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1．祝日「山の日」

　2016 年 8 月 11 日から国民の祝日山の日が施行さ
れる。日本では 16 番目の祝日となる。
  海と山で組成される我が国では，海の日が「祝日」
であれば山の日もというのは，極自然な成り行き
かも知れない。

　　
　当時，祝日「山の日」制定を目指した，私たち
の想いは，趣意書から抜粋して以下のようなもの
であった。
　【日本は国土の 7 割近くを山地がしめる山の国で
す。日本人は，古くから山に畏敬の念を抱き，森
林の恵みに感謝し，自然とともに生きてきました。
山の恵みは清流を生み，田畑を潤してわが国を囲
む海へと流れ，深く日常生活とかかわりながら， 豊
かな心をも育んできました。 私たちは，愛する日
本に，国民の祝日「山の日」を制定することを提
案してまいりました。「山の日」は山の恵みに感謝
するとともに，美しく豊かな自然を守り，次の世
代に引き継ぐことを銘記する日です。山々が身体
の健康や心の健康に，欠くことのできない国民の
財産であることを再確認し，山との深いかかわり
を考える日にしたいと思います。わが国の文化は，

「山の文化」と「海の文化」の融合によって，その
根幹が形成されたといわれます。
　しかしながら「海の日」は祝日とされているのに，
対をなす「山の日」は除かれています。日頃「山」
と親しんでいる私たちは，このことを極めて残念
に思い，山がいつまでも心のよりどころであり続
けるため， ｢山の日」制定に広く国民の理解を求め
たいと考えます。】
　また，同じく，以下のような問題提起もした。
　【富士山の世界文化遺産登録は，その文化，伝統，
信仰，景観への憧れ，すぐれた芸術の創出など，様々
な要素を世界が大切な財産と認めたからです。そ
の一方で，山はいま多くの問題をかかえています。
山林の荒廃，良質な水源・資源等の確保，各種開
発と環境保全，動植物保護と適正管理，観光等地
域活性化と適正利用，登山愛好者の遭　　難事故
多発，東北の山々の除染など。将来を見据えた「山」
のビジョン が求められています。 
　 ｢山の日」制定が課題解決に向けた重要な契機に
なることを祈念し・・・・・・】
  初めは，山岳団体を中心に 6 月の祝日を提案して
きた。祝日が無い月で，山々が新緑で山開きの行
事が多いということがあった。
　しかしながら，残雪の多い北国やアルプスの山
小屋，経済界，学校関係では，6 月に反対という意
見もあった。そこで同じく祝日がなく，お盆に繋
がる，8 月中旬が良いという意見が出て，大きな反
対が無いようにと，合意形成を行った。
　お盆へ続き，社会人には，より長い連休が取れ
そうな，8 月 12 日を第一候補に挙げたが，日本航
空機が御巣鷹山に墜落した慰霊日なので，祝日と
しては相応しくないということで，前日の 11 日に

「山の日」を契機に
考えなければならないこと
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することで最終的に落ち着いた。
　他の祝日と異なり，日そのものに特別な意味が
無いのは珍しいが，子ども達の夏休みや，帰省の
時期に，山や自然に親しみ，より親子家族の絆を
深められるだろうという思惑もあった。

2．「山の日」制定への運動

　「山の日」が最初に提唱されたのは，1961 年に富
山県で開催された「夏の立山大集会」といわれて
いる。その後，山岳団体から 10 月 3 日を「登山の日」
にとか，いくつかもの山に係る記念日制定の運動
があった。
　また，「山の日」や「森の日」を定めている府県
もあり，山梨県では，1997 年から 8 月 8 日を「山の日」
としている。
　2002 年には，国連が提唱する国際山岳年があっ
た。その意義は，世界の山岳少数民族自活，食糧
自給や世界の山岳の環境悪化の諸問題に係るもの
であった。「持続的開発と保全」および We are all 
mountain people 「我ら皆，山の民」がキーワード
であった。国際山岳年日本委員会は，これを契機
とし，年間で，オープニング・フォーラムからク
ロージング・シンポジウムまで，十数回に渡る会
議を全国各地で開催し，山と自然に係る諸問題を
提唱し議論した。これらを「山の民」，「森の未来」，

「登山の現場から」，「山岳学のこれから」，「そして
山々の未来」という分野に括り，それぞれの専門家，
学者，有識者からの発表を報告書に纏めた。富士
山の環境問題も大きく取り上げられ，富士山を世
界遺産にとの機運の一端もここに根ざしているよ
うに思える。
　これらの議論に伴い，諸問題への取り組みをシ
ンボライズするためにも，国民の祝日「山の日」
を作ろうという機運が醸成された。
　ちなみに，その後国連で決まった，国連「山の日」
は，12 月 11 日である。
　2008 年，これら一連の動きとは別に，栃木県生
まれの作曲家船村 徹氏（文化功労者）が，国民の
祝日「山の日」を提唱し，新聞紙上に発表した。
　2010 年には，日本の代表的な山岳団体 5 者（公
益社団法人日本山岳協会，公益社団法人日本山岳
会，公益社団法人日本山岳ガイド協会，日本勤労
者山岳連盟，ヒマラヤン・アドベンチャー・トラス
ト）により，祝日制定を運動する「山の日」制定協
議会が結成され，本格的な山の日運動が始まった。
　2011 年の関東知事会では，栃木県や長野県が中

心になり，祝日「山の日」制定を，国に要請する
決議がなされた。
　2012 年 6 月には，国際山岳年から 10 年を記念し
て，「国際山岳年＋ 10」研究集会が開催された。「変
化する社会と山岳住民の適応」，「ヒマラヤの氷河
湖決壊洪水の脅威」，「災害と山の生活―東日本大
震災を中心に―」，「山と人と安全」，「山の自然保
護―問題点とこれから」の 5 セッションに分かれ
て研究討議を行い，前年の東日本大震災の放射能
汚染問題を含め，山と自然から日本の将来を考え
るものとなった。
　「みんなで山を考えよう」という標語を大きく打
ち出したのも，このシンポジウムであった。
　さらに同年 10 月に，「山の日」制定協議会が主
催し，「山の日」ネットワーク東京会議が開催され
た。これには山岳関係ばかりでなく，政治，行政，
経済，学術等の分野からも多くの人々が参加し，「み
んなで山を考えよう」という標語を基調とし，「山
の日」制定への議論が盛り上がった。
　この会議では，前出船村氏の「山は心のふるさと」
を基調講演にし，「各地の山の日の取組み」の報告，

「山の自然環境保全」と「次世代につなぐ山」とい
うシンポジウムが開催された。
　また，「山の日」制定協議会では，4 種類のアピー
ルリーフレットを製作し，各 10 万部計 40 万部を
全国に配布した。

写真②　�リーフレット安全編　山は，北海道利尻山
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　山の日は，当然のことながら，登山者達だけの
「登山の日」ではなく，山と自然に係るあらゆる人々
のものである。増して前出の趣旨のとおり，我国は，
海から一歩上がれば「山」の国である。
　この会議を契機に，新たに地方自治体，企業，
自然団体等に呼び掛け，今まで山岳団体が中心に
運営していた「山の日」制定協議会を改組し，新
たに全国「山の日」制定協議会を立ち上げること
になった。
　これに呼応して国会でも，衆参国会議員に呼び
掛け，2013 年春に，超党派「山の日」制定国会議
員連盟が発足した。「山の日」は，政治でも中立的
であったのか，自由民主党から日本共産党まで，
100 名を越える衆参両院の国会議員が加盟した。

3．「山の日」制定

　超党派「山の日」制定国会議員連盟では，全国「山
の日」制定協議会の幹部をオブザーバーとして誘
い，12 回に渡る総会（勉強会）を開催し，祝日「山
の日」の法案化に傾注した。
　この議員連盟の活発な運動が功を奏し，祝日法
改正法案は，2014 年 4 月 25 日に衆議院本会議で可
決し，同年 5 月 23 日には参議院本会議で可決して，

「山の日」は，晴れて国民の祝日として制定された。

　なぜか大きな反対もなく，実にスムーズに制定
されたのである。
　祝日の意義は，「山に親しむ機会を得て，山の恩
恵に感謝する」というものだ。当初より「山の日」
制定に向けて，一所懸命頑張ってきた山岳団体や
協力者にとっては，あっけない位に短期間で円滑
な法案可決であった。
　実際に国民的な議論にならず，一般社会では，
誰もが新しい祝日の存在に気づかないという事態
に陥った。

　また，これでは，せっかくの祝日制定の意義や
価値が失われてしまいかねないという大きな不安
が残った。

4．「山の日」をアピール

　本来，祝日制定とともに役割を終えるはずであっ
た，全国「山の日」制定協議会は，2014 年 6 月か
ら 2016 年 8 月 11 日の最初の祝日施行日をまで，
別の目的で継続することになった。
　祝日「山の日」を告知し世の中に流布する役割
である。名称も，全国「山の日」協議会とした。
　超党派「山の日」制定国会議員連盟も「制定」
の二文字を取って継続することになった。
　2015 年 3 月 28 日，29 日には，東京国際フォー
ラムを会場として，全国「山の日」フォーラムを
開催した。すでに祝日「山の日」として制定され
ているので，官公庁を含む実行委員会を組織し，
全国「山の日」協議会と警察庁，消防庁，文部科
学省，林野庁，国土交通省観光庁，環境省および
東京都が加わった。
　このフォーラムでは，「山の日」のアピールを大々
的に行うため，広場でのアトラクション，展示，
告知ブース等を展開し，2 日間で 1 万 5 千人以上の
人々が来訪した。
　同時に今後の「山の日」活動の肝になりそうな 4
つの課題に焦点を絞り，2 日掛かりのシンポジウム
も開催した。1 日目は「山の日」と「地方創成」を
テーマとし，【「山の日」から地域の活力が生まれる】
と【「山の日」から「新しい森林の創生が」が見える】
という二つのセッションを行い，2 日目は，「山の
日」と「山と自然の安全」をテーマとし，【「山の日」
から「安全ための地域整備」】と【「山の日」から「安
全のための知識と方法」】という二つのセッション
を行った。
　いずれも官公庁，自治体と民間の専門家たちに
よる討議がなされ，多くの聴講者を集めた。
　折から2014年9月27日の御嶽山噴火災害の結果，
いわゆる山岳遭難ではない山での災害事故への対
応も，この会議での焦点となった。
　2015 年には，「山の日」制定を記念する行事が全
国各地で行われた。全国「山の日」協議会も，多
くの行事に共催，後援を行なった。中でも 5 月の
総会に於いて，祝日施行 1 年前の 8 月 11 日をプレ

「山の日」と位置付け，その記念行事を大分県九重
町で開催すること，2016 年の最初の祝日の記念大
会を，長野県松本市上高地で行うことを決議した。
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それぞれ県や地域の自治体が協力し，誘致できる
ところを選んだ形だ。

　国の祝日であるので，長野県や松本市との話し
合いの結果，第 1 回の全国大会も，先の全国「山
の日」フォーラムと同様に，実行委員会形式を採
ることになった。こちらも長野県，松本市および
全国「山の日」協議会の構成に，警察庁，消防庁，
文部科学省，スポーツ庁，林野庁，国土交通省，
観光庁，環境省が加わった。
　また，全国「山の日」協議会は，日本各地の関
連イベントや，全国「山の日」フォーラム等の主
催，毎年の 8 月 11 日の祝日当日に，全国各地で開
催予定の記念行事への共催等を視野に入れて，「山
の日」をシンボルとして様々な課題に取り組むこ
とになった。
　このためには，継続性と団体としての社会的地
位を確立しなければならないことから，任意団体
であった協議会を法人登記することになった。
　一般財団法人全国山の日協議会がそれである。

5．「山の日」を契機に考える

　協議会で現在進行中の主な目的や課題は，以下
のとおりである。

　1．「山の日」記念全国大会を成功に導くための
　　�協力と，継続するための施策。
　2．山と自然を利用して，児童，青少年の健全な
　　�育成に寄与する事業。
　3．山と自然の事故・災害の防止を目的とする
　　�国土の利用，整備の事業。
　4．山と自然を利用して，地域社会の健全な発展
　　�に，寄与する事業。

　環境問題を課題とする団体は，日本に数多く存
在するが，たくましい子供達や事故災害への対応，
地域社会の発展に取り組む団体は，それほど多く
ない。
　毎年の 8 月 11 日には，シンボルとしての記念大
会ないしは行事を開催する必要はあるだろう。
　しかしながら，単なるイベントやお祭りとして
ではなく，上に挙げた 3 つの課題，子ども達の育成，
事故・災害の防止，地域社会の発展等，国の根幹
にかかわる諸問題を提起するものであって欲しい。
　勿論，国土の環境保護・保全についての取り組
みは，その全てに内包するのではあるが。
　現代社会では，多くの子ども達が自然への感性
を失ってしまっている。暑さ寒さ，風を感じる，
方向感覚，歩くこと，そして自然の中で生き抜く
こと。都会の便利さの中で，外部から調整や注意
喚起に慣らされて，自らの判断が物事を左右する
ことを忘れてしまっている。
　子ども達が，スマート・フォンやパソコンでの
ヴァーチャルの世界の中で育っていくように感じ
るのは，一人，私だけではないだろう。
　たくましい子ども達を育てるためには，初等，
中等教育の中での自然体験が重要で，遠足，林間
学校や修学旅行を，この方面に活用することが肝
心だ。実現するには，子ども達よりもたくましい
大人達，指導者が必要で，これは両親でも学校の
先生でもよいはずだ。私たちが別の分野で養成し
ている山岳ガイドでも可能だ。
　山と自然での事故，災害の防止には，二つの方
面がある。一つは，事前の情報の共有とインフラ
整備だ。安全に係る情報は，気象庁や各都道府県で，
自然災害等への警報・警告がかなり整備されてき
た。東日本大震災から御嶽山噴火，熊本大分の震
災まで，対応事例に事欠かない。勿論，科学的な
精度を上げていく必要はあるだろう。 
　インフラの整備に関しては，山の自然に限って
考えても，まだまだ貧弱である。火山でのシェル
ター，統一的な道標，山小屋や避難小屋の整備等
課題が多い。
　二つ目は，いざ自然災害や山岳遭難が発生して
しまった時の救援・救助・捜索の方法だ。
　日本での救助・捜索は，山では警察と消防防災
が担っている。海では海上保安庁だ。特に大きな
災害では，自衛隊も出動する。
　全体像として，日本の救助隊は優秀で，質の良
い勤勉で規律正しい隊員で構成されている。世界
に誇れるものだ。民間からの協力者も，高度な救
助を除いては，消防団等しっかりしている。

写真④　�第１回「山の日」記念全国大会　開催地　上高地
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　大きな問題は，装備の近代化と経験者の人事異
動と，諸官公庁間の救助・捜索の共通スタンダー
ドの欠落であり，これの解消である。

　日本の山と自然は，世界にも稀な素晴らしさを
有している。緯度・経度の幅，太平洋側・日本海
側の海流と季節風による四季折々の美しさ，自然
の恵み，火山と温泉，文化風土。どれをとっても
私たち日本人のみならず，訪日外国人が感嘆する
ものである。
　都市部の観光インフラもそれなりに整っている
ことから，2020 年東京オリンピックの年には 4
千万人を越える外国人が，我が国を訪れ，そのう
ちの 10 ～ 20％が，日本の山や自然を体験に出掛け
るに違いない。
　「山の日」に象徴される地域社会にとっては，絶
好の地域社会活性化のチャンスだろう。
　但し，口を開けて補助金を待っていては，成功
に覚束ない。自らの努力と，地域の魅力，それも
山と自然だけではなく，文化的・人間的な魅力を
含めてのものでなければならない。　　
　私たちは長い間，全てボランティアで活動して
来た。そしてようやく祝日制定まで漕ぎ着けた。

　しかしながら，このような取り組みを持続的に
行うには，多くの協力者に恵まれなければ成り立
たない。お金も沢山必要だ。
　国，地方自治体，地域社会，各種企業および個
人の協力。特に民間企業の賛助が重要だ。
　本年の 8 月 11 日には，第 1 回「山の日」記念全
国大会が上高地で開催される。山の日の意義の継
続的な国民的伝播を期待したい。
　山の日がお盆に続く 8 月 11 日になったことによ
り，社会人のお盆休暇の延長が可能になった。
　ついてはこの機会に，親子家族での山歩きや，
自然探訪を是非，実践して欲しい。
　お盆前に故郷や近郊の低山でも良いから体験し
よう。たくましい子ども達を復活させることが，
我が国の課題だ。
　本文は，一般社団法人全国地質調査業協会連合
会の技術誌に掲載していただくものである。地質
調査は，正に事故・災害の防止に係る，最も大切
な分野の一つだ。読者のみなさまにも国民の祝日

「山の日」を共有していただき，ご専門の分野を含
めて，ご協力をお願いしたい。

〈参考資料〉
・『我ら皆、山の民』2004 年 4月 16日　
　　国際山岳年日本委員会発行
・『みんなで山を考えよう』2013 年 3月 31日　
　　国際山岳年プラス 10実行委員会発行
・『「山の日」ネットワーク東京会議�報告書』2012 年 12月 10日
　　「山の日」制定協議会発行
・『いま「山の日」制定』2014 年 3月 12日　
　　株式会社書苑新社発行
・『全国「山の日」フォーラム　実施報告書』2015 年 11 月 20 日
　　全国「山の日」協議会発行

【プロフィール】主に登山関係
磯野剛太（いそのごうた）
1954 年東京生まれ。成蹊大学卒。高校時代から登山・登攀活動，
山岳スキーに専念。谷川岳，甲斐駒ヶ岳，穂高岳等で冬季初登攀記
録を達成。海外は 76 年ナンダ・デヴィ，77 年アルプス（モンブ
ラン山群），80年チョモランマ北壁，マッキンリー山頂よりスキー
滑降，84年カンチェンジュンガ中央峰登頂。88年の日本・中国・
ネパール三国合同チョモランマ登山隊では，南側登攀隊長。一方で，
旅行会社を経営し，チベットカイラス山一周その他，多くの初物企
画を実施。中国未踏地踏査にも傾注し，新疆ウイグル自治区のボゴ
ダⅡ峰初登頂，甘粛省のキレン山脈最高峰初登頂などがある。山岳
ガイドの全日本組織化の中心となり尽力。全国「山の日」運動のま
とめ役でもある。
【現職】
株式会社アトラストレック代表取締役，公益社団法人日本山岳ガイ
ド協会理事長，一般財団法人全国山の日協議会理事長，公益財団法
人全日本スキー連盟アドバイザー，国立登山研修所専門調査委員，
安藤百福記念自然体験活動指導者養成ゼンター専門委員，青森大学
客員教授
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写真⑤　�山の避難小屋

写真⑥　�遭難救助訓練
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 1   はじめに
　高尾山は都心から僅かな距離でアクセスでき，ケ
ーブル・リフトを利用して手軽に登れる山だ。都心
から近いながらも豊かな自然に恵まれ，真言宗智山
派の薬王院など見どころも多く，古くから登山，観
光地として親しまれてきた。その高尾山が 2007 年
版フランスミシュランの日本観光のガイドブックで
登山コースとしては富士山と並んで三つ星の評価を
受けて話題を呼び，人気に拍車が掛かることになっ
た。今では年間 300 万人の登山者，観光客を迎え，
外国人も多く訪れている。

 2   高尾山から続く都県境界稜線，
　　  そして大阪箕面へと続く東海自然歩道
　高尾山は標高 599 ｍ，高峻な山ではない。しかし
ここは，東京を代表する山々の起点となっている。
西に延びる東京都と神奈川県の境界稜線は景信山，
陣馬山と続き，ここで山梨県とも境をなし，その先
の醍醐丸からは北へ三頭山，さらに東京都の最高峰
雲取山 2017 ｍへと続く。雲取山は山梨，埼玉県境
でもあり，ここから東へ続く長沢背稜は埼玉県との
境界稜線となっている。このように高尾山を起点と
して，東京都は西側は高尾の森国定公園から始まり
神奈川県から山梨県境，北部は埼玉県境へと秩父多
摩甲斐国立公園の山々の稜線で縁どられている。
　また高尾山は 1967 年に明治 100 年事業のひとつ
として周辺が ｢明治の森高尾国定公園｣ に指定され，
大阪の「明治の森箕面国定公園との間が豊かな自然
と貴重な歴史を結ぶ延長約 1,697km の東海自然歩
道として結ばれている。自然研究路の①号路の入口
に，東海自然歩道起点の碑がある｡

　東京都の山々の連なりの起点であり，そして遠く
大阪まで続く自然歩道の起点でもある高尾山。その
魅力と季節毎にお奨めの登山コース，高尾山の楽し
み方を紹介していきます。

 3   都心にほど近い自然のオアシス
　高尾山は都心から山麓まで約 1 時間と交通の便が
良い。さらにケーブルカー，リフトを使えば頂上ま
で 40 ～ 50 分，高尾山口駅から徒歩でアプローチし
ても 1 時間半余りと短く，半日で登れる手頃さから，
古くから親しまれてきた山だ。
　高尾山の中心部となる真言宗智山派の薬王院周辺
は杉，檜の巨木や常緑樹に囲まれ鬱蒼としている。
パワースポットとしても人気のある薬王院参拝は信
仰の山の荘厳な雰囲気が楽しめるだろう。一方で南
面や西へ続く稜線の縦走路ではそこかしこに自然の
ままの落葉広葉樹林が広がっている。
　低い山ながら暖温帯のカシなどの照葉樹（常緑樹）
と冷温帯のブナ，イヌブナ，ナラなどの落葉広葉樹，
中間温帯のモミ，ツガなどの針葉樹のコントラスト
が楽しめること，自然林と人工の植林帯，高尾山周
辺では多様な植生を垣間見ることができる。

高尾山を楽しむ

特定テーマ 山の日

廣
ひろかわ

川 健
け ん た ろ う

太郎＊

Key Word 高尾山，登山，登山コース，行事

＊�公益社団法人�東京都山岳連盟

頂上展望（春）
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む 4   高尾山へのアプローチ

〈電車〉
　新宿からの京王線か JR 中央線を経由し JR・京王
線高尾駅に行き，そこから京王線 1 駅で終点の高尾
山口駅まで行く。

〈マイカー〉
　中央自動車道の圏央道ジャンクションから高尾駅
方面に出て，車は高尾山口駅前の駐車場を利用する。
週末休日は早い時間に満車になり，待たされること
がある。

〈ケーブル・リフト清滝駅まで〉
　登山の起点，高尾山口駅改札口を出ると大きな案
内板がある。右手に続く細い道を行くとケーブルカ
ー・リフト清滝駅前の土産物屋が立ち並ぶ大きな参
道に出る。奥に上がったところが清滝駅だ。

 5   お勧めの登山コース
【コース 1】　高尾山メインコース（初心者向け）　
コースタイム　2時間半～ 3時間　
登り①号路上半／ケーブル高尾山駅～薬王院～
　　　高尾山～
下り④号路～ケーブル高尾山駅
　山麓滝山駅からケーブルカーかエコーリフトを使
い①号路の上半部を登るコース。登山経験の少ない
方，家族連れ，久しぶりに山を登る方にお勧め。
　清滝駅からはケーブルカーで約 6 分，エコーリフ
トで約 12 分で山上の駅に着く。春の花，紅葉の時
期はのんびりリフトから登るのも楽しい。
　山上駅から①号路沿いに登って行きわずかで，高
尾山ビアマウント前の広場が霞台展望台，ここで一
息入れて展望を楽しんでから登りにかかろう。ここ
は遠く新宿まで見渡せるが特に夜景が素晴らしい。

　続いてさる園，植物園入口を左に見て進む。すぐ
に樹齢 460 年と言われる巨木，たこ杉が現れる。隣
りにあるのが頭を撫でると開運のご利益があるとい
われる開運ひっぱりだこ。
　杉の巨木の間の道を進み，最初に現れる門が浄心
門，③号路，④号路の分岐点でもある。ここから道
沿いに灯篭が並び薬王院への参道の趣きが一層感ぜ
られるだろう。
　そして男坂，女坂分岐。一気に 108 段を越える男
坂，ゆるやかに登る女坂，先で合流した地点に権現
茶屋がある。さらに進むといよいよ杉木立が高い中
に，樹齢 700 年の天狗の腰掛杉がある。高尾山の守
り神である天狗がこの杉に腰掛けて参拝者を見守っ
たと言い伝えられる巨木だ。
　そしてすぐに薬王院。ここは西暦 744 年聖武天皇
の勅命により行基が開山したといわれている。大本
堂，飯綱権現堂，奥之院，大本坊からなる大きな寺
院だ。①号路の道標沿いに進む。参拝をしてから境
内を通り，階段を登って行くと登山道に出る。緩や
かなアップダウンの道を行き，立派な公衆トイレの

ケーブル・エコーリフト清滝駅前の広場

エコーリフト

八王子・都心遠望

頂上展望（降雪時）
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ところで④号路が右から上がり合流する。
　高尾山は目前，最後の坂を上ると広く開けた頂上
に出る。座って休める場所も多いが，春や秋，登山
者の多い時期，週末は非常に込み合うこともある。
　4 月の桜の咲く頃は城山方面へもみじ台から一丁
平辺りまで足を延ばして休むのも良いだろう。
　高尾山頂上からの下山は来た道を少し戻り，④号
路を下る。北面なので暑さを避けられる。途中高尾
山では唯一のつり橋もある。このコースはイヌブナ
などの落葉広葉樹林が多く新緑，紅葉の時期ともに
見応えがある。なお④号路は北面のため，冬期の降
雪後はアイスバーンが長く残り易く，雪山用の足回
り準備が必要になる。

【コース 2】高尾山を知るコース（登山愛好者向け）
コースタイム　3時間半～ 4時間
登り：稲荷山コース～高尾山～
下り：⑥号路琵琶滝コース

　高尾山を代表する尾根道と沢沿いの道をつなぐコ
ース。稲荷山コースを登りに取る場合は気温が低い
秋から春の季節が良いだろう。
　清滝駅左の道に入り，すぐ先で川を渡った左手が
登山口。階段を登って行くと旭稲荷がある。尾根
上に出てからは雑木林と植林が混在する。稲荷山，
400 ｍ付近に展望台と東屋があり，展望を楽しんで

休んでいくとよい。このコースは所々階段を含め，
少し急なところもあるが，全体としては歩きやすい
尾根道だ。
　上部で右に③号路，左は大垂水峠，正面が高尾山
に続く三叉路が現れる。正面の道を行くと高尾山直
下が階段の急登となる。
　頂上からの下山は①号路を少し下ったところから
⑤号路を経由し，⑥号路琵琶滝コースに取る。⑥号
路の出だしは階段の下りがあるが，下りきると水平
道になる。斜面に染み出しが出ていたり，滑り易い
ところがある。注意していこう。沢伝いの飛び石を
伝う道を下り，木橋を過ぎ，大山橋で流れを右に渡る。
　流れを左に杉やモミの大木の鬱蒼とした森の中，
良く整備された道を下る。途中休憩用のベンチや自
然観察の案内表示などもある。琵琶滝は分岐から数
分なので立ち寄ってみたい。さらに下ると清滝から
の車道に出て，清滝駅で⑥号路終点となる。

【コース 3】高尾山～陣馬山縦走コース　
18.5km　6時間半
　高尾山から城山，景信山，堂所山を経由し，陣馬
山から陣馬高原バス停へ下山する縦走コース。稜線
上からの展望も良く，歩き応えもある東京近郊のお
奨めのコースだ。
　特に週末は各小屋とも営業しているので食事や飲
料の補給もでき，便利も良い。トレイルランニング

至　八王子

高尾山口駅
エコーリフト

ケーブルカー 清滝駅

国道 20 号線

至　相模湖

①号路

稲荷
山コ
ース

稲荷山

高尾山一丁平

大垂水峠へ

②号路

②号路

③号路

④号路

⑤号路

⑥号路
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滝
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高尾山の自然研究路と登山コース　概念図
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の練習コースとしても良く利用されている。
　なおこのコースは途中，城山，小仏峠，冥王峠など，
バス便のある登山口や相模湖駅に直接下山するコー
スを取り，ショートカットすることもできる。冬の
霜解け時，雨の後は足元がぬかるむ箇所があるので
ストックを使うと安心だろう。

 6   高尾山の自然研究路と登山コース
　高尾山にはコンセプトの異なる①から⑥までの自
然研究路のほか，いくつかの登山コースがある。体
力，時間，季節に応じた登山のプランニングが可能
なため，ここではその概略を紹介する。

①号路　高尾山の自然コース　3.8km　1 時間半
　滝山駅前の広場から続く参道を辿り頂上にいたる
コース。東海自然歩道のスタート部分でもあり，道
が良く整備されている。ケーブルカー終了後，暗く
なってからの下山などにも良く利用されている。
　このコースはケーブル，リフトを利用すれば 50
分程度コースタイムが短縮できる。実際にはケーブ
ル・リフトを利用し，急な部分を省略し，①号路の
上半分を薬王院などを見ながら登るコースが初心
者，家族連れ，年配者に一番人気のコースだ。

②号路　高尾山の森コース　0.9km　30 分
　①号路がつけられた尾根上をケーブル高尾山駅の
先から南北に周遊するコース。落葉広葉樹林と常緑
樹林の両方を観察することができ，自然観察にはう
ってつけだ。

③号路　高尾山の植物コース　2.4km　1 時間
　参道の浄心門の先から尾根の南側に付けられた平
坦な部分が多い巻道を行くコース。最後に急登があ
る，薬王院は通らないことになる。南斜面のため暖
温帯のカシなどの照葉樹林（常緑広葉樹林）が中心
で冬期も緑が豊富だ。頂上近くではモミ林の中間温
帯林となる。野鳥も多くみられる。　

④号路　森と動物コース　1.5km　45 分
　③号路とは反対の北側を巻いていく道。ここは落
葉広葉樹林のイヌブナなどが多い。展望はあまりよ
くないがその分，通る人も少なく，混雑する時期に
は利用価値がある。木の実の時期には動物たちの姿
を見ることができることもあるだろう。落葉広葉樹
は新緑が芽吹いて間もないころの目映い緑，紅葉の
頃が色鮮やかで素晴らしい。

⑤号路　人と自然コース　0.9 ｋｍ　30 分
　山頂周辺を一周するこのコースは杉，檜，桂など
の植林の様子を観察することができる。

⑥号路　森と水コース（琵琶滝コース）　3.3km
　1 時間半
　清滝駅の左側の車道を進み，途中から沢沿いの登
山道を辿るコース。修行の場となっている琵琶滝な
ど見どころもある。沢沿いの道は樹林も鬱蒼として
おり，特に夏の暑い時期には利用価値が高い。最後
は⑤号路を右に出て③号路を経由して頂上に出る。

⑦稲荷山コース　3.1km　1 時間 30 分
　清滝駅のすぐ先，川を渡ると左手に入口があり，
階段を登り，稲荷山の尾根に上がってからは展望台
が途中 400 ｍ付近にある。高尾山の南側に伸びる尾
根を登るとても眺めの良いコース。旭稲荷が名の由
来とされる，高尾山の登山コースの中でではもっと
も日当りが良く，明るい雰囲気で楽しめる。気温が
高い季節よりは冬，春，秋がお奨め。
　山頂直下は 200 段以上の階段登りとなる，ここは
⑤号路から③号路に右回りに迂回して登ることがで
きる。
　稲荷山コースは①号路を登った後に下る組合せで
紹介されることも多いが，冬の午後は土の斜面の霜
柱が解けてぬかるみ，足元が悪いこともある。冬に
下りで使う場合はストックを使うと安心だろう。

⑧その他
・蛇滝コース　1.4km　60 分
　JR 高尾駅側北口から小仏行きバスにのり，蛇滝
口下車。山腹をジグザグ登り，蛇滝を通過し，ケー
ブル高尾山駅近くに出る。
・いろはの森（日陰沢）コース　1.7km　50 分
　日影から日影沢林道を辿り，いろはの森の中の登
山道を登るコース。④号路，①号路に合流する。

 7   高尾山の施設
〈トイレ〉
　①号路は山麓のケーブル・リフト駅から山上駅，
薬王院への参道，薬王院境内，高尾山直下，頂上と
トイレが利用できる。その他の登山道はトイレが無
いコースもあるので，出発前に用を足しておこう。

〈高尾登山電鉄　0426-61-4151〉
　①ケーブル・エコーリフト清滝駅
　②エコーリフト山上駅
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　③ケーブル高尾山駅
　人気の高尾山を支える交通機関。ケーブルカー最
大傾斜 31 度 18 分は日本一の急勾配。最大で 135 人
を一度に運べる。基本 15 分間隔での運行だが，混
雑状況により増便，始発が早まる場合もある。
　エコーリフトは二人掛け，一年を通じ周囲の北山
台杉を見ることができる。春先は多くの花を眺め，
自然観察もできる。親子連れ，ペアには特にお勧め。

ケーブルカー時刻表
（清滝駅，高尾山駅同時に発車，乗車時間：約 6分）

　年末年始，ビアマウント開催時などは上記以外
の時間で運行する場合がある。

リフト時刻表（山麓駅～山上駅，所要時間：約 12分）

〈高尾山動植物園（さる園，野草園）〉
さる園
　約 60 頭のさるが飼育されており，サル社会のこと，
習性などを飼育員が楽しく解説してくれる。5 月 5
日こどもの日は大人・子供とも入園料が半額になる。

野草園
　さる園に併設されている野草園では約 300 種類

の山野草を見ることができる。高尾山を代表する
春のタカオスミレや夏のレンゲショウマ，冬のセツ
ブンソウなど，登山コース中で見た花の名前をここ
で確認することができる（野草園ＨＰの季節の花一
覧写真が観察した花の名前チェックに便利）。

〈高尾山ビアマウント　0426-65 ｰ 9943〉
　ケーブル高尾山駅を降りてすぐ，標高 500 ｍの
大展望のビアガーデン。2 時間飲み放題，食べ放題
のプランで利用できる。6 月中旬～ 10 月中旬　午
後 14 時半～夜 21 時までの営業。

〈参道沿い　土産物店，お茶屋〉
　清滝駅前，①号路上には沢山のお店がある。

〈真言宗智山派薬王院　0426-61-1115〉
　薬王院は，成田山新勝寺，川崎大師平間寺と並ぶ，
真言宗智山派の関東三大本山のひとつだ。ホラ貝
を吹くものを先頭に僧侶たちがお経をあげながら
立ち並び進む姿など，運が良ければ見ることがで
きるかも知れない。
　参拝やお札授与からもう一歩，真言密教の世界
を体験してみたい方に御護摩祈祷，体験修行，ま
た平日限定の気軽に味わえる精進料理を紹介して
おこう。

・御護摩祈祷
　新年や節分，春季，秋季大祭での御護摩供のほか，
毎日御護摩修行を行なっている。一般者は祈祷料
を納め，修行を行なったものには御護摩札が授与
される。

桜開花

薬王院
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・体験修行「信徒峰中修行会」1泊 2日（年二回開催）
　一般者が男女問わず参加できる修験道の体験修
行会。高尾山ならでの滝修行を中心として山中を
練り歩く回峰行，導師の元でひたすら般若心経を
唱える千巻経。瞑想，写経，法話を聴き，締めく
くりは修験道最奥秘法である紫燈護摩を厳修しそ
れぞれの願いを祈念する。体験修行ではあるが本
格的な行程をこなして成満とされる。
参加料：大人 1 万 5 千円，子供 1 万円

・「精進料理」大本坊　11時～ 14 時
　平日限定，予約なしで楽しめる高尾山薬王院の
味。但し，実施時期，実施日が限られるので予め
電話で問い合わせて確認した方が良い。

「そば膳」　　春～夏（3 月末～ 8 月末）
「もみじ膳」　秋～冬（10 月上旬～ 11 月下旬）　

〈頂上の設備〉
　水道，トイレもあり，設備は整っている。
・高尾山ビジターセンター　0426-64-7872
　定休日：毎月第三月曜日（祝日の場合は翌日），
　　　　　年末年始

〈頂上のお茶屋〉
・大見晴亭
　山頂三角点前の店。とろろと乱切り蕎麦が特徴。
・やまびこ茶屋
　 とろろ蕎麦，山菜沢山の山菜とろろ蕎麦の他，

ご飯ものまでメニュー豊富。　

〈頂上先のお茶屋〉
・もみじ台　細田屋　
　 蕎麦，喫茶。富士山の眺めが良い。高尾山頂か

ら徒歩 10 分。
・山麓
　京王高尾山温泉／極楽湯　0426-63-4126
　 高尾山口駅ビルに隣接オープンされた日帰り温

泉。営業時間が朝 8 時～夜 23 時までと長く，館
内の飲食施設のメニューも充実している。利用
者は 3 時間まで駐車場無料。

〈とろろ蕎麦のお店〉
　高尾山薬王院の参拝者向けのお振る舞いから始
まったといわれるとろろそばは高尾山を代表する
名物だ。いまではふもと山麓一帯，参道上，頂上
周辺の各店で楽しむことができる。
・十一丁目茶屋　　 ケーブルを降りてすぐの店，遠

く景色を眺めながらお蕎麦が楽
しめる。

・栄茶屋　　　　　 高尾山口の商店街の老舗。元祖
自然薯蕎麦。

・むぎとろつたや　高尾山麓の名店。
・紅葉屋本店　　　混ぜもののないとろろのコク。
・高尾山高橋家　　 高尾山麓，行列ができる人気の

お店。

（注）各シーズンの気温、雨量等天候条件により時期は前後します

花の種類 良くみられる箇所
ヤマルリソウ ①③④⑥号路
梅 薬王院
アオイスミレ ①②⑤⑥号路
キブシ 全域
タチツネスミレ 全域
エイザンスミレ ③⑤号路
タカオスミレ 日影沢
ニリンソウ ⑥号路、日影沢
山桜 一丁平、高尾山頂
ミツバツウジ 一丁平
チゴユリ 全域
シャガ 全域
セッコク ①⑥号路
ヤマホタルフクロ①⑤号路
オカトラノオ 1号路、稲荷山、一丁平
ヤマユリ 2号路、稲荷山、一丁平
ヤブラン 全域
ヤマホトトギス 全域
マツカゼソウ ⑥号路
ノバラアザミ 一丁平
イヌショウマ 全域
フリフネソウ ①⑤⑥号路、日影沢
ヤクシソウ 全域

１１月２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

高尾山周辺　花が見られる時期と場所 イベント名 開催場所

１月
迎光祭
初日の出観賞
新年初詣大護摩供

高尾山頂
権現茶屋0426-61-2361
薬王院・本堂

２月 薬王院節分会 薬王院

３月 薬王院火渡り祭 自動車祈祷殿

４月
滝開き
薬王院春季大祭
高尾山若葉祭

清滝、琵琶滝、蛇滝
薬王院
清滝駅前他

５月
高尾山若葉祭
高尾山天狗祭

清滝駅前他
薬王院

６月
信徒峰中修行会（夏）
高尾山ビアマウント
納札供養大護摩供

薬王院
ケーブル高尾山駅
薬王院上

７月 高尾山ビアマウント ケーブル高尾山駅上

８月 高尾山ビアマウント ケーブル高尾山駅上

９月 高尾山ビアマウント ケーブル高尾山駅上

１０月

高尾山ビアマウント
信徒峰中修行会（秋）
薬王院秋季大祭
滝じまい

ケーブル高尾山駅上
薬王院
薬王院
清滝、琵琶滝、蛇滝

１１月 高尾山もみじ祭 高尾山

１２月
星祭り（冬至）
年越し

大本堂
権現茶屋0426-61-2361

高尾山周辺　花が見られる時期と場所 高尾山年間行事
（注）各シーズンの気温、雨量等天候条件により時期は前後します

薬王院の僧侶達が法螺を吹き歩いているところに出会う
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 1   登山とは何か
　山登り，登山は，スポーツか？という議論がなさ
れることがある。一般に登山は，スポーツの一つの
ジャンルとして捉えられている。しかし，現在では
登山を行っている大多数の人々にとって，登山をス
ポーツとは認識していないことが多い。むしろ，レ
クリエーション，レジャーであったり，旅行であっ
たりの感覚が強いと考えられる。
　昭和から平成にかけて長らく登山の人口を支えて
いたのは，大学山岳部などの学校山岳部および社会
人山岳会であり，彼らが中心であった時代に山岳団
体を形成していた。山岳団体は，多くは日本体育連
盟傘下に加盟し，「登山はスポーツである」という
強い認識のもと，国体競技にも参加していた。では，
一般の登山者層は，どうであろうか。街中のサッカ
ーや野球をやるようにスポーツの一形態として登山
を行っているのだろうか。
　作家・芥川龍之介が北アルプス・槍ヶ岳を登った
とされる明治 42 年（1909 年）8 月，彼はスポーツ
を意識していたのだろうか。東京府立三中，一高（現
東京大学）の仲間たちとの登山で彼らは，旅行部に
属していた。小島烏水ら 7 名の有志によって日本山
岳会が発起されたのは，明治 39 年（1905 年）4 月
のことであった。登山の黎明期であるこの時期は，
登山をスポーツというよりは，まだ探検的，冒険的
な要素が中心であったと考えられる。
　大正時代に入るといわゆる知識人を中心とした大
学や旧制高校の間に続々と山岳部が生まれてきた。
ヨーロッパ・アルプスの憧れを背景に，アルピニズ
ムという概念とあわせ山岳部の登場ととともに「登
山はスポーツ」という意識が生まれてきたと時期と
思われる。昭和期にはいると社会人で構成される街

の山岳会も誕生し，登山の大衆化が始まった。この
傾向は，一旦戦争で中断したものの，戦後まもなく
日本人初のヒマラヤ 8000m 峰マナスル初登頂を期
に爆発的ブームとなった。軽登山靴キャラバンシュ
ーズは，当時マナスル登山のアプローチに開発され
たもので，軽登山靴の代名詞ともなり戦後の登山ブ
ームを支えた。奇しくも，本年 2016 年は，マナス
ル登頂 60 周年にあたる年でもある。
　2000 年代になると登山の様相は一変した。1990
年代に始まった「日本百名山」ブームによって旅行
会社が企画する旅行登山が流行，登山者の年代は，
いわゆる中高年層が中心となり，「ツアー登山」が
定着した。一方大学山岳部，社会人山岳会の組織力

山を安全に楽しむ
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は低下してきた。また，若者層の登山人口も増加し
たが，山岳部や山岳会などに入会するのではなく，
仲間内での登山を楽しむような団体を構成しない層
が増えていった。
　低山から将来にはきっとヒマラヤ登山を目指す上
昇志向を前面に出した登山観の「より高みへ！」と
いったスローガンはもはや新しい普通の登山者には
通じなくなった。スポーツ登山を意識する層は，登
山人口を構成部分の１割以下にも満たないといわれ
ている。さらに，より困難な登山を目指す一握りの
アルパインクライマーといわれる層は，もとより登
山をスポーツとは認めず，冒険者の意識が高い。近
年ブームとなっている山野を駆け巡るトレイルラン
ニングは，スポーツとの見方が濃厚であるが，普通
の登山者に「登山は，スポーツである」といった認
識を持たせるのは，大きな誤解かもしれない。
　では，登山とは何か。山登りとは，レクリエーシ
ョンであり，レジャーであり，観光であり，旅行で
あると認識するのが妥当であろう。ただし，この観
光，旅行（登山）は，体力もいるし，経験，技術，
適切な用具も必要とされる少々大変な旅行であると
認識されると考えるほうがより正確に現状を認識で
きる。

 2   山登りの基本とは

　ここからは，スポーツと切り離しわかりやすくす
るために登山を山登りと言い換えることにしよう。
山登りは，言うまでもなく歩くことに尽きる。確か
にロープウエイなどの交通機関を利用して頂き近く

まで登ってしまうことができる山もあるが，基本は
やはり歩いて登ることになる。歩くとなると長い時
間，少なくても３時間，長ければ 10 時間程度山を
歩くことになる。山中は，街中と違って休む場所も，
食事をとる場所も，雨宿りをする場所もないのが普
通だ。また，長い山旅であれば，山中で１泊，２泊
ということもある。ここで求められるものは，山登
りを遂行できる体力，技術，経験となる。山登りは，
自然の中で行動するために，自然界における様々な
リスクに対応しリスクを回避する技術も必要となっ
てくる。リスクとは，悪路であったり，悪天候であ
ったり，あるいは夏の日差しであったり，もしもの
時に救援は街中ほどすぐには来ないなど様々なもの
がある。しかし，そのリスクは，難しいものではな
く，日常生活におけるリスクと比較してもそれほど
大きなものでもなく，単にリスクの要素が街場と違
うと理解したほうがわかりやすい。
　つまり，山登りとは，生身の人間が，自然と向き
合いながら長い時間山の中を歩くという行為だと説
明できる。自然の旅そのものといえる。

 3   安全登山の心得
　登山は，危険な行為と思われがちだ。山登りとい
うと長閑な旅を彷彿とさせる。どちらも同じことで
あるが，語感に大きな違いを感じる。その理由は，
登山＝遭難＝危険行為として社会に流布していると
ころが大きいと考えられる。実際，大きな休みが続
くと山岳遭難のニュースが新聞紙面を飾る。特に冬
山は，危険要素が大きく，正月明けに新聞紙面を飾
る「正月冬山遭難」は，登山は危険の代名詞にすら
思える。最も正月の北アルプスなどは，世界でも有
数の季節風が吹き荒れる最悪の気象条件下なのであ
る。なぜ，そんな時期に登るのかというと，冬山の
ように長期間休暇を取れる時期は年末年始しかなか

※「日本山岳会百年史」日本山岳会百年史編纂委員会編
※�位相の転換　冒険の定義と現代における探検の可能性　角幡唯介
「登山研修VOL28」国立登山研修所編
※�山野を駆けるスポーツ「トレイルランニング」倅田正也　「山岳
文化」第 15号

谷川岳を背景に一ノ倉岳を登る

日本一の人気の山高尾山から富士山を望む
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ったという時代背景が，「冬山は危険」ということ
を生み出した原因ともいえる。冬の季節風の弱まる
3 月，4 月頃になれば，快適な雪山を楽しむことが
できるようになってくる。
　では，登山はそんなに危険な行為なのだろうか。
山登りは危ないことなのだろうか。アルパインクラ
イミングと呼ばれる高山を登り，岩壁を攀じる登山
のジャンルは，最も遭難リスクも高く，ごく一部の
限られた登山者の世界と考えることにして，ここで
は，雪のない時期の「百名山登山」という普通の旅
行としての登山，山旅を考えることとする。
　一般的な登山つまり，中高年登山や山ガール，山
ボーイと呼ばれる登山者が出かける山登りは，基本
さえ守られていれば，極めて安全なレクリエーショ
ン，レジャーといえる。
　基本とは何か？ つまり安全に山を楽しむ心得と
は何かということについて説明していこう。
①単独登山は避ける。②悪天候時の行動は避ける。
③体力に余力を持つ。④十分な装備を携行する。そ
して，技術と経験を備え，正確で，新しい情報を持
つということである。
　では，どれほどの山岳遭難事故が発生しているの
であろうか。山岳遭難事故を取りまとめる警察庁の
報告によると平成 26 年中の山岳遭難の発生件数は，
2,293 件，遭難者数は，2,794 人となっている。全遭
難者のうち登山における遭難者は 77％，山菜取り，
キノコ採りが 11.7％を占めている。10 年前の平成
17 年には，発生件数 1,382 件，遭難者数 1,684 人と
それぞれ 1,000 近く少ない。26 年の遭難事故の様態
は，道迷いが 41.6％と最も多く，ついで滑落 17.9％，
転倒 14.4％，病気 6.7％と続く。無事救出は，1,442 人，
負傷者は，1,041 人，死亡・行方不明が 311 人とな
っている。負傷者を含め深刻な遭難と思われるのは，
全体の約半数となる。
　遭難事故発生の時間帯は，一頃午後 1 時から 2 時
ころに集中といわれ，この時間を「魔の時間帯」と
呼んだ時期があったが，いまは遭難事故は登山行動
中まんべんなく発生することが統計的にわかってい
る。しいて言えば，9 時ころから午後 3 時ころとい
う時間帯に発生率が高い。つまり，登山活動中はい
つでもということであり，事故防止の注意喚起は，
登山開始時から終了までいつも怠ってはならないと
いうことがわかる。疲労がたまる後半はもとより，
行動を開始した午前中であっても同じような比率で
事故は発生している。「魔の時間帯」という言葉に
惑わされず，登山中は，常に注意深く行動したいも
のだ。

 4   登山前に行っておく4つの点検
　ここからより具体的な安全に登山を楽しむ方法に
ついて話を進めていこう。
　山登りを思い立ったら，まず登山前の点検作業か
ら考えよう。
　登山前に 4 つの点検を行う。

１）身体の準備
　 　山登りの前には，体の調子を整え，良好なコン

ディションで山に入ること。体調不良の原因は，
寝不足，暴飲暴食，食事抜きの生活など不摂生が
原因となっている。万全の体調を持っていないと
けがや病気の原因となることがある。　

　 　山登りに必要な体力は，1 日歩けることに尽き
る。日常生活において歩くことが極端に少ない人
は，日ごろから歩く練習をしておこう。1 日，ト
ータルで 2，3 時間は歩いてみよう。家から駅，
仕事中，生活の中で，起きて行動している時間中
の１/ ６程度は，歩こう。歩き慣れないとわずか
な時間で足の筋肉が疲労し，歩けなくなってしま
う。特段トレーニングを行わなくても「歩く」と
いう習慣をつけておけば結構歩けるものだ。

　 　山で歩くスピードは，街中で歩く速さの 6 割程
度。意外とゆっくり歩くイメージだ。登山道の傾
斜が急になってくれば，歩幅も狭く，少しずつ進
む感じで歩く。山の中で疲れてしまうのは，平地
と同じようなスピードで歩くためで，小幅でゆっ
くり歩くと息切れもしなくなる。

２）計画立案　　
　 　計画立案とは，いつ，どこへ，だれと行くかと

いうことを具体的に考え，それを書面に表し客観
的に第三者でもわかるようにすることだ。登山前
に準備する最も重要なことである。仲間とともに
地図を広げ，どこから登ってどこに下山をするか。
メンバー構成はどうか。これも計画立案には重要
な要素となる。初心者と一緒に行くのか。体力は，
今までの登山経験は，などを考慮して計画を立案
する。コースは，尾根道か，沢沿いの道か。登山
道はどんな傾斜か地図を見ながら判断する。コー
スタイムはどれぐらいか。国土地理院発行の地形
図（２万５千分の 1）には，地形の情報がたくさ
ん盛り込まれている。登山道の傾斜，岩場の有
無，森林の状況など地形図を眺め実際の山の姿が

※「平成26年中における山岳遭難の概況」　警察庁生活安全局地域課
※「登山におけるヒヤリハットの実態」　村越　真　
　�「登山研修VOL29」　国立登山研修所編
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浮かんでくるほどの読み取る力がつけばしめたも
のだ。例えば音楽家の「絶対音感」同様に登山者
にとっての「絶対読図感」ともいえる地図読み力
も身に着けたい知識のひとつだ。

　 　また，天気予報にも注意を払い，山登り開始の
3 日前から天気予報を注視し，登山中の天気を把
握，予測できるようにしよう。

３）持ち物チェック
　 　山登りには，欠かすことのできない装備がある。

特にレインウエアは，絶対に忘れてはならないも
のだ。たとえ，天気予報で 100％の晴天が約束さ
れたとしても必ず備える必要がある。レインウエ
アは，透湿防水性の生地で作られたものが良く，
防寒具，防風具にも代用が可能である。登山用の
ヘッドライトも必須装備になる。日帰りの山登り
であってもいつ何時トラブルが発生するとも限ら
ない。自然の中で日が暮れると真っ暗になってし
まい行動不能になる。軽量のヘッドライトは欠か
せない装備の一つだ。

　 　地形図とコンパス（磁石）は，自分が今いる現
在位置の確認と目的地の把握のため必須である。
地図は，国土地理院発行の 2 万 5 千分１地形図を
用いる。

４）登山計画書・登山届の提出
　 　計画立案によって作られた登山計画書を提出す

る。これは何のために提出するかといえば，「万一
の場合，事故が起こったとき，第三者を含め自身
の登山計画を把握することができるように」であ
る。登山計画・登山届は，全登山者の 2 割前後し
か提出されていない実情であり，形骸化している
ように感じられるが，山岳遭難事故者の約 8 割は，
登山届がだされていない登山者が起こしていると
いう現実を見ると，「万一に備える」という意味
は重要である。

　 　登山計画書は，身近な友人，大切な家人などに
渡し，自身がどの山に登っているかを安心させる
意味合いがある。もちろん下山したら，下山報告
も怠らず行う。こうした登山計画・届は，ネット
ワークで仲間と共有することによって救助・捜索
主体へも提出が可能だ。

　http://www.mt-compass.com
　 　「山と自然ネットワークコンパス」は，公益社

団法人日本山岳ガイド協会が運営する登山届シス
テムで，主要な山岳県の道府県警察，自治体とも
連携している。登山届の家族，友人との「共有」
を念頭に置き，登山届の簡素化，下山届も併用し

ている。

 5   登山に必要な装備
　登山の用具は，山登りの快適さに直結する。その
ため，有り合わせのもの，安く類似のものが手に入
った，というような揃え方はやめよう。やはり，登
山用品専門店で店員のアドバイスを受けて購入した
い。登山道具，装備は，目的の山によって異なる。
自分の行う登山に見合った道具，装備を有効に利用
することで快適な登山を楽しめる。新しい基本装備
は，丈夫で軽量，高機能に特化しているものが多く，
快適な登山を支える一翼を担う。古いものを末永く
使うことも一理あるが，登山装備は，最新のものを
用意しよう。きっとその機能性と素晴らしさに驚く
ことだろう。

登山靴　
　山登りで最も重要な装備は，靴である。このこと
は意外と知られていない。山登りは歩くことが基本。
であれば，歩く道具としての登山靴は，欠かせない
アイテムである。登山靴はなぜ，足首までくるむよ
うに高くなっているのか。その理由は，石がゴロゴ
ロした悪路や岩場の不安定な足場にも足をしっかり
と置くことができるためである。また，これらの靴
は，靴ひもをしっかりと上まで締め上げ足に固定す
るつもりで履く。緩めにひもを締めていると足が靴
に固定されずぐらつくため，転倒を招きやすい。つ
まらぬ転倒の多くは，靴ひもを緩めに絞めて履いて
いることに原因がある。靴ひもをしっかり絞めるこ
とが安全にもつながり，足も軽くなり，楽しく歩け
るようになる。石のごろごろしていない野原のよう
な山歩きでは，踵の浅い靴でも当然いいという理屈
になる。靴は，歩く山によって選ぶ必要があり，一
足で間に合わせようと思うならば，ハイカットの靴
を選ぼう。

※�平成 26年中（長野県）山岳遭難統計　長野県警察本部山岳安全
対策課

ローカットのシューズは
アプローチ用

ハードな登山用のブーツ

ハイカットのブーツの紐は
上まで絞める
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リュックザック
　登山の必需品，リュックザックは，リュックとも
ザックとも呼ばれる。登山用のものと街で背負うも
のとやはり性能に大きな差がある。山で利用する専
門のリュックは，長時間（4 ～ 6 時間）荷物を背負
うので疲労感の少ない背負いやすいものになってい
る。リュックは，ショルダーベルトをしっかりと絞
めることによって安定感が増す。ショルダーベルト
はそのままで，ウエストベルト，チェストストラッ
プで締め上げようとすると楽に背負えない。リュッ
クザックの大きさは，容量であらわされることが一
般的で，日帰り登山などでは，30 リットル前後の
ものが好まれる。リュックザックは，小さめのもの
より大きめのものが，脱ぎ着するウエア類を放り込
めるので便利である。

 　 

レインウエア
　いわゆる上下式雨具で，パンツとジャケットが分
かれたセパレーツタイプが登山には向く。リュック
も包んでしまうポンチョ式やレインコート式は，足
元が見づらく，強風にあおられた時など危険である。
素材は，透湿防水の生地が一般的。メーカーによっ
て素材が異なる場合も，性能については大きな違い
は無いようだ。折りたたみ傘の利用は，林道のよう
な限られた場所でなら可能であるが，登山道では避
けたほうが良い。

 　 
ウエア
　アンダーウエアは，吸湿拡散性と速乾性素材のも
のが必須。春山，秋山では，それに加え高い防寒性

のあるものがよい。コットン製品は，汗が引いたと
きなど体が冷える原因ともなるので着用しない。ア
ウターウエアは，雨や風，雪などから衣服，身体を
守るための全天候型のジャケットとパンツを指す。
場合によっては，レインウエアと兼用で使用しても
よい。ミドルウエアは，アンダーウエアとアウター
の間に着る高機能な化学素材でできているシャツ，
ジャケットなど。夏は，速乾吸湿性，冬は，防寒性
に優れたものがよい。春，秋，冬などは，中間着は
保温性をコントロールするために着用，フリースジ
ャケット，薄めのダウンジャケットなどがある。

 6   登山における危険要素
　山や自然の中での活動中に遭遇する危険の要素は
様々である。街中の日常生活では考えられないよう
な危険要素が存在する。それらを予め想定し，リスク
を軽減し，安全で楽しい山登りを実行する。例えば，
斜面を横断するような登山道を歩くとき，上部から
岩が落ちてこないか，など注意を払う必要がある。

①道迷い
　道迷いとは，いうまでもなく自分が進もうとする
方向を見失い，かつ戻るすべを失ってしまい，現
在自分がどこにいるかが不明になってしまう状態
を指す。
　北アルプスの高山などでは，比較的少ない危険要
素だが，低山や山麓の山では，頻繁に起こりうる事
例といえる。高山では，進むべき道は，多くの場合
1 本しかなく，道を選択することも少ない。しかし，
低山や山麓では，作業道や枝道が複雑に交差し，少
し油断をすると入り込んでしまうこともある。登山
道には，様々な道標があり，登山口や分岐点にある
道標は，比較的しっかりとしたものであるが，登山
道の途中にある指示表示は，赤テープが巻いてあっ
たり，石が積んであったりするものが多い。特に樹
林帯の中にあるカラーテープは，林業用の印であっ
たり，測量の印であること（山の中でも測量が行わ
れる）があり，テープのまま導かれ道迷いするケー
スが後を絶たない。
　高山での道迷いは，絶対にやってはならない。な
ぜなら，高山は急峻な地形，岩場などがあり，わず
か一歩の踏み間違いも致命的な結果を招きかねない。

②転倒，転落，滑落
　高山地帯では道迷いから発生する転落，滑落が多
発している。道迷いといっても，ほんの一歩コース
選択を誤ったに過ぎない転落事故が多い。また，転

ジャケットとパンツに分かれた
レインウェアが一般的

シンプルな構造が使いやすい
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倒によって斜面を転がり落ちるケースもある。転倒
を防止するには，躓かない体力を持つこと。危険と
思われる個所では，ゆっくり慎重に歩くこと。滑落，
転落防止は，転倒等同様に足腰を強くし躓かない体
力を維持し，コースを踏み外さないようにする。ま
た，登山靴のひもをしっかりと絞めることも転倒防
止につながる。靴の中で足がぐらつかないように
しっかりとフィットさせる。岩場や岩稜を歩く場合
は，万一に備えヘルメットを被ることも推奨されて
いる。

③病気
　病気が原因の遭難事故も多発している。日ごろか
ら体調を整えることは重要なことで，夏場に向かっ
ては，十分な水分補給も必要である。脱水症から発
生する脳疾患，心臓疾患なども登山中に起こりやす
い。街中ではすぐに救急車が来てくれるが，山の中
ではそうはいかない。予め病気のリスクも予見して，
水分補給などに気を遣うように心がけたい。まずは，
自身の健康管理をしっかりしよう。

④野生生物
　 最も危険な野生生物は，オオスズメバチ，キイ
ロスズメバチなどのスズメバチの類で毎年数十人の
死亡事故を出している。ハチに刺されたら水で刺さ
れたところを洗い，冷やして抗ヒスタミン剤含有ス
テロイド軟膏を塗ったりする。アナフィラキシーシ
ョック症状が起きたら死に至ることもある。9 月～
10 月頃が営巣期で攻撃的になるため巣に近づかな
い，刺激しないなどの措置を高じる。野生のクマは，
登山者にとってそれほど危険ではない。クマのほう
から避けてくれるのが普通だ。時々起こるクマ被害
は，タケノコ取り，山菜取りなどの食物の奪い合い
が原因と思われる。いづれにせよ，危ないものには
近づかないことが肝要だ。

　植物でも危険なものがある。ウルシ類は，肌に触
れるとアレルギー性皮膚炎を起こしやすい。ヤマウ
ルシ，ヤマハゼ，ツタウルシなどは，触らないよう
にしよう。

⑤低体温症
　低体温症は，冬だけのものではない。夏でも山で
は頻繁に起こる。原因は，濡れと風が大きい。雨
に濡れ，風にさらされると体温は見る間に低下す
る。例えば富士山は標高 3776m あり，その頂上付
近の 3500 ｍ地点で風雨に見舞われるとどのような
状況になるか。夏の街（三島付近）の気温は，25℃
くらいとしてこのとき富士山の 3500m 付近の気温
は，約 4℃と冬並みの気温となり，雨でぬれ，風を
受けると体感気温はさらに低下する。富士山ほどで
なくても 2000m 程度の山であっても同じことがい
える。対処法は，濡れないこと（レインウエアの着
用），風にさらされないこと（樹林帯などに避難する）
などが挙げられる。低体温症は，体温が低下し寒気
を訴え，身体が震え，意識が薄れてきてボーッとし
た状態になってくる。脳や内臓諸器官の働きが麻痺
し，最終的には死に至る。身体が小刻みに震える初
期の段階のうちに，温かいものを飲ませ，衣服を替
え，風が当たらないようにする。それ以上の進行が
みられる場合は，野外では対処の方法がなくなって
しまい，病院への緊急搬送が必要となる。
※「新百万人の天気教室」　白木正規著　成山堂書店刊

⑥火山ガス・噴火
　日本の活火山 110 のうち，50 火山が常時監視・
観測対象となっている火山であり，島嶼部を除くほ
ぼ全部が登山対象となっている。もちろん，登山が
禁止，制限されている火山もある。火山登山には，
気象庁，地元の観測機関の発表する情報を把握して

落石、滑落に注意し危険箇所を通過する。

九州・くじゅう山は火山地域の山。火山に対する注意も必要。
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臨みたい。気象庁からは，「火山登山者向けの情報
ページ」が紹介されている。詳細は，
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/
STOCK/activity_info/map_0.html
を参照されたい。

 7   山を安全に楽しむ七か条
１、無理な計画は立てない
　　 経験，体力に見合った計画を立てよう。無理な

行動は禁物。
２、体調，健康に留意する
　　 普段から健康に気を使い，適度な運動を行って

おこう。
３、悪天候時の行動は控える
　　 天気の悪い時の行動は，思わぬトラブルを招く

恐れがある。極力避けよう。
４、水分補給，栄養補給は怠らない
　　 山を歩くには十分な水分，エネルギーとしての

栄養を補給しながら行動しよう。
５、万全の装備を準備しよう
　　 必要な装備を欠かさず，レインウエア，ヘッド

ライト，地図，コンパスは，常時所持しよう。
６、単独登山は極力避けよう
　　 一人では，何もできないときもパートナーや仲

間がいれば，乗り越えることができる。リスク
回避のため，一人行動は避ける。

７、登山計画を共有しよう
　　 登山計画を作って，自分の登山行動を大切な家

人や知人，友人と共有し，見守ってもらおう。

 8   まとめ
　本来，約束事を守っていれば山登りは安全で楽し

いものだ。山登りの楽しさは，登山の達成感だけで
はなく，山歩きの途中で出会える植物，山に咲く花，
景色，風，空気，下界の風景など数え上げればきり
がない。もちろん，適度に使う体力の消費は，健康
増進にもつながる。山登りを終えた後，山麓の温泉
に入り，汗を流す。山登りのどれを取ってみても楽
しいことばかりだ。だからこそ，山登りはレクリエ
ーションであり，観光であるといえる。登山先進国
では，アイゼン，ピッケル，ロープを使わない山歩
きは，ツーリズム，旅行の範疇として捉えている。
　一転，ピッケル，ロープを使う登山は，アルピニ
ズムと呼びスポーツの範疇になり，また冒険要素も
高まる。スポーツは，当然技術を高めるため，トレ
ーニングを行い，より高い目標を目指す。
　自身が行う登山とは，レクリエーションの山歩き
なのか，スポーツとしてのアルピニズムなのかを見
極め，それぞれの範疇の中で行う。このあたりの認
識をしっかりとわきまえて山登りを楽しめば，山登
りは，「安全で楽しい」レクリエーションである。

新潟・頚城山塊にある焼山は、火山として登山規制が引かれ
ている。
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 1   はじめに
　「100％自然塾」は，平成 6 年に設立され，現在
22 年目を迎えた，自由気ままな任意団体。当初は，
小菅村の野山や川で遊ぶことが大好きな地元のおじ
さん達の集まりだった。山菜，きのこ，川の生物等
を採（獲）ったり，観察したり，食べて，それを肴
に飲むことが会の楽しさの源になっていた。そのよ
うな活動をしながら，互いに持っているきのこ，山
菜の知識をはじめ，小菅村での昔からの生活の知恵
等の情報交換を行った。それにより，野外活動全般
のレベルアップを行い，自然観察の指導員となると
いう，大きな目的もあった。
　私は現在 57 歳。設立当初から事務局を担い 3 年
前から会長の任についている。現在の会員は 35 名。
会員の構成は小菅村の地元者が 35％であとは村外
出身者。小菅村の自然が好きな人は誰でも入会ＯＫ
なので，移住者の会員が増えてきた。そのようなこ
とから，会発足時のお互いの情報交換から，会の中
の先輩が，初心者に小菅村の自然を教えるような図
式になってきている。ただ，採取したものを肴に飲
むということは大事な掟だ。
　ところで，「小菅村はどこ？」というと，山梨県
の東端で，東京都の奥多摩町に接している，山村で
ある。

 2   2. キノコ採りでのエピソード
①大菩薩でのきのこ採りで食中毒？
　それでは，活動のエピソードを紹介していく。設
立当初は，村から活動への助成金があった。我々も，
新たな知識が欲しくて，キノコの著書がある，野遊
び作家のＯ氏を講師として何度か招いて，勉強会を

行った。その中で，今まで食べてきたなかで，「一
番美味しいキノコは？」と，氏に尋ねたところ「オ
オツガタケ。どのように調理してもうまい」という
返事だった。オオツガタケは，標高 2,000 ｍ付近の
ツガ林に発生するという。小菅村でそのような条
件に合うところは，大菩薩付近ということでＯ氏と
ともに 10 名で出かけた。コースは，大菩薩峠から，
石丸峠を越え，牛の寝通りから小菅村内の集落に下
りる。普通に歩いても 4 時間 30 分はかかる。9 月
の始め，大菩薩峠付近はマツムシソウを始め綺麗な
野草が咲いている穏やかなハイキング日和だった。
9 時頃スタートして，下山した時は日が落ちて，暗
くなっていた。キノコ採りは，登山と違い，道のな
いところの，上り下りを繰り返す。笹のある場所は，
下りは楽だが，登りあげるのは倍の体力が必要だ。
多くのキノコが発生する雑木林の斜面や，マイタケ
が発生するミズナラの大木を見ると，徒労に終わる
ことが想像できるのに，そこまで行きたくなる。

多摩川の源流部で山の幸を満喫
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100％自然塾の活動

＊ 山梨県小菅村　100％自然塾　塾長

写真　大菩薩峠でのスナップ
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　結果をいうと，残念ながら，オオツガタケは採れ
なかった。しかし，それまで私達が知らなかったシ
ョウゲンジは，大量にとることができた。それ以外
に採れたのは，小菅村ではよく食べるウスヒラタケ，
マスタケ，クリタケ。ほとんど食べないカラカサタ
ケ，ハナイグチ，ハンノキイグチ，ヌメリツバタケ
モドキ，ウラベニホテイシメジ，トンビマイタケだ
った。たいしたキノコは採れなかったが，会の知識
向上には役に立った。初めて食べるキノコは大人数
で食べるに限る。キノコは，命を落とすほどの猛毒
のものもあるからだ。大人数の目で見ると，キノコ
の判定も確かだし，なにより食べる時の不安が薄ら
ぐ。その日も，酒盛りをしながら，収穫したキノコ
を食べた。料理人はほとんど私で，参加メンバーの
意見を聞きながら，焼いたり，炒めたり，汁にして
食べた。
　その晩自宅に帰って寝たのは，午前 0 時頃だった。
午前 1 時頃猛烈な吐き気で目が覚めた。食べたもの
を戻した後は，30 分ごとの猛烈な下痢が朝まで続
いた。熱も 39 度くらいあった。Ｏ氏が一緒にいた
ので，普段，採取しないキノコを食べたが，毒キノ
コはないはずだった。なぜだろう？診療所に行って
も，原因はわからなかった。それより，調理は，私
がほとんどしていたので，他のメンバーのことが心
配だった。数人に電話したが，みんな元気で，私の
病状を云うと笑うばかりだった。結局，体調が戻ら
ず，2 日間寝ていた。寝ているとき，原因を深く考
えた。他の参加者と違うことは，調理していたこと
で，火が通っていないマスタケを味見していたこと
を思い出した。キノコの図鑑を開くと，生食は中毒
すると記載してあった。やはりそうだった，と納得
したが，疲れ等，当日の体調も影響があったと思う。
マスタケは村ではよく食べられるキノコで，味噌炒
めが美味しい。キノコは油との相性がよく，このキ
ノコは特に，そう感じる。枯れ木に発生しているも
のと，生きている雑木のものを比べると，食感も味
も別物である。当然，生の木に発生しているものが
美味しい。
　毒キノコを食べてあたった事例で，私の知ってい
るものは次の通り。症状はほとんど嘔吐と下痢。
・ウスヒラタケと間違う
　私が小学生の頃，身内が夏に採ってきたキノコで
あたる。数人で食べたが，酷い人は 2 日程寝込んだ。
どんなキノコにあたったかは，特定されなかった。
・ナラタケと間違う
　病院に行くほどの，食中毒だった。数人が食べる。
切り株に発生していたという。コレラタケと間違っ
たのかと想像している。コレラタケは死亡例がある

猛毒のキノコ。
・ハナホウキタケ
　当会のキノコ採りの活動の時に，「ホウキタケの
種類は昔から食べていて，あたったことがない」と
いう人がいて，言った本人が食べてあたる。ハナホ
ウキタケは雑木林に普通に発生している。
・カキシメジを食べる
　当会の，あるメンバーが，当会の他のメンバーに
勧めてあたる。「あぶないなあ」と思って食べたら
家族 3 人があたった。カキシメジは雑木林に発生す
る。カサに土が付いていることが多い。
・ウラグロニガイグチ
　図鑑によると以前は食べられるキノコで掲載され
ていたが，最近は毒キノコにも分類されている。数
人で食べて，あたった人とあたらない人がいた。

②キノコ採りのガイドで事故多発
◎道迷い
　ある程度，キノコに詳しいメンバーが増えてきた
ので，ガイドとして活躍も始めた。会社や，団体の
キノコ採りの案内を 2 回程度行った後，キノコ採り
のイベントを実施した。主催は小菅村観光協会で，
自然塾のメンバーはガイドとして関わった。　　　
　20 名の募集人員で，1 泊 2 日。1 日目は来村して
もらって，村の特産のわさび漬け作りを体験しても
らう。2 日目がキノコ採りの体験になる。

　第 1 回目は，試行錯誤の連続だった。というのは，
参加者に高齢の方がいることと，革靴での参加者が
いたことによる。小菅村のキノコ採りはなだらかな
場所が少なく，登山に近いものであることを周知し
なかったためだった。コースは，大寺山付近に決ま
ったのが前日だった。メンバーのＤさんがよく行く
場所ということで，歩きもキツくなく，登りあげる
となだらかで，カラマツ林や雑木林がありキノコの

写真　キノコ採り体験の様子
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種類が豊富であるということだった。私はそこに採
りにいったことはないし，地理にも不案内だった。
Ｄさんのイチ押しということで，信用して案内をま
かせた。革靴で参加の方は高齢だったので，メンバ
ーの 1 人が車の移動により，林道わきのキノコを見
つけることにした。その他のメンバーは予定のコー
スで，林の中を行ったり来たり，登ったり下ったり
しながらキノコを探した。コウタケ，クリタケ，ウ
ラベニホテイシメジ等を採り，帰りに入った。
　帰りは，道のない雑木林の斜面を，キノコを探し
ながらになる。案内者のＤさんによると，下って行
くと，わさび田への作業道にぶつかるはずだとい
う。途中からＤさんの様子がおかしい。あたりをキ
ョロキョロし，立ち止まることが多くなった。その
うち，ちょっと小休止していてくれと言い，下の方
に下って行った。しばらくして戻ってきて，不安そ
うな顔をしていたので，「道がわからないのですか」
と聞くと，うなずいた。方向から考えると，斜め左
に斜面を登って行くと，来た道のぶつかるはずだっ
た。メンバーと相談し，下ることをやめて，そのル
ートに変更した。途中で，林業の作業道にぶつかっ
たが，疲労のため動けないという参加者がでた。そ
の方を私が背負って，やっと，来た道に戻ることが
できた。それからは下りで，楽だなと思ったら，参
加者を背負ったまま転んでしまった。私自身も疲れ
ていたことをその時はじめて感じた。車道までたど
り着くと，車で案内していたメンバーが，「捜索隊
を出そうと，地元地区の方と相談していた」とのこ
と。遭難するような山でもないので苦笑いをしたが，
予定時間を 2 時間近くオーバーしていた。参加者は
路線バスで帰宅してもらう予定を，奥多摩駅まで送
ることに変更して，鑑定会と，試食会を開いた。参
加者が帰り際「次回からは，下見だけはしといて下
さいね」と笑いながら言われた。私も，「そりゃそ
うだ」と，深く反省した。やさしい参加者でよかった。

◎濃霧と骨折
　1 回目の反省から，事前の下見をすることにした。
また，前日にコースの説明を行い，体力に自信のな
い方は別の，楽々ルートも考えた。2回目と3回目は，
私のよく知っている鶴峠から，笹畑経由で余沢集落
に到着するコースに変更した。このコースは高低差
が 500 ｍあり，行程の 3 分の 1 は登りで登山道を歩
きながらきのこを探すことになる。このコースにし
た理由は次による。
・登りは，ブナを初めとした大木が多く，倒木に発
生するウスヒラタケやナラタケのキノコ等が期待で
きる。
・下りの部分はツガ，ミズナラ，コナラの林があり
マツタケ（小菅村ではツガ林で採ることがほとん
ど），マイタケが採れる可能性がある。その他，コ
ウタケ，サクラシメジ，クリフウセンタケ，シャカ
シメジ等も期待できる。
・斜面がきついので，足に自信のない人は，とても
キノコ探しに歩き回る気にならないので，はぐれる
心配がない。
・尾根が登山道なので道迷いが少ない。
　2 回目と 3 回目はマイタケやコウタケ等様々なキ
ノコが採れた。村では珍しい，ムレオオフウセンタ
ケも採れた。また，山栗やヤマボウシの果実が採れ
て喜んでいた。しかし，3 回目の時，下りで動けな
くなった参加者がおり，Ｄさんが必至に背負って連
れてきた。そのようなことから，4 回目以降は，途
中から白沢集落に下る，短縮コースに変更した。こ
う考えると，一般に考えるキノコ観察とは一線を画
した，登山に近いハードなイベントだった。
　合計 7 回実施したが，平成 20 年でこのイベント
は終了する。平成 20 年は，オープン参加者が足を
骨折した。オープン参加者とは，正規にこのイベン
トに申し込んだ者ではなく，メンバーの身内が，連
れてってくれというので，ＯＫしたものだった。当
然こちらの管理下ではなかった。状況は，マイタケ
を初めて採ることができて喜んだ矢先に，低木の木
に足を挟んで，転んだ拍子に骨折したらしい。交代
で，背負って車道まで下した。骨折して，迷惑をか
けたことでひどく恐縮していて，気の毒だった。
　その他，酷い事故になりそうだったことは，濃霧
の日に実施したことだった。前日からの天気予報で
雨になることは，わかっていた。当日の朝，参加者
に実施の可否を確認すると，豪雨ではないので，雨
具を持って実施したいとのこと。いつもコウタケ等
を探すコナラ林では，5 ｍ先が見えないくらいの濃
霧になっていた。参加者と同数程度のスタッフを用
意していたので，1 人に 1 人のスタッフを付け，30
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写真　マイタケ等のキノコの収穫
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分後に私が登山道の分岐の所で待つことを参加者に
伝えた。それぞれキノコ採りに散らばるとき，大き
な声で 10 分後の集合と変更した。30 分は長すぎる
と判断したからだ。迷った時，どこまで行くかわか
らない。10 分後にはみんな集まったのでホッとし
た。そんなに遠く動かなかったらしい。参加者も，
付添いのスタッフも不安だったから，みんなでホッ
とした。
　今　振り返ると，このイベントの事故率はたいそ
う，高いものだった。それがこのイベントを中止し
た大きな理由だった。
　キノコや山菜採りの案内で，一番心配なことは，
参加者がはぐれること。熱中して採っていると，団
体からはぐれることがある。しかも樹林帯なので周
囲を見渡せる場所がない。参加者は初めての山で，
周囲の状況がわからない。私達は，いざとなれば，
この辺りを下れば，どのあたりに出るとの見当がつ
く。数人での参加者は団体で行動するのでそれほど
心配はしないが，一人での参加は自由気ままに行動
するので，目が離せない。団体行動から外れそうな
参加者は，スタッフ 1 人を専門に付けることもある。
私は，このイベントでは，いつも，キノコ探しより，
人の行動を監視（観察）していた気がする。

 3   Ｄさん
　私の前の会長はＤさんだった。3 年前に亡くなっ
た。先程記載した，道迷いの張本人の方。国分寺市
で事業を行っていいながら，小菅村に住所を移し，
家まで作って，週末はキノコ採りや山菜取りを楽し
んでいた。村外出身で，最初のころからのメンバー
はＤさんだけだった。
　Ｄさんは，イグチ類のキノコが好きで，7 月の末
頃発生する赤いイグチを楽しんでいた。美味いけど，
下痢気味になるという。私は，それはキノコにあた
っているのではないかと言ったものだ。また，ハナ
ホウキタケを干している時もあった。何にするかと
聞いたところ，便秘気味の知人の女性にあげるとい
う。ハナホウキタケは図鑑では毒キノコに分類され
ている。
　Ｄさんは以上のように変わったところがあるが，
小菅村のキノコや自然が大好きだった。小菅村の裏
山のキノコ地図を手書きで作っていた。私にだけと
いうことで，そのコピーをもらった。その裏山を定
点観測のため，9 月に毎週同じコースを歩いて，キ
ノコの発生を調べたことがある。キノコの発生時期
は，いろいろなキノコが入れ替わり立ち代わり発生
するので，それを知りたかったのだと思う。その年

は雨が少なく，キノコの発生自体が少なかったのが，
残念だったが，一緒に歩いて，スミゾメシメジ，ム
ラサキホウキタケ，ムラサキヤマドリタケを知るこ
とができた。　
　熱意のある人で，遊び心が豊かだったので，亡く
なった後は，会の活動時に何か欠けているような心
持になることもある。

 4   山菜採り
　会の活動の主なものは，秋のキノコ採り，春の山
菜採りになる。小菅村の山菜で，昔から食べている
ものは，ウド，ワラビ，ノビル，セリ，タラの芽，
トトキ（ツリガネニンジン），ギボウシ，フキ，フ
キノトウ，セリ，ヤブカンゾウ，ツクシ。私たちの
会はそれに加えて，コシアブラ，モミジガサ，ウワ
バミソウ，ハリギリ，ヤマウコギ，アケビの芽，コ
ゴミ，ニセアカシアの花等もラインナップに加えた。
現在，コシアブラやコゴミは誰でも採るようになり，
シーズンには道の駅に商品として販売される程，人
気があるようだ。

　山菜についてもキノコ同様，平成 20 年と 21 年の
2 回，1 泊 2 日のイベントのガイドを行う。1 日目が，
ワサビの採取とワサビの茎の漬物体験。2 日目が，
松姫峠方面への山菜採り。その後，山から下りて天
ぷら等の料理を堪能してもらう。
　山菜教室は，キノコ採りのイベントと違って，楽
だった。なにしろ，何らかの食べられる野草は，必
ず見つけることができるからだ。しかも，参加者が
広範囲にちらばることがない。我々も，気軽なガイ
ドだったが，応募数があまり増えなかったことでや
めることになった。

写真　松姫峠方面は景色抜群
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◎山菜と間違えた！
　以下は，村民で山菜と間違えて採ったもの。
・ウルシとタラの芽を間違えた
　ウルシを採取した手で，顔をさわったものだから，
顔中ひどいかぶれになった。見分け方は簡単で，タ
ラの芽には刺がある。
・トチの若芽をコシアブラと間違えて食べた
　トチの若芽は大型で，触るとベトベトする。間違
えることの方が難しいと思う。ホクホクして美味か
ったというので，天ぷらで試してみたが，別に，と
いう感じだった。
・水仙とヤブカンゾウを間違えて食べた
　茹でて食べたそうだ。すぐに吐き気をもようし，
吐いたらしい。水仙は猛毒で，命にも関係する。
　ヤブカンゾウと間違える方が難しいと思う。若芽
はどちらかというと，ニラと間違えそう。

・会員 11 名に美味しい山菜を選んでもらったこと
がある。
◎会員が選んだ美味しい山菜
　6 票………ワラビ
　4 票………タラの芽，ノビル
　3 票………トトキ，ウド，フキノトウ
　2 票………ギボウシ，モミジガサ
　1 票………コシアブラ，セリ，ツクシ，フキ，
　　　　　　アケビの芽

・ちなみにキノコも選んでもらった
◎会員が選んだ美味しいキノコ
　5 票………ナラタケ
　4 票………コウタケ
　3 票………ムキタケ，マイタケ，ハナイグチ，
　　　　　   ホンシメジ
　2 票………ハタケシメジ，マツタケ，
                  ヌメリササタケ

　1 票………アカヤマドリ，アカモミタケ，
　　　　　　アミタケ，アカジコウ，
　　　　　　シモフリシメジ，シャカシメジ

◎いろいろな山菜（野草）を食べてみた
　あまり食べない山菜（野草）にチャレンジしたこ
とがある。以下は，そのレポート。
・ヤマブキの花
　天ぷらで食べた。味はほとんどないが，鮮やかな
黄色は熱を通しても変わらない。ヤマブキの芽は，
にがい。
・ミツバウツギ，カタクリの葉，ニリンソウ
　どれも，茹でて食べる。菜のような感じで癖がな
く美味しい。
・ハナイカダ
　茹でて食べる。食感が独特で美味しい。
・イワタバコ
　天ぷらで食べたが，ニガイ！

 5   現在の会の活動
　現在の自然塾の活動は，会のメンバーで楽しむこ
とに徹している。
　春の山菜採りは，4 月下旬から，5 月 3 日までに
行われる。当会は，5 月 4 日に小菅村で行われる「源
流まつり」に，山菜天ぷらうどんを販売する。その
具材を採取することが目的になる。コシアブラ，ウ
ド，ミツバ，コゴミ，イタドリ，ユキノシタ，モミ
ジガサ，ヤマウコギが天ぷらの材料になる。コシア
ブラは，冷蔵庫に保管すると，5 日間ほどは劣化が
みられない。それに比べて，タラの芽は，すぐ黒く
なる。コゴミもほっておくと，巻いている部分が伸
びて，単なるシダのようになってしまう。一般に，
山菜は劣化が早い。ワラビは，採ったその日に処理
しないと，折った部分から固くなる。ウドやフキは
水に浸しておくと劣化が遅くなる。
　夏は，渓流魚の調査（当然獲ったものは食べて，
肴にする）
　秋のキノコ採りは，9 月の中旬から 10 月に行わ
れる。実施日は，幹部の都合と，キノコの発生時期
による。キノコの種類によって発生の時期が異なる
ことと，その中でも気候により，例年微妙に変化す
るからだ。ただ，秋に発生するコウタケを 7 月の初
旬に採ったことがある。秋のものと比べて　肉薄な
感じがした。採れたキノコはメンバーの胃袋に消
えることが多いが，一部は 11 月に「道の駅こすげ」
で行われる「大地の恵祭」の「キノコうどん」になる。
　2 月には，サワガニ採りと早春の山菜（フキノト
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写真　山菜採りの様子
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ウ，セリ）を楽しむ。
　会への参加費はいつも 1,000 円。イベントの出店
が会の活動費の原資になっている。気楽に参加する
なかで，季節を感じながら自然と親しんで，小菅村
の食文化を学んでいければよいと思っている。

 6   野外活動のあれこれ
　キノコ採りのシーズンは，多くの人が山に入って
いく。しかし，目指すキノコが発生している時期は，
短期間になる。私のキノコ採りのハイシーズンの目
安は，庭のヤマツツジが咲く時になる。普通，ヤマ
ツツジは 5 月頃咲くものだが，ウチのは，秋にも咲
く。身近な植物を目安にすると，楽だ。「今年のマ
イタケはどう？」と，尋ねても正直に答えてくれる
人は少ない。シーズンが終わったあと，「今年はよ
かった」などという。キノコ採りや釣りの好きな人
は，タイムリーに本当のことを言わないものかもし
れない。

◎野外活動に持っていくもの
　私は昨年，キノコ採りは，1 回だけだった。その
1 回目のキノコ採りの時に，斜面ですべって，転倒
し，岩に肩を強打して，肩の骨を骨折したためだっ
た。年齢とともに，反射神経と体力が落ちているこ
とを感じた。たままた，強打したところが肩だから
よかったものの，頭だったらと思うとゾッとする。
今年から，ヘルメット装備で行こうと思う。
　また，熊よけの鈴やラジオも持っていく。キノコ
採りに行くと熊の生息を示す，クマダナ（ナラの木
の上で，ドングリを食べる時の足場。大きな鳥の巣
のようにも見える）や大量の糞を見ることがあるか
らだ。
　また，ナイフは必需品。キノコを株ごと採ると，

土が付いている。この土がヒダに入ると，きれいに
除去するのに難儀する。切り取っておくと後の処理
が楽。キノコも，山菜も採るのは楽しいが，食べる
ときのことを考えておくとよい。　　

◎チャレンジャー
　私たちの普段食べないキノコを，図鑑で調べて食
べることがある。そのようなキノコは，会のメンバ
ーでも，なかなか食べてくれない。そのような時に，
素直に食べてくれ人をチャレンジャーと呼んでい
る。キノコは食べられる分類から突然毒の分類に変
わることがあるので，難しい。私的に一番新しくチ
ャレンジしたのはヌメリアイタケ。加熱しても色（ナ
スの色）は変わらず，食感もよかった。ただ，ちょ
っとヤニ臭い味だった。

◎保存方法と食べ方
　大量に採れた時は保存することになる。下記は私
が行っているもの。
・生で冷凍する…コウタケ，ナメコ，ウラベニホテ
イシメジ，ハタケシメジ
　ほとんどのキノコは冷凍で大丈夫と思うが，解凍
してからではなく，凍ったまま沸騰した湯に入れて
調理する。
・湯通ししてから冷凍…マスタケ，マイタケ
　湯通しした方が食感が残る。
・湯通しして塩漬け…マイタケ，サクラシメジ，ナ
ラタケ
　湯通しした時に，汚れも落ちる
・生で塩漬け…ワラビ，ウド
　山菜類はこの方法で保存する

　最後に小菅村の地名や，知らないようなキノコ名
が出ているが，ご容赦願いたい。

写真　平成 26 年 9 月 21 日の収穫
　　　 シャカシメジ，コウタケ，クリタケ，サクラシメジ，

ホウキタケ，マツタケ，ウラベニホテイシメジ

写真　ヌメリアイタケ
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 1   はじめに
　地球は水の惑星とも呼ばれており，このゆたかな
水によってさまざまな生命が育まれています。
　広い宇宙で水があるのは地球だけではないと思い
ますが，地球は太陽系で唯一液体としての水が確認
されている惑星です。
　原始の地球誕生から，気の遠くなるほどの長い年
月の末，たくさんの生命が生まれ，それぞれの進
化をへて，地球は生命にみちあふれた惑星となり
ました。
　すべての生命は，水なしでは誕生しなかっただろ
うし，水がなくては生きていけません。
　本稿では，命をつなぐ世界自然遺産「白神山地」
について述べます。

 2   世界遺産登録以前
　白神山地はユネスコの世界遺産条約の自然遺産に
登録されたことで一躍有名になりました。今では小

学校の教科書にも取り上げられ，テレビや雑誌など
でも特集されることがたびたびあります。
  しかし，世界自然遺産に登録される以前は有名ど
ころか，世間にはまったく知られていなかった山地
でした。と言うより，地元でも使われていなかった
山地名でした。
　白神山地は地元や行政関係者の間では「弘西山地」
と呼ばれていました。津軽地方の中心地弘前の「弘」
と「津軽西海岸」，昔は「西浜」と呼んでいた，その「西」
をとって，「弘西山地」と呼んでいたわけです。
　それが，なぜ，白神山地と呼ばれるようになった
かと言えば，今から三十数年前，この山地でブナ林
伐採を目的とした林道建設工事が計画され，自然破
壊の危機にさらされた時期がありました。
　この林道建設に対して反対運動が起こり，その
反対運動の人たちが白神山地と言いはじめたこと
から世間に知れ渡るようになった，という経緯が
あります。
　反対運動は時流も味方して成功し，山地のブナの
森の自然は守られ，その結果，世界自然遺産になり
現在に至っています。
　しかし一方で，青森，秋田両県の反対運動の取り
組み方や，自然に対する認識，理念の違いが，その
後の行政による維持管理計画にもあらわれ，入山を
めぐって，同じ山地でありながら異なる対応になっ
ています。

 3   白神山地の範囲と世界遺産
　白神山地は，青森県南西部から秋田県北西部にま
たがる約130,000ヘクタールに及ぶ山地の総称です。
　この中で，最も自然度の高い16,971ヘクタールが，

命
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「陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植物群集
の進化，発展において，重要な進行中の生態学的過
程又は生物学的過程を代表する顕著な例」という基
準を満たすということ，すなわち世界でも類を見な
い規模で，広大でかつ連続した原生に近いブナ林が
存在しているということで，1993年（平成5年）12月，
鹿児島県の屋久島とともに，日本初の世界自然遺産
として登録されました。
　遺産区域は約四分の一が秋田県，四分の三が青森
県に属しています。また，入山をめぐって，同じ山
地でありながら対応も異なります。秋田県側は入山
禁止，青森県側は届出制となっています。
　世界遺産は人類共通の次世代に守り伝える遺産と
いうことですが，当然ながら，それなりの守られる
べき価値がなければなりません。「普遍的価値」と
いう言葉が使われています。
　では，白神山地の普遍的価値というのはなにか，
と言いますと，ほとんどのブナ林は，人間活動の悠
久の歴史のなかで伐採され続けられたが，白神山地
のブナの森は世界最大級の面積で，かつ原生的な自
然環境で残っている。つまり，「かつて広く覆って
いた冷温帯のブナ林最後の遺存地」という「普遍性」
を価値としています。
　それでは千古にわたって斧鉞を入れぬ森だったか
というと決してそうではありません。現在のような
ブナの森が白神山地を覆い尽くすようになって以
来，その自然は動植物だけでなく人間の生活をも育
んできたであろうことは，それを裏づける縄文遺跡

が白神山地の各地にあることからも容易に察せられ
ます。西目屋村には現在発掘中の縄文遺跡があり見
学も可能です。このことから縄文時代の自然環境が
今に伝えられている，というふうに見ることができ
るわけです。「縄文の生きた化石」とも言われてい
る所似がここにあります。
　森の中の腐葉土や苔の臭いは，遥か縄文の昔に思
いを馳せるにふさわしいもののように思います。

　白神山地は標高 1,000 メートル前後の山々がびっ
しり連なっています。山があるわけですから当然，
川もその間に血脈のように複雑に入り組んで流れて
います。
　青森県側の岩木川，赤石川，追良瀬川，笹内川，
秋田県側の米代川水系の粕毛川などの河川が，世界
遺産地域を源流部として日本海に注いでいます。
　自然界における生命の循環システム，つまりそ
れが大規模な破壊を免れて自然の発展原理に従い，
山川海，それが一つらなりになって維持されてい
る。そのことが魅力であり価値にも繋がっている
わけです。

 4   山地の生い立ち
　白神山地の地質は，主として 9,000 万年前（中生
代白亜紀）にできた花崗岩類が基盤となっています。
その時代，日本列島はまだ姿を現しておらずユーラ
シア大陸の一部でした。
　この古い地層を除けば，山地の大部分は 2,000 万
年から 1,200 万年頃（新生代第三紀中新世）にかけ
て海底の火山活動などでできた堆積岩（凝灰岩，泥
岩，砂岩）と貫入岩類（流紋岩，石英閃緑岩等）で
構成されています。
　この時代，白神山地は日本海の海底にありました。
白神山地の誕生は，今から 500 万年から 400 万年前

図 1　白神山地位置図 1）

写真 1　白神山地 1）
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頃，褶曲や逆断層による海底地層の隆起に始まりま
す。その隆起の速さは年間 1.2 ミリメートルと見積
もられ，日本では隆起のスピードが速い地域となっ
ています。
　数百万年前まで海底にあった地層が，十分に固ま
ることなく急激に隆起したため，もろく崩れやすい
性質を持っています。
　大規模な例としては，県境の二ツ森の北東側にあ
る泊ノ平，摩須賀岳東斜面，向白神岳東南斜面が挙
げられます。このことから，白神山地は山地崩壊と
地すべりの密集地ともいえます。

 5   ブナ林の生い立ち
　白神山地の大部分はブナ林で覆われています。ブ

ナの仲間は世界で約 11 種類あって，そのすべてが
北半球に分布しています。日本にはブナとイヌブナ
の 2 種類あって，日本固有の植物となっています。
　冷温帯を代表するブナは，日本海側の積雪地帯を
中心に分布しており，南限は九州鹿児島県大隅半島
の高隅山の海抜 1,000 メートル付近，北海道道南後
志の黒松内の平地のブナ林が北限となっています。
　最後の氷河期が終わったのは１万年ほど前，それ
から 2,000 年後，白神山地にブナ林が誕生し，それ
から今日までずっとブナ林が続いています。

　日本でもっとも古いブナの化石は，約 2,000 万年
前の中新世に生育していた「アンティポフブナ」と
言われ，その後，「アンティポフブナ」に代わって
現れたのが，約 1,500 万年前の「ムカシブナ」です。
　これらのブナが山地の直接の祖先かどうかはっき
りしていませんが，その化石が山地の一部から出
てきます。このほかにも，さまざまな植物や動物
の化石が出ており遠い過去の世界を想像させてく
れます。

 6   いのち輝くブナの森 2）

　世界最大級のブナの森のなかでは，さまざまな生
命が育まれています。山地に生えている植物の種類
は 540 種を超えることがわかっています。
　そのなかには 100 種を超える保護されるべき植物
が見られます。どれも白神山地を代表する植物です
が，ここでは次の三つの植物を紹介します。
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写真 2　向白神岳 1）

写真 3　大川タカヒグリ 1）

写真 4　ブナ林 1）

写真 5　
山地の四カ所にしか生えて
いないナデシコ科の新種ア
オモリマンテマ 1）
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　山地には土の中に住む下等な動物から哺乳類まで
さまざまな動物が生きていますが，まだ調べられて
いないグループもあります。
　哺乳類ではツキノワグマ，ニホンカモシカ，ニホ
ンザルを初めとし，ネズミの仲間４種類やコウモリ
の仲間 12 種類，ムササビの仲間 2 種類などが確認
されています。
　トカゲやヘビの仲間のは虫類は 7 種類，サンショ
ウウオやカエルの仲間の両生類では 13 種類が確認
されています。

　鳥類は 89 種類が確認されており，森林性や渓流
性の鳥が多いと言われます。
　なかでも，日本の森林生態系で食物連鎖の頂点に
位置するワシタカ類のイヌワシやクマタカが複数の
つがいで生活していることが確認されています。

　これらの鳥が生活していくには広大なテリトリー
を必要ですが，それを支えることができる食物が豊
かであることの証です。また，山地保護のシンボル

となったクマゲラは，日本最大のキツツキで，秋田
県の森吉山とともに本州では 2 カ所しか営巣が確認
されていません。シノリガモは冬に姿を見せる海の
カモと思われていて，繁殖地は不明でしたが，山地
の赤石川源流で夏に繁殖していることが初めて発見
された鳥です。

　昆虫類は動物の中で最も種類数が多いグループで
す。山地でもこれまでに約 2,300 種以上がわかって
いますが，調査するたびに増えています。中でも甲
虫が多く次にチョウ・ガの仲間，カメムシの仲間が
続きます。昆虫の中には，山地で発見された新種の
昆虫，シモヤマミズギワゴミムシ，シラカミナガチ
ビゴミムシ，オロブレムス・ヤマウチイ（学名）な
ど 7 種類があります。
　この他に魚類 2 種，アリ類 29 種，土壌中のミミ
ズの仲間やササラダニ，ヤスデの仲間，センチュウ
の仲間などが確認されています。

　自然界は一見残酷にも思うが弱肉強食の世界なの
です。植物は太陽のエネルギーを利用して有機物を
作って生きている。しかし，動物は自身で有機物を

写真 6　
青森県で初めて見つかった
ベンケイソウ科のツガルミ
セバヤ 1）

写真 7　
文字通り山地の固有種でゴ
マノハグサ科のシラガミク
ワガタ 1）

写真 8　ニホンカモシカ 1）

写真 9　イヌワシ 1）

図 2　白神山地の食物連鎖 1）

写真 10　シノリガモ 1）
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作れないため植物や他の動物を食べることで生きて
います。こうした「いのちのつながり」を食物連鎖
と言います。
　ほとんどが落葉広葉樹で占められている山地のブ
ナ林は，ブナやミズナラ，サワグルミ，イタヤカエ
デなどの実をはじめとし，動物たちの食べ物も豊か
です。栄養分の高いブナの実は，ツキノワグマやニ
ホンザルにとって欠かせない食物となっています。
アリの仲間のムネアカオオアリはクマゲラの好物で
す。イヌワシはノウサギやヘビ，ネズミなどを食べ
ます。ヘビはカエルや小鳥のヒナや卵などを，ネズ
ミはブナやミズナラなどの実を食べています。こう
して，森の生き物たちは植物から，あるいは枯れた
木や葉から虫や鳥に至るまで，おたがいに関係しな
がら食物でいのちが繋がっています。
　こうした山地の森林生態系は，ブナ林が誕生した
約 8,000 年前から進化しながら純度の高い状態で現
在も進行していると言われています。

 7   山地と人とのつながり－文化と歴史－
　これまで話したように縄文の昔から人々がかかわ
ってきたのが白神山地のブナ林の自然なのです。
　今でこそ，遺産地域の核心部のブナ林は原生的な
風情を見せていますが，人々は縦横に山々に分け入
って，狩猟なり山菜などの採集なりをしていたので
す。当然，奥山にも足を運んだことでしょう。
　こうした営みは時代が変わっても今日まで続いて
きたものと思われます。それでいて自然が破壊され
ることがなかったからこそ世界自然遺産として現在
に残されている，ということだと思います。
　人々のそうした営みの痕跡が森の中でいろいろ見
ることができます。人為によって植物相の改変をも
たらした例としてはオオバコやヨモギ，ハコベなど
多種多様な草花があり，今では日本的な風景の一部
を形づくるものとなっていますが，白神山地の奥山
にも人々が分け入った証として繁茂しています。こ
れらは史前帰化植物と呼ばれて，日本にコメやムギ
が入ってきたのと一緒に大陸から運ばれてきた植物
で，路上植物ともいわれて人々の往来する場所に，
履物などに付着して分布します。白神山地の奥地の
渓流沿いや尾根筋などで見かけますが，昔から人々
が出入りしたことを物語っているわけです。
　藩政時代につくられた地図を見ても，奥山の一本
一本の沢に名前が記されています。山や沢や滝に名
前をつけなければならない必然性があったのだと思
います。
　例えば，マタギの間では近寄ってはいけないとさ

れている場所があります。そこへ逃げ込んだ獲物は，
深追いされることもなく生き延びられることになり
ます。結果的には，これによって種の保存にもつな
がるわけです。

　1955 年頃までの地図には白神山地の名前は載っ
ていませんでしたが，白神山地の暗門の滝を訪れて
描いた絵と木こり達の様子が記録（1796 年）として，
江戸時代後期の旅行家であり博物学者であった菅江
真澄によって残されています。また，幕末から明治
初期にかけて弘前を代表する日本画家であり国学者
でもあった平尾魯仙は，画集「暗門山水観」に暗門
周辺での林業についての絵を遺しています。

　人々の生活，暮らしといってもいいのですが，日々
のそうした営みを通して自然とかかわってきた一例
として尾太岳という山を紹介します。遺産区域の
外になりますが，1,083 メートルの三角形の山容が
どこからでも目につく，小さいけれどなかなかの
山です。
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写真 11　
最後の津軽マタギの一人とされる鈴木忠勝氏

（1907 ～ 1990 年） 1）

写真 12　
暗門山水観の図 3）
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　この山には昔から鉱山がありました。今は閉山に
なっていますが，「尾太鉱山」といって弘前藩の「ド
ル箱」と言われたほど隆盛をみて藩の財政を支えて
いた時代もあったようです。山頂には「安永四年四
月」に寄進された石灯籠が残っています。山王権現
の使者としてのサルが鉱脈を村人に教えたという言
い伝えがあり，サルが祀られている山です。山頂付
近は「御殿」と呼ばれ，春先，ウマの形をした残雪
が「あし毛マッコ」と呼ばれて，麓の砂子瀬という
集落の農事作業の目安になっていました。現在はダ
ム建設で集落移転しており，先ほども述べましたが，
集落跡地で，縄文遺跡の発掘調査が行われています。
　こうして見ると，時代の趨勢はいかんともしがた
いものがあります。山の自然だけが抜け殻のように
残ったわけです。四十年ほど前まで尾太岳には登山
道も続いていましたが，現在は途中まで途切れ途切
れに残っているだけで，その先は崩落し，放置され
たままになっています。
　こうした由緒ある山を荒れるに任せるのではな
く，自然に対するかかわり方が変質した現代社会に
あって伝説も含めて，どうやって再生させるかとい
うことは地元社会の今後の課題のようです。

 8   おわりに
　地球温暖化問題は，全世界規模で憂慮すべき大き
な問題となっています。人間の活動により，二酸化
炭素が増え，温室効果で地球が暖かくなっており，
21 世紀末までには年平均気温が 1.1 度から 6.4 度上
昇するとも言われています。
　また，地球の砂漠化や南極，北極大陸の氷山が溶
け出したり，海面の上昇や南極上空にオゾンホール
ができたりなど，地球は過去の気候変化に比べて，
現在の変化はけた違いに速く進行しています。
　白神山地でも，このまま温暖化が進行すると，場
合によってはわずか 100 年以内にブナ生育適地がほ
ぼ失われるという予測も最近発表されています。こ
うした予測はそのとおりになると言い切れません
が，いずれにしても，今後，白神山地のブナ林生態
系が大きく変貌することになるでしょう。
　そして，温暖化以上に心配されているのは，ニホ
ンジカの分布拡大問題であります。白神山地は幕藩
体制時代にはニホンジカを捕獲していた記録はあり
ますが，これまでニホンジカはいないとされてきま
した。
　しかし，最近白神山地周辺においても目撃例が出
始めており，食害の影響によって，ブナ林生態系が
温暖化による変化以前にも激変するかも知れません。

　こうした変化に対応するためには，まず，その実
態をとらえるモニタリング調査がなによりも必要で
す。温暖化問題にしてもシカ害にしても，長期にわ
たって継続的に監視することが不可欠です。　
　幸い，今後 100 年間をめざして，ブナ林の調査を
続ける森のモニタリングチームが，市民や研究者に
よって結成されています。これによって，ブナ林の
世代更新や二酸化炭素の増加によるブナ林の変化を
知ることができます。変化を知ることで，ブナ林を
どのように管理していけばよいのか，その対策を考
えることができます。
　最後になりますが，自然は人間社会と異なり，均
一でない多種多様な社会です。植物にしても動物に
しても地勢や地形に適合して生活しています。私た
ち人間のようには環境を自分に合わせて改変したり
改造したりすることはできません。人間だけが自分
たちの合理的な規範に自然を取り込もうとしている
ように思います。
　過去の歴史を見れば明らかなように，そこには破
壊がつきものです。とくに近代社会において，その
スピードが加速しているのではないでしょうか。

〈参考文献〉
1）　青森県白神山地ビジターセンター所蔵
2）　青森県自然保護課 編「白神山地の自然」2004 年
3）　青森県中津軽郡西目屋村役場所蔵
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 1   山の信仰
　日本列島で生活する人々の精神文化を育んできた
のは変化に富む山であり，思想や哲学，祭りや芸能，
演劇や音楽，美術や工芸などの多彩な展開に大きな
役割を果たしてきた。その中核にあったのが山を崇
拝対象とする山岳信仰で，山に対して畏敬の念を抱
き，神聖視して崇拝し儀礼を執行する信仰形態をい
う。山を祀り，登拝して祈願し，祭祀芸能を奉納
した。人々は，神霊が降臨する山，神霊が鎮まる山，
仏菩薩の居ます山，神霊の顕現としての山を祈願の
対象とし，霊山，霊場，聖地とされた山との共感を
通じて，日々の生活を見つめ直し，新たな生き方
を発見したのである。山は蘇りの場として機能し
てきた。本稿では山の信仰が現代で持つ意義につ
いて考えてみたい。
　日本の国土の四分の三は山や丘陵地であるとい
う。石川啄木が「ふるさとの山に向ひて　言ふこと
なし　ふるさとの山はありがたきかな」と故郷の岩
手山を詠んだように，山を心の中の原風景として持
ち続ける人も多い。日本の山は里からほどよい距離
にあったことで多様な山の信仰を育み，人々の日々
の暮らしの中に山は溶け込んでいた。秀麗な山，険
しい山，峨峨たる山，穏やかな山，雄大な山，噴煙
をあげる山，なだらかな山など，日本の山はそれぞ
れに個性豊かで強い印象を残す。しかし，山は時に
は土砂崩れや大洪水を引き起こし，噴火するなど災
いを齎す。山は祈りと畏れの対象であった。

 2   仏教との融合
　日本の山の信仰の特徴は仏教との融合である。仏
教には寂静の地の山を修行の地とする考え方があ

り，日本でも僧侶が山で修行することが多く，次第
に山に寺を建立するようになった。一方，日本の各
地には開山伝説が伝わる。開山とは僧や行者が前人
未踏の山に登拝し祭祀や祈禱によって霊地とし，そ
の後は修行の場に発展した。日本の山々では近年
には開山以来の区切の年を迎える山が多い。2016
年は勝道による日光山開山 1250 年，2017 年は泰澄
による白山開山 1300 年，2018 年は金

こんれん

蓮による伯
ほ う き

耆
大
だいせん

山開山 1300 年と続く。遡ると 2015 年は空海に
よる高野山開創 1200 年，2014 年は四国八十八ケ所
霊場開創 1200 年，大峯山の役行者 1300 年遠忌は
2000 年，出羽三山開山 1400 年は 1993 年であった。
　仏教伝来は文献上は 538 年か 552 年とされ，ほ
ぼ 100 年かけて受容されて山の信仰と混淆し，奈良
時代がその画期であった。山の信仰は仏教の日本的
受容で深みを増して展開し 1300 年の歳月が流れた。
仏教寺院に宗派を問わず，山号が付けられるのは，
山が修行の場の適地という思想が残っているから
で，仏教と山との密接な関係を知ることが出来る。
　各地の山の名称には仏菩薩や仏教思想に因む名前
が多い。薬師岳，観音岳，地蔵岳，阿弥陀岳，普賢
岳，文殊岳，釈迦ケ岳，八経ケ岳，大日岳，毘沙門
山，虚

こ く う ぞ う

空蔵山，弥山，妙高山，不動山，極楽山，浄
土山，金剛山，蔵王山，求

く ぼ て

菩提山，迦
かしょう

葉山，至仏山，
大菩薩嶺，妙法山，法華峰などが挙げられる。もち
ろん，神山，荒神山，稲荷山，神明山，妙見山，八
幡山，龍神山，明神ケ岳など神も祀られている。鳳
凰山や仙人岳には神仙思想の影響がある。月山，日
山，朝日岳，日光山，星

ほしのこ

居山，光ケ峰は自然現象に
由来する名称である。山に登ることは神や仏と出会
い願い事を叶えてもらうことであった。

山の信仰と現代

特定テーマ 山の日
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＊ 慶應義塾大学名誉教授，日本山岳修験学会会長
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 3   神仏習合の思想
　山の信仰と仏教の融合には，山で霊力を獲得する
修行を行って，里に下って加持祈禱をして民衆の
日々の悩みに対処してきた修験道の影響が大きかっ
た。「修験」という言葉の文献上の初出は，『日本三
代実録』貞観 10 年（868）で平安時代に遡るが，役
行者を開祖と仰ぐようになり修行が整ってくるのは
鎌倉時代中期以降で，教団化するのは室町時代であ
る。山での修行で得られる特別な力を「験

げん

」と呼ん
だ。修験者は山伏や法印とも呼ばれ，半僧半俗の在
家者で民衆の生活の中に深く入り込んだ。修験道は
密教（真言宗・天台宗）を取り込み，神仏混淆によ
って仏教の土着化を図った 1）。
　仏教の論理では日本の神は当初は迷える衆生の一
種とされた。その後，神々に敬意を表して菩薩号が
授けられ，八幡神は八幡大菩薩と称され僧形の神像
で表された。神像の生成も仏像の影響によることが
大きい。そして，平安時代中期以降に神仏習合が展
開して神と仏を同体とする本

ほ ん ち

地垂
すいじゃく

迹の思想が生まれ
た。本地垂迹とは，仏菩薩が仮に姿を現して日本に
神として現出して民衆を救済するという思想で，本
地を仏菩薩，垂迹を神とする。神々の本地は仏菩薩
で，日本では「権

かり

に現われた」ので「権現」という
尊称を付けた。化

け し ん

身，権
ご ん げ

化とも言える。これによっ
て土地の神々は仏菩薩に結びついて神仏習合の論理
が徹底化された。修験はこの神仏習合に基づいて山
岳修行を体系化し，山の神々は湯殿山大権現，鳥海
山大権現，箱根山大権現，白山大権現，戸隠山大権
現などと尊称され，本地には薬師や観音や釈迦など
の仏菩薩があてられた。吉野では金

かねのみたけ

御嶽（金峯山）
で修験の独自の崇拝対象である金剛蔵王権現が生み
出された。日本各地には権現山が数多くあり，御嶽
山や蔵王山，修験の異称に由来する聖岳や天狗岳も
各地に残る。明治の神仏分離以前は仏教寺院には鎮
守社が鎮座し，神社には神宮寺があり，神社のご神
体が仏像であることも通常であった。修験道は，明
治の神仏分離政策や，明治 5 年（1872）に「修験宗
廃止令」が出されるまで，日本の各地の山の信仰に
大きな影響を及ぼした。

 4   山の信仰と農耕民
　日本では山を歩けば至る所で小祠や小堂，神社や
寺院に出会う。水

みくまり

分神社や山口神社，里宮と山宮，
奥宮・中宮・口之宮など，山の要所に社があり，山
岳寺院も各所にある。元々は，大樹，巨岩，湧水，
湖沼，洞窟，温泉，滝，川などを拝んでいたのが，
祠や社やお堂を建てて祀るようになった。拝所は自
然の風景の中に溶け込んで，出会いと驚きの感動を
齎すような場所にある。神仏との交流は自然のいの
ちとの交感に他ならない。
　山は日々の暮らしと結びついて長く人々の生活を
支えてきた。山麓の農民にとっては，何よりも水源
地の水

みくまり

分の山であり，水は暮らしを支える根源であ
った。旱魃に際しては山中の泉に種水をもらいに行
き，山上で火を焚いて雨乞いをした。熊野を歩いて
いて，土地の人から山を「水

みずくら

蔵」と呼ぶという話を
聞いたことがある。一般的な考え方ではないが，山
の信仰の本質を言い当てているようであった。降り
積もる雪が水を地中に蓄えさせ湧水となって平野に
潤いを齎す。大雪は豊作の予兆と語られている。豊
富な湧水は生産力を高める。鳥海山西方の遊

ゆ ざ

佐の海
岸では海底湧水となって牡蠣をはじめ海の幸を育て
る。秋には鮭が故里の川を遡り産卵して死ぬ。いの
ちの循環のドラマが繰り広げられる。
　山の神は稲作や麦作の守護神で作神や農神と観念
されて生産を司る。春には山の神が里に降りて田の
神となり，秋には山に帰るという田の神と山の神の
交替を説く地方も多い。そして，死者の霊魂は山に
上り，年忌供養を経て次第に清まって三十三回忌に
はカミになる。山の神は先祖の霊とも融合する。先
祖は遠くの他界ではなく近くの山から子孫を見守
り，盆や彼岸には家に招かれて親しく交流した。白
雪に埋もれる山が春の雪解け時になると一斉に芽吹
き，夏には青々とした森と草原の山となり，秋には
紅葉に燃え，再び死の世界に閉ざされる。四季の自
然の移り行きを見ていれば，山が死と再生を繰り返〈羽黒修験道・秋の峰の修行〉違い垣の儀礼

〈羽黒修験道・秋の峰の修行〉三鈷沢での登拝
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し，いのちの循環があることを体感する。農民は春
になると山に消え残る雪

ゆきがた

形を生業暦として農作業の
開始時期を知るという地方は多い。北アルプスの山
麓の安曇野では，常念岳の前方の東北東の雪の斜面
に，徳利を手にした常念坊の黒い姿の雪形が現われ
ると田植えを始めた。白馬岳は代掻き馬の「代

しろうま

馬」
の意味で，残雪が馬の形になると代掻を開始した。
山は雪形を通して農作業のメッセージを山麓の人々
に届ける役割を果たしてきたのである。

 5   山の信仰と狩猟民
　狩猟民は山を生活世界としてきた。彼らにとって
は山は熊・猪・鹿・鳥などの恵みの獲物をもたらす
豊饒の源泉であり，猟師のマタギは，独自の山の神
の信仰を伝えてきた。山中でお産の陣痛で苦しむ山
の神を助けて，無事に出産させた功績で獲物を保証
されたという伝承も伝わり，血の穢れを忌まない。
狩猟には殺生が伴い血の流出があり，これを許容し
ないと生業が成り立たない。一方で，狩猟は男性に
限られ，女性を同行すると山の神は醜いので嫉妬し
て危険な目に合わせるという。奈良県天川村洞川の
山の神は，2 月と 11 月の 7 日が祭日で，クヒンサ
ン（天狗）が南天の枝を持つ山の神像の軸を掛けて
オコゼを供える。オコゼの醜い様相を見ると山の女
神は満足する。不猟の時には男根を露出して喜ばせ，
一人前の猟師になるクライドリの儀礼では男根を勃
起させて山の神の笑いを誘って奉仕を誓わせる。正
月の山の神の祭りでは，男根と女陰を擬した作り物
で男女の交合を擬似的に演じて豊饒多産を願うとい
う即物的な性的表現で山の豊饒性や生命力を喚起し
た。狩猟民の山の神は生産の神で農耕民の山の神と
は異なる。
　猟師は殺生の意味も変容させた。狩猟の神の諏
訪神は，通常は仏教では罪

ざいごう

業となる殺生の意味を
逆転させて，殺生は獣類を救って成仏させる。猟
師は獲物を得ると「諏訪の勘文」を唱えて罪を帳消
しにした。唱え詞は「業

ごうじん

尽有
うじょう

情 雖
はなつと

放
いえども

不
い き ず

生故
ゆえにじん

宿
人
しんしんにやどりて

身 同
おなじくぶっかをしょうせよ

証 仏 果 」（前世の因縁で業の尽きた
生物は，野に放つと長く生きられない。従って人間
の身に入って死んでこそ同化して成仏できる）であ
る。獲物の殺生は動物の成仏を助けるという。諏訪
は前宮の春祭りの「御

おんとうさい

頭祭」（酉の祭り）では 75 頭
の鹿の頭を供え，本宮では殺生の免罪符「鹿

か じ き め ん

食免」
を配布するなど狩の神である。山の神は山中の動物
や植物の主で十二の神がいるとされる。対馬阿

あ れ

連の
11 月 9 日のお日照り様の祭りでは山の神を山送り
した後は，山止めといって山に入らない。お産をす

るからだともいう。山の神は生産を強く表現する。
動植物を生成する山の生産力や，森や大地の生命力
への畏敬の念を表わすと考えられる。
　山はドングリや栃の実，キノコなど食材を豊富に
提供した。かつては森林は家屋の必需品である木材
を提供し，薪炭の原材としても貴重な資源であった。
建築資材の変化とエネルギー革命は山の暮らしを激
変させたのである。戦前までは山林や原野を伐採し
て火を放ち，灰を肥料として作物を育てる焼畑も盛
んで，蕎麦，粟，稗，大豆，小豆，大根，麦，サト
芋など多くの種類の作物を得た。稲作の単一作物栽
培とは異なり，飢饉の危機を避けることが出来た。
作業開始にあたっては，必ず山の神に許しを求め，
地中の生物には退散を願う。山中は魑

ちみもうりょう

魅魍魎，鬼・
天狗・山

やまんば

姥などが棲む異界であり，人間の自然に対
する働きかけは禁忌を守らないと危険な目に会うと
された。狼・猿・鹿・狐・狸などの動物は異界や他
界の山から現れる神のお使いで，様々なメッセージ
を齎す。特に狼

オオカミ

は眷属として神聖視され，三峯山や
山住神社では護符に描かれている。山と里の境界に
は社があり，稲荷は地域の守護神として街中に祀ら
れている。山は稔り豊かな富を齎す生産の原点であ
った。漁民も海上の位置確定に山を利用するヤマア
テで，遭難を避け，良い漁場を探索し，豊漁祈願と
航海安全を願った。

 6   基盤としての山中他界観
　山の信仰の基盤には山中他界観がある。山は人が
亡くなった後に，死者の霊魂が赴く場と信じられて
いた。山という言葉には死の連想が伴う。葬儀を地
域社会が担当していた頃，山は葬儀用語と結びつい
ていた。一般に埋葬を山仕事，山揃えといい，墓穴
掘りをヤマゴシレへ（隠岐中村）やヤマシ（奈良県
北部）と呼ぶ。壱岐では墓掘りをヤマイキ，墓穴堀
りをヤマンヒト，屍をくるむ茣蓙をヤマゴザという

（『綜合日本民俗語彙』第四巻）。越後三
みおもて

面では死ぬ
といわず「山

やまことば

詞になる」といい，三河東部では火葬
をヤマジマイ，香川県では火葬番への差し入れを「山
見舞い」，高知市では出棺の時に「山行き，山行き」
と叫んだ 2） 。ちなみに，修験が亡くなった時には

「帰峰」という。羽黒山で個人的に聞いた話である
が，山伏の修行を熱心に行った先達の葬儀の場で，
居合わせた人が，どこからともなく「どっこいしょ，
どっこいしょ」という声を聞いたので，「ああ，今，
山を登っているのだな」と皆が思ったという。
　日本の各地には，死後の魂が集まるとされる山が
幾つかある。東北の恐山や月山，関東の相模大

おおやま

山，

特
定
テ
ー
マ
　      

山
の
日 

◆ 

山
の
信
仰
と
現
代
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中部の白山や立山，近畿では高野山，伊勢の朝
あ さ ま

熊岳，
那智の妙法山などである。妙法山は「亡者の一つ鐘」
で有名で，熊野では死者の枕元に供える三合の枕飯
が炊き上がるまでの間に，死者の霊魂は手向けられ
た樒

しきみ

の葉を手に妙法山に参詣し鐘をつくと伝承され
ている 3） 。東北のハヤマやモリノヤマなど里近い
山は死者供養の場で，納骨習俗を伴う所もある。庄
内の清水のモリノヤマ，三森山では地蔵盆の三日間
だけ山上に登って死者供養をするが，道の途中で亡
き人と似た者に往き会うという。お盆には月山山上
で焚く火に合わせて家々の門前で迎え火を焚いて祖
先の霊を家に招く。祖先の霊は子孫を見守り，盆や
彼岸に子孫と交流する身近な存在であった。京都で
8 月 16 日の夜に行う「五山の送り火」は現在では
大規模な観光イベントになっているが，お盆の送り
火で祖先の霊を送る庶民信仰が根底にある。高野山
は 12 世紀頃から納骨が盛んになり「日本の総菩提
所」と呼ばれ，奥之院には累々たる墓所がある。武
将や貴族の墓だけでなく，企業の創業者や貢献した
人々を祀る会社墓も数多い。

 7   山の修行と曼荼羅世界
　仏教の影響が加わると，山中他界は仏菩薩の居地
で，極楽浄土，補陀落浄土，兜率天浄土，瑠璃光浄
土，霊山浄土とされた。各々が，阿弥陀，観音，弥
勒，薬師，釈迦の浄土である。雄大な風景は弥陀ケ

原と呼ばれ極楽浄土とされた。一方で，荒涼たる風
景や火山地形は地獄と見なされ，他界との境界の賽
の河原とされることも多く，恐山や立山がその典型
である。葛城山は山全体が経典そのもので，修験は
二上山から友ヶ島からまでの 28 ケ所の行場や拝所
を法華経の二十八品になぞらえ，各所に法華経を埋
めて経塚とした。山脈の全体が法華経の教えそのも
ので，峰入りで経典と修行者の身体が一体化した。
　また，修験は山全体を曼荼羅と見なす。マンダラ
とはサンスクリット語では「真髄」や「本質」を意
味し，悟りの本質を得ることだが，密教は目に見
える形として図像に描き観想の修行の本尊とした。
真言密教では，空海が恵

け い か

果から金剛頂経に基づく
金
こんごうかい

剛界と大日経に基づく胎
たいぞうかい

蔵界の教えの双方を伝授
され，金剛界の「智」と胎蔵界の「理」が一体となる，
つまり主体と客体，智と理が一つ，不二となる境地
を目指した。寺院の儀礼では両界曼荼羅の図像を掲
げ中尊の大日如来と一体化する儀礼を執行した。修
験は山全体を修行の道場とし，峰々が仏菩薩・明王
の居地で，山や峰，森や谷，滝や洞窟，雨や風，色
や匂いや音の全てが大日如来が説く法の世界，大自
然全体は曼荼羅と考える。山を歩き地を踏みしめて，
峰々谷々の大地の霊力と一体化した 4） 。
　大峯山は，吉野側を金剛界，熊野側を胎蔵界とし，
吉野から熊野へ，熊野から吉野へと峰入りの修行を
行い，山を金剛界，谷を胎蔵界と見なし，金胎不二
の悟りの境地に到達すると説く。山中では六道輪廻
を越え四聖の段階を経る十界修行を行い，最後に仏
と一体化して即身成仏を遂げる。金剛界は男性原理，
胎蔵界は女性原理で，金胎不二の境地は同時に陰陽
和合であり，山中の儀礼は擬似性交やいのちの誕生
に擬せられた。修験は山の中心に胎蔵界八葉曼荼羅
の中台を設定し，山を胎内や子宮として峰入り期間
は自らを胎内にいる赤子と観念する。母なる山に抱
かれ，母が子供を慈しみ育てるように成長する母胎
回帰の思想とも言える。修験の儀礼は，山中の修行
は妊娠から出産までの 275 日間に因む 75 日間の峰
入りを理想として誕生と死を擬似体験し，死から再
生へと蘇りを果たす。山は死後の世界であると共に
生まれる前の時空間とされ，非日常世界を体験する
場となる。他界や異界と観念される山で修験の峰入
り修行が精緻化されていった。

 8   祭祀から登拝へ，そして観光へ
　山は聖域や浄域と見なされ，ある地点以上への人
間の立ち入りは禁じられ禁

き ん そ く ち

足地とされていた。大和
の大

おおみわ

神神
じんじゃ

社は拝殿はあるが本殿はなく，三
み わ や ま

輪山を直

死者の霊が集まる月山。十王峠にて

湯殿山の即身仏のお衣替え。大日坊
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接に拝む対象としていた。山中には巨石が累々と連
なる磐

いわくら

座があり，神の降臨する神
ひもろぎ

籬とされて立入り
は禁じられ，もし犯すと祟りがあるとされた。古代
の大和では神

か ん な び

奈備という言葉が神霊の降臨・鎮座す
る山を指し，三輪山もその一つである。神奈備は
飛鳥の三

み

諸
もろやま

山の歌枕でもあった。『万葉集』（巻 10 
2162）にある「神奈備の山下とよみ行く水に」とい
う歌は名高い。神奈備と呼ばれる山は人里近くにあ
り，高くはないが姿形のよい山で畏敬の念が籠めら
れた。『出雲国風土記』にも神奈備の言葉は散見する。
農耕民が特徴的な山容に畏怖を覚え神霊の宿る場所
と考えて，岩や樹木から恒常的な社へと次第に移行
して神社の原型が造られた。
　山の信仰は祭祀から登拝へと変化してきた。山麓
の遥拝，中腹の祈願，山頂の祭祀，祭祀から登拝へ，
山岳寺院の開創，長期に亘る山岳修行などに展開し，
山々を縦走する峯入りの実践を中核に据えた修験道
という日本独自の山の信仰の体系化へと向かった。
衆生は山での修行を通して死と再生を繰り返し，最
後は即身成仏を遂げて仏，究極には自然と一体とな
る。修行の整備に伴い，山中を清浄の場として禁忌
が課せられ，特に女性の月経や出産を血穢と観念し
て女人結界を設定し，ある地点から上への女性の登
拝を禁じた。いわゆる女人禁制である。元々は一般
の俗人は山に立ち入らず，僧侶や行者の修行場で，
登拝しても一年の特定期間のみに限定し，長期の水
垢離や五穀断ちなど精進潔斎の上で登拝が許された
が，女性の地位低下や登拝の大衆化で，禁忌意識が
高まったと思われる。しかし，元々の山と里の境界
の意識も残った。結界には女人堂や姥堂に姥神を祀
り安産祈願がなされた。姥神は生産を司る山の神で，
ここは地獄極楽との接点ともされた。
　江戸時代には山岳登拝の講が都市民や農民を担い
手にして多数設定され，冨士講，大山講，御嶽講，
山上講，三山講などで多くの民衆が盛んに信仰登山
を行った。山麓には宿坊が整備され御師と呼ばれる

案内人兼祈禱師が成立し，先達として山を案内し
た。明治 5 年（1872）に政府は結界の解除を命じ，
これ以後は徐々に女人禁制は解かれ，現在は大峯山
の山上ケ岳（奈良県天川村）と後

うしろやま

山（岡山県東粟倉
村。現美作市）のみとなった。山上ケ岳は修験道の
中心的な活動の場であり，女人禁制を巡って様々な
議論が繰り広げられてきた 5）。女性を穢れや不浄と
考えて，清浄とされる場所への立ち入りを恒常的に
禁じることは，現代の男女同権の立場から見れば許
容できないが，歴史的に形成されてきた経緯を鑑み
て中立的立場から考察する必要がある。信仰登山は
1960 年代の高度経済成長期まで継続し，山がモー
タリゼーションで観光やレジャーの場になって急速
に衰えた。

　2004 年に「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺
産（文化遺産）に登録され，その中に山岳信仰の拠
点である高野山・吉野山・大峯山・熊野山が含まれ
た。2013 年には「富士山―信仰の対象と芸術の源泉」
が登録された。国内では山の信仰の場は「伝統文化」
として，国史跡や重要文化的景観に指定され「文化
財」化の動きが加速している。修験を担い手として
いた民俗芸能，「早池峰神楽」もユネスコの無形文
化遺産に登録された。山の信仰は急速に文化や観光
の資源としての活用が進められている。山の日の設
定を契機に，長い歴史を持つ山の信仰を「日本文化
の根底」にあるものと考えて，自然と人間の付き合
い方を問い直し，経済優先の現代人の生き方を再考
することも必要であろう。
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 1   はじめに
　山は不動の象徴として形容されることが多い。し
かし地球 46 億年の歴史の中で山脈は生成と消滅を
繰り返してきた。そうした中で，北アルプスは第四
紀になって成長した若い山脈である。ここでは北ア
ルプスの地形・地質の特徴と山脈の生成，地質的な
見どころに焦点をあててみたい。

 2   北アルプスの地形
　北アルプスは日本を代表する山岳地帯である。日
本の3000m峰21座のうち，北アルプスには立山，槍・
穂高連峰 8 座，乗鞍岳の 3000m 峰の 10 座が控えて
いる。北アルプスの稜線は大きく 3 つに分けられ，
西から劔−立山連峰−薬師岳−三俣蓮華岳，白馬岳
—鹿島槍ヶ岳—針ノ木岳−野口五郎岳−三俣蓮華岳
−槍ヶ岳−穂高岳−焼岳−乗鞍岳，霞沢岳 – 蝶ヶ岳
– 常念岳 – 大天井岳 – 燕岳−餓鬼岳の 3 列がほぼ南
北に配列している（第 1図）。これら 3 列の稜線の
間を流下する河川が，黒部川，高瀬川・梓川であり，
いずれも日本海に注いでいる。
　北アルプスは中央・南アルプスと異なり，活火山

（乗鞍火山列）が主稜線とほぼ同じ南北に配列して
いるのが特徴である。なお御嶽山も活火山であるが，
通例としては北アルプスに加えず，独立した火山峰
として扱われることが多い。

 3   北アルプスの地質
　北アルプスの中央部は花崗岩類から構成される
が，常念岳より南には中生代ジュラ紀の付加体堆積
岩類（美濃帯）が，唐松岳より北には古生代ペルム
紀の付加体（飛騨外縁帯）が分布する。さらに北端
部ではペルム紀付加体を不整合関係でジュラ紀や白
亜紀の海成〜非海成層が覆う（第 2図）。
　地質構成の上で特異なのは花崗岩類の生成時期が
ジュラ紀から第四紀まで，世界的にも例のない 7 期
にわたっていることである（原山ほか，2010）2）；
第 1表）。特に黒部川中流域では 10Ma 以降，4 回
の花崗岩類の貫入定置が生じており，どのような原
因で断続的なマグマ活動が生じたのか興味深い。

北アルプスの成り立ち

特定テーマ 山の日

原
はらやま

山 智
さとる

＊

Key Word
マグマ，短縮テクトニクス，傾動隆起，巨大カルデラ , 衝上運動，
水平軸回転

＊�信州大学・理学部

第 1図　北アルプスの主な稜線と河川系
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　火山活動は上記花崗岩類の貫入定置と同期して生
じている可能性が高いが，現在北アルプスに残存し
ているのは白亜紀末（第 3 期）の薬師岳流紋岩・笠
ヶ岳流紋岩と，第四紀（第 7 期）の爺ヶ岳火山岩類・
穂高安山岩類である。いずれも大型カルデラを 3 – 
4 km の厚さで火山岩層が埋積したために，山岳域
の激しい侵食に耐えて残存していると考えられる。
　北アルプスの第四紀大型カルデラで生じた破局
的噴火は，各地に広域テフラを供給している。広
域テフラでは，槍・穂高カルデラ起源の恵比寿峠
-Kd38- 福田火山灰 4），爺ヶ岳カルデラ起源の（白沢
天狗 –SK100-Kd245）がよく知られている（原山ほ
か，2003）5）。
　北アルプスでは 2.7 – 1.6 Ma にかけて玄武岩単成

火山とカルデラ火山の活動が卓越していたが，活
動休止期を経て 0.8 Ma に再開した火山活動が今
日の乗鞍火山列を形成した（Shimizu and Itaya, 
1993）6）。乗鞍火山列の多くは複成火山から構成さ
れ，北から風吹大池，白馬乗鞍，弥陀ヶ原（立山），
雲ノ平，鷲羽池，樅沢岳，焼岳，貝塩，乗鞍，御嶽
の各火山からなる。岩質的にはデイサイト〜安山岩
質を示し，その多くが粗粒斑晶（斜長石・輝石・角
閃石・黒雲母）に富む。白馬大池や焼岳火山などで
は石英と Mg 質カンラン石斑晶の組み合わせが観察
され，流紋岩〜デイサイト質マグマと苦鉄質マグマ
の混交が生じていることを示している 7）8）。
　北アルプスの山脈中軸部ではしばしば群発地震が
発生するが，震源は 5km より浅いものがほとんど
を占め，マグニチュードはほとんどが 4 以下と小さ
く，槍ヶ岳直下で 1963 年に発生した M 5.5 が最大
である（Hirahara et al.1989）9）。震源域より深い部
分は，地温勾配が大きいために脆性破壊領域（〜
300℃）を超えた高温に達していて，地震が発生し
にくいと考えられる。山脈の周辺の地震観測に基づ
く地震波トモグラフィーによれば，地震発生領域よ
りもさらに深い上部マントルまで地震波の低速度領
域が広がっていることが知られており（ Mikumo 
et al.,1995; Matsubara et al. 2000 ）10）11），おそらく
深部からのマグマ上昇に伴う高温領域が北アルプス
の中軸部の地下に広がっていることを示している。

 4   北アルプスの生い立ち
　北アルプスはマグマ活動とプレート運動による共
同作品である。2.7 Ma に始まった地殻下部への玄
武岩マグマの上昇は，一部が山脈南部の単成火山へ
のマグマ供給へと連なったが，大部分は地殻下部に
集積して部分溶融を引き起こした。
　この部分溶融マグマが上昇して地殻上部にマグマ
溜りを成長させていったのが 2.7 – 2 Ma の期間で，
北アルプス北部では 10 Ma 以降の花崗岩質マグマ
の断続的上昇により地温勾配が大きくなっており，
50 万年間ほどの期間で地殻上部の 15 – 4 km の範
囲に巨大なマグマ溜りが形成されたと推定される。
一方北アルプス南部の槍・穂高連峰では 70-80 万年
間かけて 10 km より浅いところにマグマ溜りが形
成されていった。
　地殻上部にマグマ溜りが形成されると，周囲の岩
盤より 0.4 g/cm3 ほど密度が低下し強力な浮力が発
生する。玄武岩と異なり珪長質になるほど溶融によ
る低密度化の程度が大きく（-15％ほど），マグマ中
に H2O が溶存するほどさらに低密度化して浮力効

第 2図　北アルプスの地質概略図
　　　　�1/20 万シームレス地質図 1）

に基づく

形成時期区分に関しては，原山ほか（2010）2）に基づき一部
変更を加えた。年代値は Ito�et�al.（2013）3）などに基づく

第 1表　北アルプスの花崗岩類の形成時期
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果を生み出すことになる。
　低密度のマグマが地殻上部に集積することで浮力
効果が働き，北アルプスでは広範囲にわたって隆起
上昇が生じた。北アルプス周囲の堆積盆である富山
平野，高山盆地，大峰堆積盆には 2.7 - 2.3 Ma に礫
が供給され始めるが，これは北アルプスが広域的に
隆起を開始し，侵食力が増大した結果，周囲に粗粒
砕屑物を供給開始した結果を反映している。
　約 30km 厚の地殻の 1/3 に当たる 10km 分が溶
融した珪長質マグマで占有されると，地表面は
1,500m ほど隆起上昇することが，シンプルなアイ
ソスタシー計算でも算出できる。おそらく北アルプ
スの隆起の前半はこうしたマグマ性の広域隆起が進
行していたのであろう。
　2.3 − 1.6 Ma に巨大カルデラで発生した破局的噴
火は 300 – 500 km3 の火山灰を複数回にわたり供給
し，地表には巨大なカルデラ火山が形成された。カ
ルデラ火山には一時的にカルデラ湖が形成され，凝
灰岩層や砂岩・レキ岩などの砕屑岩層が水平に堆積
した。爺ヶ岳南峰から中央峰にかけて露出する白沢
ノコル砕屑岩層はカルデラ湖堆積物の典型例である

（第 3図）。こうしたカルデラ内に堆積した砕屑岩層
や火山岩層はカルデラ形成後に生じた構造運動を解
析する良き対象となる。
　第 3図に示した白沢ノコル砕屑岩層は南北走向
で 80°東傾斜を示している。爺ヶ岳カルデラは 2.3 – 

1.7 Ma の活動期間を示すので，それ以降に南北水
平軸回転を伴う激しい隆起運動があったことを示し
ている（原山，2015）12）。
　爺ヶ岳カルデラは東に隣接する白沢天狗カルデラ
とともにほぼ垂直に近い回転の結果，カルデラの断
面を東西 4km にわたって露出している。
　さらに爺ヶ岳カルデラの直下に底付けした黒部川
花崗岩とともに東西 12km の範囲が回転運動に参加
している。白沢天狗カルデラの東に推定される回転
軸（南北水平軸）から 12km 西に位置する黒部川沿
いでは 1.6 – 0.6 Ma の間に 10 mm/ 年もの大きな隆
起速度だったと推定されている（原山，2015a）12）。
鹿島槍ヶ岳連峰におけるこのような水平軸回転運動
は，黒部川花崗岩の西縁に沿って生じた逆断層に沿
った衝上運動の結果であると提案されている 5）。黒
部川沿いでは黒部川花崗岩に接する中新世花崗岩類
が逆断層に沿う広範囲のマイロナイト帯を形成して
おり，黒部川花崗岩冷却途中の高温状態で変形が進
行したことを物語っている 2）。大規模なマグマ溜り
が地殻上部に形成されたことが，結果として上部地
殻の剛性強度を低下させ，黒部川花崗岩西縁部に逆
断層が発生する原因となった 5）。
　第 4図に北アルプス北部，鹿島槍連峰を横断する
東西断面を示し，逆断層に沿った衝上運動が南北水
平軸回転を引き起こしたことを示す。北アルプスで
逆断層に沿う水平軸回転が生ずる前，およそ 3Ma

第 3図　北アルプス爺ヶ岳カルデラのカルデラ湖堆積物
　　　　�爺ヶ岳南峰〜中央峰間の登山道沿いルート図
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から，中部地方から東北日本にかけてすでに強い圧
縮場に置かれていた（高橋，2006）13）。北部フォッ
サマグナで生じていた 4 Ma 以降の褶曲変形は，こ
の短縮テクトニクスの反映である。その後変形の
場は大峰帯に移行し（2.3 – 1.6 Ma），さらに 1.6 Ma
以降は西側の北アルプスに短縮テクトニクスの運動
が前進していく。このような逆断層運動の北アルプ
スへの前進は，ピギーバック型の衝上運動に分類さ
れる。
　鹿島槍連峰，爺ヶ岳カルデラで生じた激しい回転
を伴う隆起は，さらに南方の北アルプスでも確認さ
れている。爺ヶ岳カルデラの南方に位置する高瀬川
横谷部では花崗岩類のジルコンの FT（フィッショ
ン・トラック）年代とトラック長解析により，北ア
ルプス山脈中軸部の高瀬川断層より東側の部分が傾
動隆起したことが山田（1999）14）により推定され
ている。また山口（2000）15）は北アルプスの唐松
岳から中房川流域にかけて巨大なバソリスとして露
出する有明花崗岩について，天井部にあたる岩相が
岩体東縁の松本盆地に面した山麓に分布しているこ
とを示した。有明花崗岩の本来の天井部が松本盆地
山麓側にあることは，有明花崗岩自体が東側に回転

したことを示唆する。これをさらに裏付けるデータ
として，有明花崗岩と同時代に地表に噴出した溶結
凝灰岩類の分布が松本盆地に面した仁科山地（木崎
岩）や篭川流域下流，大町市仏崎などに確認されて
いる点があげられる（第 2図）。
　北アルプス南部でも北部と同様な南北水平軸回転

（傾動隆起）が確認できる。槍・穂高連峰では 1.8 - 
1.7 Maに少なくとも2回の破局的噴火を起こした槍・
穂高カルデラが知られている（原山，2015b）16）。
　このカルデラの直下に底付けしたのが滝谷花崗閃
緑岩で，ジルコンの U-Pb 年代が 1.36 Ma （Sano et 
al.,2002）17）,　黒雲母の K-Ar 年代が岩体上部から
下部に向かい 1.3 – 1.03 Ma と系統的な変化を，こ
れに対しジルコンの FT 年代は岩体での深度に関係
なく 1.0 -0.88 Ma を示す 16）。一方，滝谷花崗閃緑岩
中には高温時変形を示す S マイロナイト組織が広
範囲に確認され , ほぼ南北走向で垂直に近い構造を
示す。放射年代値の熱年代学的解析や高温時変形か
ら，槍・穂高連峰でもカルデラ火山 - 深成岩複合体
が南北水平軸に沿った回転が，1.4 – 0.8 Ma の間に
生じていると判断された（原山ほか，2003）5）。カ
ルデラ火山岩層の構造から回転角度は 20°前後と北

第 4図　北アルプス北部の水平軸回転隆起を示す東西断面概念図

第 5図　北アルプス南部の水平軸回転隆起を示す東西断面概念図
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部より小さい（第 5図）。
　北アルプス北部と南部では回転角度の差はあるも
のの，いずれもカルデラ火山 - 深成岩複合体の西縁
部を境に水平軸回転を伴う隆起運動がマグマ活動の
直後に生じており，共通性が高い。マグマの地殻上
部への定置が初期段階の隆起を引き起こし，その後
逆断層が発生して短縮テクトニクスによる衝上運動
が地表部に近いカルデラの水平軸回転や花崗岩体の
高温時変形を引き起こしている。

 5   北アルプスの見どころ
　北アルプスは第四紀に生じた山脈隆起の様々な証
拠をよく残しており，研究対象としても教材やジオ
パークなどの観光資源としての価値も有している。
ここでは主に原山 12）16）に基づき，今まで述べてき
た第四紀花崗岩及び同時代のカルデラ火山岩層の観
察に重点を置いて 3 ヶ所の解説を行う。なお順番は
アプローチの難易度による。

（1）ウェストン碑の第四紀花崗岩
［地形図］1：25,000「上高地」
［位　置］36° 14’ 49” N, 137° 37’ 36” E, 上高地，
　　　　　標高 1,500 ｍ
［解　説］よく知られた上高地の観光スポットの一
つで，バスターミナルから河童橋を渡って 30 分く
らいの所要時間である。イギリス国教会の宣教師で
あったウェストン卿は，明治年間に 3 回にわたり来
日したが，その来日期間のかなりの部分を登山や川
下りなど冒険に費やしたらしい。地形図もない当時
である。登山というより探検に近い山行であったろ
う。余りの休暇の多さに，上司は苦言を呈したらし
いが，おそらく何の効果もなかった。おかげで日本
アルプスは後に広く世界に紹介されることとなる。

　日本の山岳を広く世界に紹介した功労者−ウェス
トン卿のことを知る人は多いが，そのレリーフ（第

6図）の埋め込まれた岩盤が世界記録のタイトルを
持っていることを知る人は少ない。
　この岩盤は滝谷花崗閃緑岩（原山，1990）17）と
よばれる中粒の深成岩である。レリーフを作る岩盤
が世界記録保持者であるのは，その 1.4 Ma という
地表露出岩体としての最若年記録による。この滝谷
花崗閃緑岩が発見・報告された 1992 年まで，タイ
トルを保持していたのはパプアニューギニア島のオ
マラ岩体で，2.1 Ma であるから，それを一気に 70
万年以上更新する結果であった。 
　最若年記録の意義は，140 万年前に地下 4 km の
地点で，約 700℃のマグマから固まり始めた岩石が，
1.4 Ma 以降の急激な隆起で地表に露出している点
にある。槍・穂高連峰一帯は，1.4 Ma 以降，激し
い隆起をし，岩体の上方にあった岩石が浸食により
取り去られたことを意味しており，北アルプス南部
が山脈へと成長していった過程を知る上で，きわめ
て重要な証拠ということになる。

（2）爺ヶ岳白沢ノコル砕屑岩層（垂直なカルデラ
　　湖成層）
［地形図］1：25,000「神城」
［位　置］36° 35’ 16” N, 137° 44’ 57” E．
　　　　　爺ヶ岳白沢のコル，標高 2,620 ｍ
［解　説］爺ヶ岳は北，中央，南の 3 峰から構成され，
中央峰に三角点が，南峰に山頂標識がそれぞれ設置
されている。このうち，南峰と中央峰の間の鞍部を
白沢のコルと呼んでいる。
　爺ヶ岳白沢のコルを中心に南峰東側斜面から中央
峰西側斜面にかけて。厚さ 150m の白沢のコル砕屑
岩層が露出している（第 3図）。

　爺ヶ岳南峰自体は流紋岩溶結凝灰岩で構成され，
周囲の基質より暗色を示す本質レンズが多数含まれ
る。それらの示す葉理面は南北走向で東に 80°前後

第 6図　上高地のウェストン碑

第 7図　白沢のコル砕屑岩層のリズミカル凝灰岩細互層
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の傾斜のほぼ垂直を示す。南峰から白沢のコルへの
下りの斜面で溶結凝灰岩は非溶結凝灰岩に移行し，
さらに礫岩層が整合的に重なる。礫岩層の厚さは
10m ほどで，基質は凝灰質で，亜角礫〜亜円礫状
を示す流紋岩質の火山岩礫（0.5-3cm 径）が礫支持
の状態で多数含まれる。白沢のコルの先にも 10m
ほど礫岩層が続き，その先に厚さ 30m の凝灰質砂
岩層，さらに先に成層した数 mm 〜 2cm 厚の細粒
凝灰岩 / 凝灰質砂岩有律互層（第 7図）が整合的
に重なっている。構造は南峰の溶結凝灰岩層と同じ
く南北走向で 80°前後の東傾斜を示すが，ときに逆
転構造も示す。凝灰岩層中の級化構造や上位層によ
る削り込みは，いずれも東側が上位であることを示
している。こうした垂直に近い構造は 160 万年前に
カルデラ火山の活動が終了して以降，北アルプスの
水平軸回転を伴う激しい隆起運動が生じたことを示
している。

（3）北穂高岳から望むカルデラ火山岩層
［地形図］1：25,000「穂高」
［位　置］36° 16’ 15.1” N, 137°39’ 11.7” E．
　　　　　北穂高岳小屋，標高 3,030 ｍ
［解　説］上高地をスタートして，ここまで 9 時間
くらいかかるだろうか。大変な思いをして来るだけ
の価値ある光景が，ここには待ち構えている。

　標高差 300m の大キレットのギャップの向こうに
は南岳獅子鼻の岩壁と槍ヶ岳への稜線が続いてい
る。獅子鼻の壁にはやや東に傾いた柱状節理とそれ
を断ち切る右下がりの線が何本も確認できる。この
線がカルデラ火山岩層の堆積構造を示しており，カ
ルデラ形成後の 1.4 – 0.8 Ma の間に，東に 20°傾動
隆起が生じたことを示している。
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　わが国は，国土の 3/4 が山であり，その大部分は
森林に覆われている。地形は急峻で変化のある風景
を作り出し，特に優れた自然を有する地域は，国立
公園等の保護区に指定されている。今日，登山や観
光の対象となっている山の多くは，かつては人の生
活とは無縁であり，原始性を保ってきたが，わが国
の近代化とともに林業，鉱業，電源開発などで奥地
まで人の手が入るようになり，高度経済成長期には
各地で自然保護と開発のせめぎ合いがあった。その
ような時代にあって国立公園等は，各種行為を規制
することで山の自然を守る役割を果たしてきた。し
かし，近年問題になっている，里山など人とのかか
わりにより形成され維持されてきた二次的自然の劣
化や野生動物との軋轢，自然災害，登山道の荒廃な
どについては，原因となる行為や対応策が規制に馴
染まないことから，新たな発想と対応が必要である。
　本稿では，長年，私がかかわってきた国立公園の
例を中心に，人と山とのかかわりを振り返りつつ，
山岳地域の現状と課題を紹介し，今後の方向につい
て考えてみたい。

 1   山の昨今
　山は我々に様々な恩恵を与えてくれるが，時には
人間の力では如何ともしがたい自然の猛威をふる
う。そんな山を，古来，我々は，畏敬の念を抱いて
崇め，修行や宗教登山の場として，また生活の糧を
得る場として利用してきた。
　明治になってヨーロッパから近代アルピニズムが
入ってくると，人々は未踏の岸壁や冬山にも挑むよ
うになり，1936 年，立教大学隊が我が国初のヒマ
ラヤ遠征を行った。戦後の復興期には，水や鉱物な

ど山の豊富な資源が脚光を浴び，尾瀬でもダムをつ
くる計画が持ち上がった。産業・経済が最優先され
たこの時代に，「尾瀬を守れ」の声に軍配が上がっ
たのは幸いであったが，永遠に水没してしまった
峡谷も少なくない。経済白書に「もはや戦後ではな
い」とうたわれた 1956 年，ヒマラヤ 8000 ｍ峰のマ
ナスルが日本隊により初登頂された。このような時
代を背景に大衆登山の時代が幕を開け，尾瀬や北ア
ルプスでは，登山者によるゴミや高山植物の踏み荒
らしが問題になった。国土開発の波は山にもおよび，
1960 年代から 1970 年代初頭にかけて，列島各地で
山岳道路やロープウェーが次々と建設された。道路
等の建設は，直接，山を傷つけるばかりでなく周辺
の生態系や微気候への影響を誘発し，大勢の人が車
で山の核心部に入ることで，静謐さなど山の本来の
魅力が損なわれた。当時は，各地で公害が深刻化
した時期でもあり，1971 年には環境庁（当時）が
発足して，時代は開発志向から環境重視へと舵を
切った。
　環境庁発足後には，尾瀬の横断道路，大雪山縦貫
道路，南アルプススーパー林道などすでに着手され
ている事業にも，中止や縮小されるものが出てきた。
1973 年，環境庁は，以後，国立公園の特別地域な
どにおいては山岳道路の建設を認めないことを表明
した。森林伐採が問題になっていた知床や屋久島で
は，保護へと方針が転換され，その流れは後の世界
遺産につながっていく。この頃は，利用者の増加に
対応して，ゴミ持ち帰り運動（1972 年，尾瀬），マ
イカー規制（1975 年，上高地）が始まった時期で
もある。
　その後，国立公園等において新たな大規模開発は
行われなくなったが，諸法令の規制がゆるい里山な

山岳地域の自然環境保全
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ど二次的な自然や身近な自然に危機が訪れた。宅地
やレクリェーション施設の用地として利用価値が出
てきたためで，特に，1987 年のリゾート法の制定と，
この時期に始まったバブル景気がこの傾向に拍車を
かけた。多くのリゾート構想は画餅に帰したが，ゴ
ルフ場とスキー場が各地に建設され，地形など自然
条件を無視した造成で，大々的に自然を改変してし
まった例も少なくない。
　この頃から，中高年の登山者が目立つようになっ
てきたが，1994 年の TV 番組「日本百名山」など
の影響もあって中高年登山者はさらに増え，ブラン
ド化された山の人気が一段と高まった，最近では山
ガールやトレイルランニングなど，山のファッショ
ン化が進み，新しい利用形態が出てきている。

 2   山の恵みを守るしくみ
　最近，「生態系サービス」という言葉を耳にする。
生物多様性から人間が受ける利益のことで，１．供
給サービス（水，食料，木材等原材料，遺伝資源，
薬用資源など），２．調整サービス（大気，気候，
自然災害防止など），３．文化的サービス（自然景
観保全，レクリーション・観光の場，文化・芸術，
神秘的体験，科学・教育など），４．基盤サービス（栄
養塩の循環，土壌形成など）の 4 つに分類される。（3
つあるいは 5 つに分類する場合もある）。これらは，

「山の日」の趣旨にある「山の恩恵」に近い概念で，「森
林の多面的機能」とよばれるものもほぼ同じと考え
てよい。
　このような山の恵みについて，昔の人々は体験的に
理解していて，自然界からの過度な収奪や自然を損
なう振る舞いは自制していたであろう。江戸時代に
は諸藩において留木・留山等の禁伐措置を定め，山
回りをして盗伐等に厳しく目を光らせていたという。
　現在，自然環境保全に関する制度は多くあるが，
その中で山の自然を守る上で重要な役割を果たして
いるものとしては，「自然環境保全法」，「自然公園
法」，「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関
する法律（鳥獣保護管理法）」，「絶滅の恐れのある
動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」が
ある。これらの制度は，指定した区域内で行為規制
を行うほか，種の保存法では，特定の種については
採取・捕獲だけでなく取引きも禁止し，トキ，シマ
フクロウ，ライチョウなどについては，給餌や人工
増殖などで種の存続を図っている。その他には，文
化財保護法の名勝・天然記念物，森林法の保安林（水
源涵養，防災，風致・保険などの目的で設定），国
有林の保護林などがあり，国立公園と重複して指定

されることも多い。世界遺産やラムサール湿地など
の国際的な取り組みは，それ自体に法的規制はなく，
自然公園や鳥獣保護管理の制度で守っている。
　これらの中で最も古いのは，1873 年（明治 6 年）
の鳥獣狩猟規則に始まる鳥獣保護管理制度である。
当初は，銃猟による事故防止が主たる目的であった
が，その後，狩猟資源として鳥獣を保護する考え方
が導入され，2015 年には「鳥獣の保護及び管理並
びに狩猟の適正化に関する法律」となり，特定の鳥
獣の数が著しく増えまたは減少した場合は，生息数
等の管理を行う制度になった。北海道などで行われ
ているシカの計画的な駆除は，管理の一例である。
　大面積の自然を包括的に保護する制度としては，
昭和 6 年の国立公園法が最初である。わが国を代表
する自然の風景地を保護し，保健・休養・教化の場
として利用することを目的としており，「地形地貌
ガ雄大ナルカ或ハ風景ガ変化ニ富ミテ美ナルコト，
同一風景型式ヲ代表シテ傑出セルコト（下線は筆
者）」を基準に選定が行われ，1934 年に大雪山，中
部山岳，瀬戸内海，阿蘇など我が国最初の国立公
園が指定された。1957 年には自然公園法に改正さ
れて，国立公園，国定公園，都道府県立自然公園か
らなる現在の自然公園制度となり，現在，32 の国
立公園（国土面積の 5.6％），57 の国定公園（同 3.8
％），315 の都道府県立自然公園（同 5.2％）が指定
されている。国土の14.6％をカバーする自然公園は，
我が国の自然環境保全上最も重要な役割を果たして
いる。国立公園の中には平坦な湿原やサンゴの海を
主体とする公園もあるが，一体的な生態系として，
あるいは風景として，山と無関係な国立公園はない
といっても過言ではない。ちなみに，「日本百名山」
についてみると，国立公園内に 75 座，国定公園内
に 16 座，道県立自然公園内に 8 座で，いずれにも
指定されていないのは群馬県の武尊山だけである。
　日本の国立公園は，土地所有や土地利用にかかわ
りなく指定する「地域性」を採用しており，95％が
国有地の大雪山国立公園から，国有地がほとんどな
い伊勢志摩国立公園までさまざまである。これに対
し，アメリカなど新大陸に多いのは，土地を国が
所有して公園目的にのみあてる方式で，「営造物型」
とよぶ。どちらが優れているということではなく，
日本のように，古くから土地利用がなされ私権が複
雑に入り組んでいたところに国立公園を指定するに
は，地域性が効果的だったのである。とはいえ，厳
正な保護や利用のコントロールに営造物型のほうが
有利なのは明らかであり，日本の国立公園が抱えて
きた問題や対策の難しさには，地域性なるが故のも
のが多い。
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　このような特性を持つ日本の国立公園は，規制の
ランクで特別保護地区，特別地域，普通地域に分け
られ，開発行為（建築物の設置，伐採，土地の形状
変更など）に当たっては環境大臣の許可（普通地域
は届け出）が必要である。一方，ビジターセンター，
道路，旅館，避難小屋，便所など国立公園の利用等
に必要な事業は，原則，国が行うが，すべて環境省
が行うわけではない。旅館やホテルなら民間が環境
大臣の認可を受けて行い，車道は，道路行政を所管
する国土交通省や地方自治体が環境大臣と協議のう
え行うことが多い。このように，我が国の国立公園
は，さまざまな主体が分担・連携して必要な施設を
整備し，管理運営をする仕組みになっている。
　国立公園が我が国を代表する風景地であることは
今も変わりがないが，その自然の評価には時代の変
化が見られる。国立公園の指定（拡張）理由をみる
と，当初は「原始的な景観」「優れた景観」という
表現，特に地形の要素が多くとり上げられているの
に対し，1970 頃から「貴重な」「固有の」「動植物」

「生態系」が多くなり，2000 頃からは，これらに加
えて「希少な」「多様性のある」という表現が多く
なっている。
　二次的な自然に目が向くようになったのも，最近
の傾向である。元々，日本の国立公園は，瀬戸内海
の伝統的な漁村風景や牛の放牧による阿蘇の草原景
観など，二次的な自然を含む制度として生まれた。
しかし，戦後の復興期や高度経済成長期の国立公園
は，押し寄せる開発に対する防波堤として，極力人
為を排除することに重点を置いてきたのである。二
次的な自然は，景観だけでなく，それに依存する動
植物の生息生育地としても重要であり，伝統的な放
牧が衰退した阿蘇では，草原を維持するために毎年
野焼きが行われている。また，2007 年指定の丹後
天橋立大江山国定公園，2016 年の京都丹波高原国
定公園は，棚田や里山にも重点を置いたものである。

 3   山を守り，利用するための取組み
　日本の山岳公園を代表する中部山岳国立公園は富
山，新潟，長野，岐阜にまたがる 174,323ha の地域で，
国有地が 89％（ほとんどが国有林）をしめる。か
つてのような大規模開発との調整はなくなったが，
利用者の集中，登山道の管理，野生生物との共存，
外来種の侵入，防災対策など，山岳地域が抱える典
型的な問題を抱えている。ここでは，長野県側から
上高地に入り，穂高岳に登るコースにそって，国立
公園の取り組みや問題点を紹介する。

①マイカー規制
　国立公園は，マイカー規制の基地である松本市の
沢
さわんど

渡から始まる。マイカー規制は，高度成長期に，
国立公園の核心部まで自然の容量を超える人や車が
入り込むようになり，自然環境が損なわれるばかり
でなく交通渋滞などの問題が各地で深刻になってき
たために打ち出された施策（「国立公園内における
自動車利用適正化要綱」1974 年，環境庁）である。
自然公園法では交通規制を行うことができないた
め，環境庁が警察庁に協力を求め，道路交通法によ
る規制が実現したもので，上高地では全国に先駆け
て 1975 年の夏から始まった。当初，地元には，観
光客の減少を懸念して反対の声が強かったが，実施
の結果，渋滞解消により観光客の流れが円滑になり，
車の騒音と排ガスから解放された上高地は，元の静
謐さを取り戻した。利用者にも好評で，その後は，
規制期間が段階的に延長され，今は通年規制で利用
最盛期には大型バスも規制されている。完成したシ
ステムとして定着した感があるが，最近，規制の目
的はもっぱら排ガス対策と渋滞緩和にあると理解
されている点が気になる。今一度，規制の本来の
目的は，円滑に大量の人を送り込むことではなく，
自然の中をゆっくり歩いて楽しむことにあること
を思い起こし，利用のコントロールなども視野に入
れてさらに洗練された規制をめざしてほしい。
　沢渡にあるパークゲイト（環境省：以下，（ ）内
は，施設の設置管理者）は，バス乗り場を兼ねたイ
ンフォメ―ション施設で，隣接の大駐車場（松本
市）と一体で機能している。利用者はここでバス又
はタクシーに乗り換えて上高地に入る。中の湯で国
道から分かれて県道に入るとすぐに釜トンネルであ
る。以前は，素掘りの片側通行で，上高地への関門
であったが，今は数分で抜けてしまう。釜トンネル
を抜けると間もなく大正池の向こうに穂高岳の雄姿
が目に飛び込んでくる。大正池は，1915 年（大正 4）
に噴火した焼岳の溶岩流が梓川を堰き止めてできた
もので，穂高岳を背景に湖面に林立する枯れ木が印
象的であったが，今は，上流部からの土砂の堆積で
湖が浅く小さくなり枯れ木も年々数が減ってしまっ
た。様変わりを嘆く声も多いが，噴火から 100 年を
経た溶岩流の上には，カラマツなど実生の樹木が成
長して森林に移行しつつあり，今も噴火活動を続け
る焼岳とともに，動く自然の姿を目の当たりにする
ことができる。一概に過去の方が良かったとは言い
難く，自然の遷移にゆだねる選択肢もあるが，大正
池は，沢渡にある水力発電所の貯水池として使われ
ており，毎年，シーズンが終わってから電力会社が
浚渫をして容量を確保している。
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②連携・協力による国立公園の管理運営
　大正池から 3km ほどで県道は終わり，終点には
駐車場（環境省），バスターミナル（同），公衆便
所（同），インフォメーションセンター（同）），観
光センター（松本市），診療所（大学），郵便局があ
る。インフォメーションセンターにはスタッフが常
駐し，無料休憩スペースでは国土交通省の防災パネ
ルによりリアルタイムで上流の様子がわかる。当建
物には，環境省自然保護官事務所の他，警察官駐在
所，遭難対策協議会の登山相談所が入っている。一
方，隣の観光センターには，食堂・売店，バス・タ
クシー会社，観光旅館組合，荷物預かり所などが入
居していて，二つの建物は，官，民，地元が一体と
なって国立公園の管理運営にあたる中枢として機能
している。なお，上高地には，宿泊施設としてキャ
ンプ場と 9 件の旅館があるが，いずれも国有地を使
用して事業を行っている。

③受益者負担と利用者サービス
　駐車場では車から環境協力金を徴収しており，バ
スターミナルと河童橋のトイレではチップ制を導入
している。これらの収入は，上高地内にあるビジタ
ーセンター，園路，橋，標識などの施設の維持管理
や一帯の清掃・ゴミ処理，トイレ（8 か所）の維持
管理と利用者への情報提供などにあてられ，ゆきと
どいた利用者サービスを実現している。協力金等の
徴収と施設の維持管理，情報提供などの業務は，一
般財団法人自然公園財団が行っている。 
　ターミナルからいよいよ山に向かって歩き出す
と，間もなく河童橋（環境省）のたもとに着く。こ
こから眺める穂高岳は眼前に迫り（写真），上高地
で最も人気のある場所である。梓川の左岸と右岸の
どちらにも歩道がある。河童橋を渡らずにそのまま
左岸を行くと，間もなくビジターセンタ（環境省）
がある。午前と午後，ガイドツアー（無料）が行わ
れていて，誰でも予約なしで参加できる。上高地に
は，プロのガイドも常駐しており，散策から登山ま
で対応している。

④一筋縄ではいかない野生生物と動く自然
　ビジターセンター一帯のカラマツ林は，90 年以
上前，放牧地だったところに植えられたものである。
平成になる頃まではウサギや希少種のミヤマシロチ
ョウが良く見られたが，今は全く見当たらない。カ
ラマツが大きくなって日差しが入らなくなり，林床
の植生が変わってしまったためである。人工林は適
度な間伐を行う方が生物多様性保全の観点からも好
ましいとされており，間伐材を上高地内の木道や橋，

標識などに使えば一石二鳥，循環型社会の趣旨にも
そうのだが，一帯は，国立公園であり，特別名勝・
特別天然記念物であり，国設鳥獣保護区であり，保
安林である。人手を入れることにコンセンサスを得
るのは容易ではない。
　ここから横尾までの 11km は，清流沿いに森の中
を歩く実に気持ちの良い道である。平坦で二，三人
が並んで行交うことができるから，談笑しながら思
い思いに歩くことができる。老若男女，重装備の登
山者から観光客まで違和感なく自然の中に溶け込ん
でいる。ただし，足元に注意しないと，緑色の糞を
踏みそうになる。サルである。南方の動物だから野
生のサルは欧米人に特に人気がある。母ザルにしが
みつく子ザルなど実に愛らしいが，人慣れを防ぐた
め，心を鬼にして追い払いを行っている。クマの目
撃情報も頻繁にあり，まだ利用者が襲われた例はな
いが，気がかりな問題である。全国的に増えすぎて
大きな問題となっているシカについては，今の所，
植物の食害等はないが，すでに，標高 2000m 以上
の国立公園内で目撃されており，公園内への定着は
時間の問題だといわれている。シカの食害で植生が
すっかり変わってしまった知床や南アルプスの轍を
踏まないため，環境省は関係者や専門家からなる協
議会を設置し，目撃情報の収集と国立公園内への侵
入防止を検討している。憂慮すべきだが，全国で，
シカ対策の成功例は未だなく，シカの侵入を完璧に
防ぐのは極めて難しいだろう。後手に回っていると
いうよりは，自然は人の意のままにならぬものと解
すべきではないか。
　外来種は，上高地で 55 種発見されており，環境
省は，侵略性の特に強いオオハンゴンソウについて
は根絶を目指して駆除をしているが，外来種は庭の
雑草のようなもので，拡散を防ぐことができれば良
しとすべきであろう。
　河童橋から 3km，約一時間で明神である。この
あたりもかつての放牧地だが，今はニレなどの河畔
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林になっていて，新緑の頃には一面にニリンソウが
咲く人気スポットである。ところが，最近，大雨が
降ると山から土砂が大量に押し出すようになり，時
には，土砂が歩道を乗り越えてニリンソウの林に厚
く堆積するようになった。このあたりに限らず，梓
川流域では，近年，大規模な崩壊が発生するように
なり，河床が上昇して災害の恐れが出てきた。国土
交通省では，明神付近の梓川本流に砂防堰堤を築き，
国有林では山腹に治山工事（山腹工）を行っている
が，河床が安定すると上高地と北海道の一部にし
かないケショウヤナギが衰退することがわかってお
り，悩ましい問題である。防災対策については，ソ
フト面も含めて関係者で相談しながら進めている。
これらの防災工事は，景観に配慮して目立たない工
法を採用し，工事は冬の間に行われているので利用
者はほんど気づかないが，国立公園の舞台裏にはこ
のような人間の営みがあることを利用者に知っても
らうなど，人と自然の関係について考える材料を提
供することも，国立公園の役割であろう。
　明神からさらに 3km ほど行くと徳沢である。旅
館が二軒（民間と松本市営）と，キャンプ場（環境省），
便所（同）がある。徳沢も放牧地跡だが植林がなさ
れていないので，開放的な草地で昔の名残を残して
いる。

⑤トイレとゴミ
　徳沢から 5km で横尾に着く。梓川に沿った平坦
な道はここまでで，槍ヶ岳，涸沢および蝶が岳の三
方に分かれ，いずれも本格的な登山となる。横尾は，
登山者の前進基地であり，上高地からの日帰りハイ
カーの折り返し点でもある。誰もがここで一息入れ
るから，トイレは重要である。ここのトイレ（環境
省）は，上高地から離れているため，維持管理は自
然公園財団ではなく，隣の山荘が行っている。
　横尾から涸沢へは 3 時間ほどである。岳人のメッ
カ，涸沢には，二軒の山小屋とキャンプ指定地があ
り，ここをベースに穂高岳の岩場や岩稜を登る人も
多い。繁忙期には長野県警察の遭難救助隊が常駐し，
診療所（大学）が開設されるなど，安全登山や遭難
救助においても重要な基地となっている。二か所の
トイレ（環境省）は，それぞれ隣接の山小屋が維持
管理をしている。最盛期には，トイレ待ちが一時間
近くになることもあるという。「山の日」が混雑に
拍車をかけることにならないことを祈る。
　以上，みてきたように，上高地から涸沢までのト
イレは，国立公園当局の環境省が整備したいわゆる
公衆トイレで，不特定の公園利用者が対象である。
一方，これより先には山小屋のトイレしかない。行

動中の登山者にとって用足しは切実であり，環境汚
染対策としても必要であることから，1999 年に「山
岳トイレ」事業が発足した。これは，山小屋に国が
費用の半額を補助して，通りすがりの登山者にも対
応したトイレを設置するものである。補助で整備し
たトイレは，山小屋が利用者から一回 100 円程度の
協力金をあおいで管理にあてている。すなわち，「山
岳トイレ」は，休憩・避難，救急・遭難救助などで
公共的な役割を担っている山小屋と国立公園当局が
協力して目的を達成しようという制度である。数年
前の事業仕訳で，民間に国費を補助する「山岳トイ
レ」がやり玉に挙げられたが，筋違いの指摘であっ
たことがご理解いただけよう。
　かつてゴミとトイレで評判の悪かった富士山で
は，国費に静岡・山梨県と地元市町村がさらに補助
を上積みして，山小屋のトイレをきれいにした。
　ところが，営業の山小屋がほとんどない東北や北
海道ではこの制度が使えず，山のトイレ問題は以前
にもまして深刻である。
　し尿処理は，バイオ処理・土壌還元の手法を採用
している例が多く，高冷・遠隔地ゆえの難しさがあ
り，今後さらなる技術改良が期待される。
　ところで，上高地から歩いてきて，ゴミが全く落
ちていないのに気づくだろう。かつては，散乱・集
積するゴミをアルバイトが集め，人力とヘリコプタ
ーで下していたが埒が明かず，いっそのことゴミ箱
とゴミ捨て場をなくして持ち帰りを呼びかけたらど
うかと実施に移してみたところ，次第にゴミが減っ
て今のようになったのだという。外国人が増えた昨
今，自宅までの持ち帰りは無理なので，国立公園
の入り口などで回収するシステムを確立する時期
である。

⑥登山道
　登山道は，山を楽しむために不可欠である。歩き
やすさや展望，安全に直結するだけでなく，沿道保
護の上からも極めて重要な施設である。しかし，開
設の経緯が不明で管理者がはっきりせず，山小屋関
係者が維持補修を行ってきたものが多い。今は関係
行政機関と山小屋が協力して維持管理が行われてい
るが，十分とは言い難い。また，植生や土壌条件に
よっては登山道が原因で植生が荒廃し土壌浸食が進
むなど深刻な問題が起きている。写真は，北アルプ
ス北部の太郎山付近で，登山道が人の背丈以上に洗
掘され，一帯のお花畑は痛々しい状況になっている。
このような現象は，利尻，大雪，八幡平，白山，丹
沢など全国各地の登山道で進行しており，応急手当
てをするとともに道路の閉鎖や迂回などの対策を講
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じ、沿道の荒廃防止と自然再生を図る必要がある。
その他，現場施工を求められる登山道には，他の土
木工事とは異なる設計と予算のシステムが必要であ
り，工法の開発や管理責任の所在などとともに課題
は多い。

 4   将来に向けて
　以上，述べてきた中部山岳国立公園の現状と課題
は，全国の山岳地域に共通するものである。すでに
対策の緊急性と重要性を述べた登山道と同じく，自
然災害や野生動物による被害も放置できない課題で
ある。しかし，大きな自然の動きを人為で制御する
のは容易ではない。どこまでできるのか，どこまで
やるのか。ハードにたよるだけでなく，環境容量や
危険度など自然条件に応じた利用のあり方と受け入
れ体制についても合わせて考えていく必要がある。
遭難対策にもいえることだが，自然界では，策を尽
くしたとしても 100％の安全はないのだから，登山
者は自己責任の心構えで山に入るべきであり，他方，
管理する側は，過剰な規制等により登山者の行動を
束縛すべきではない。
　今後，予想される山の自然環境保全上の問題とし
ては，かつてのような開発と保護の単純な対立では
なく，地球温暖化防止の観点から推進すべき自然エ
ネルギーの利用と，山岳部の自然環境保全がぶつか
るようなケースの増加が考えられる。昨年，環境省
は，従来認めないとしていた国立公園内での地熱発
電を，一定の条件で認める方針に転換した。写真は
山稜線に並ぶ風力発電施設である。富士山や穂高岳
がこうなるとは思わないが，慣れ親しんだ山の眺め
が変わる可能性がある。景観だけでなく，野鳥にと
っても風車は支障になるのだ。 
　地球温暖化といえば，ライチョウや高山植物が，
温暖化で生息・生育できなくなった場合に備え，飼
育下で種の保存をさせるべく，人工繁殖の試みがな

されている。私は，ジュラシック・パークを連想し
てしまう。トキの人工繁殖成功のニュースを聞いて，

「トキは絶滅したがっているのではないでしょうか，
悲しげな目をしています」と言った人がいた。一瞬，
面くらったが，そのような感性は大事にしたい。
　かつて，開発に反対する自然保護側に説得力が弱
かったのは，自然の恩恵を数値で表すことができな
かったことが要因の一つである。最近は，生態系サ
ービスを経済的な価値に換算し，政策決定などに反
映させる手法が注目されている。研究分野としては
興味深いし，自然の重要性を主張するのに有効な場
合もあろうが，両刃の剣である。計算によれば山を
半分残せばよい，だから半分削ってしまおうとなる
かもしれない。
　そんな時代だからこそ，大きな感動や安らぎを与
えてくれる山に向き合い，感謝の念を持ち続けてい
きたい。

〈参考文献〉
1）　�東京大学出版会：「日本の自然環境政策（竹内和彦，渡辺綱雄

編）」，2014
2）　岩波書店：「山とつきあう（岩田修二）」1997
3）　環境省「環境白書28年版」
4）　�環境省長野環境事務所：平成 24年度中部山岳国立公園上高地

地域外来植物分布調査結果等について：
　　http://chubu.env.go.jp/nagano/to_2013/0725a.html
　　（2016年 7月 26日現在）�
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 1   はじめに
　国土交通省北陸地方整備局立山砂防事務所が砂防
事業を実施している常願寺川は，北アルプスの北ノ
俣岳（2,661.2m）に発し，立山連峰を源とする右支
川湯川，称名川を合わせつつ，富山平野を流下し，
日本海に注ぐ日本有数の急流河川である。（図 -1）
　特に，湯川源流部の立山カルデラには，日本三大
崩れのひとつである「鳶崩れ（とんびくずれ）」の
跡が今でも残っている。安政 5 年（1858 年）の飛
越大地震により，大鳶山，小鳶山の山体崩壊が発生
し，崩壊した土砂量は 4 億 1 千万 m3 ともいわれ，
直後，二度にわたる河道閉塞（天然ダム）の決壊
で，富山平野に甚大な被害を与えた。以来，常願寺
川は豪雨の度に大量の土砂を押し流す荒廃河川とな
った。立山砂防事務所はこの立山カルデラの対策を
中心とし，昭和 44 年の豪雨により土砂流出が発生
した称名川，平成 23 年の豪雨により土砂及び立木
が流出した本川真川上流等で対策を実施している。

 2   立山の砂防事業のはじまり
2.1 県の砂防事業から国の砂防事業へ
　安政 5 年の飛越地震による鳶崩れを契機とし，常
願寺川の上流から流れる土砂によって下流の河床が
上昇し，河川改修工事にもかかわらず，洪水や土砂
災害は年々激しさを増した。相次ぐ災害から，洪水
を防ぐにはまず水源部での土砂の発生を抑えること
が重要であると認識が高まり，明治 39 年より富山
県において，湯川流域で砂防事業が着手された。
　しかし，施工中の砂防堰堤が大正 8 年の土石流に
よって全壊し，その後の復旧工事も大正 11 年の豪
雨にあい壊滅的な被害を受け，過去 17 年間にわた
り行われてきた砂防工事は一部を残し，根底から壊
滅してしまった。
　この災害をきっかけに国の直轄工事を望む声が高
まり，大正 13 年の砂防法改正を経て，大正 15 年，
富山県が実施してきた砂防工事は内務省直轄事業と
して国に引き継がれることとなった。

2.2 輸送手段の確保
　立山砂防の最初の事業は，千寿ヶ原から水谷まで
の材料運搬道路の改修であった。明治から大正へか
けての県営砂防工事の時代は，資材の運搬は人力や
四輪馬車に頼っていたため，山奥の工事現場への輸
送力の増強が急務であり，白岩までの軌道の整備を
最重要課題として取り組んだ。
　昭和 4 年には樺平までの機関車の運転が開始さ
れ，昭和 6 年にはインクラインが完成し，千寿ケ原
から白岩までの全線が軌道とインクラインで開通し
た。これにより，立山砂防の本格的な砂防堰堤工事
が始まった。昭和 40 年には，18 段の樺平スイッチ
バックと水谷トンネルの開通により，水谷まで全線

立山の砂防事業
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図 -1　立山カルデラから富山平野を望む
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の軌道の運行が開始されている。

 3   現在の立山砂防
3.1　歴史的に価値のある砂防設備
　国による砂防事業に着手して，平成 28 年で 90 周
年を迎える。砂防の父とも言われた初代事務所長の
赤木正雄が設計した立山砂防の基幹施設である白岩
砂防堰堤（図 -2）や 23 基からなる泥谷砂防堰堤群，
常願寺川中流部にある貯砂量 500 万 m3 の本宮砂防
堰堤，称名川筋などにおいて砂防堰堤 116 基が整備
され，その効果を発揮している。
　平成 11 年度より白岩砂防堰堤，泥谷砂防堰堤，
本宮砂防堰堤が国の登録有形文化財に登録され，平
成 18 年度には立山砂防工事専用軌道が登録記念物
に登録された。このうち，白岩砂防堰堤は，「今も
なお富山平野を土砂災害から守り続ける国土保全施
設として歴史的に価値が高く」，また，「大型機械を
駆使した大規模構造物からなる複合砂防施設であ
り，近代砂防施設のひとつの技術的到達点を示すも
のとして重要」とされ，平成 21 年 6 月 30 日に国の
重要文化財に指定された。
　富山県は常願寺川の繰り返される災害と，これに
対し技術者たちが下流の人々の暮らしを守るため，

「立山砂防」という防災システムで立ち向かってき
たことを，日本固有の防災遺産だとして世界文化遺
産登録を目指している。

3.2　砂防設備の整備，改築
　立山における砂防事業は，富山平野のさらなる安
全度の向上とよりよい地域づくりを推進するため，
常願寺川上流域の土砂災害対策について白岩砂防堰
堤を要として進めている。白岩砂防堰堤は，当時の
最新理論による設計と軟弱地盤に対する構造検討に
より，重力式コンクリート型，護岸，アースフィル
タイプという異なる形式が一体化した特殊な複合構
造物という特徴を持っている。また，平成 6 年に右
岸岩盤が崩壊したことを受けて平成 17 年度までに
右岸部補強対策を実施し，左岸盛土部についても平
成 21 年度までに補強対策を実施した。白岩砂防堰
堤上流では，平成 21 年度に基幹堰堤である湯川第
12 号砂防堰堤が完成し，現在はその上流で砂防堰
堤を重点的に整備している。
　一方，集中豪雨による大規模な土砂流出が発生し
た真川本川における砂防堰堤群の整備や，大規模崩
壊地を抱えている常願寺川中流域での斜面崩壊対策
についても事業の進捗を図っているところである。
　また，立山砂防事務所管内の砂防施設は永年の洪
水に対して，その機能を十分に発揮してきているが，
経年による劣化や損傷が著しい施設が数多く存在す
る。また，現行の設計基準等も鑑みて既存施設の機
能向上を目的とした改築方策について検討すること
も重要になっていることから，これらの砂防施設に
ついて，健全度，安定性，重要度等の観点から評価
を行い，対策を講じる優先順位を検討した立山砂防
施設の長寿命化計画を策定した。今後は，優先順位
が高い施設から順次，計画的に対策を進めていく。

（図 -3）

3.3　砂防設備の利活用や防災教育
　常願寺川中流域に位置する本宮砂防堰堤は，周辺
の環境と合わせて，水と緑の貴重な空間である川を

図 -2　白岩砂防堰堤

図 -3　水谷第 3号砂防堰堤補強対策
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より身近で親しみのあるものとするように，自然観
察や治水や砂防の歴史などの学習ができるように水
辺空間「常願寺川水辺の楽校」を創っている。また
地域との連携では，この水辺の楽校の活用，推進を
目的に，地域住民や流域の関係機関，学識者を交え
た「人・川ふれあい連絡会」を設置し，より良い活
動となるように連携を図っている。
　富山県「立山カルデラ砂防博物館」の野外ゾーン
と位置付けられた立山カルデラは，土砂災害の恐れ
の高い砂防工事現場である。そのため，普段は一般
の方が立ち入ることを禁止しているが，砂防工事専
用軌道（トロッコ）を利用した富山県の砂防体験学
習会に協力し，防災意識の向上，知識の普及に努め
ている。砂防体験学習会では，白岩砂防堰堤，鳶崩
れ跡，立山温泉跡などを見学してもらい，カルデラ
内の自然の驚異や砂防事業の効果を実感していただ
ける。（図 -4）

3.4　課題への取り組み
　立山カルデラには，現在も下流の安全を脅かす多
量の不安定土砂が堆積しており，今後も，効率的，
効果的な砂防設備の整備により，土砂災害の被害を
防止，軽減する必要がある。また，砂防設備などの
ハード対策に加え，ソフト対策として光ケーブルを
利用した情報基盤の整備や，富山県，市町村と連携，
協力した情報共有の高度化，住民避難などを交えた
防災訓練等への参加により，危機管理体制の充実を
図っている。
　また，厳しい自然条件の中で安全に工事が実施で
きるよう，工事中の安全対策や気象情報の収集に関
する技術開発に努め，広くその技術を発信していく
必要もある。カルデラ内の湯川右岸に位置している
有峰二の谷は，平成 23 年 8 月に 2 度にわたって大
規模な斜面崩壊が発生した。このことから，有峰二
の谷の渓床固定と不安定土砂の捕捉を目的として砂

防堰堤の設置工事に着手している。工事箇所の谷上
部では，未だ土砂移動が活発な状況であり，工事期
間中の土砂崩壊に対して，避難時間を確保すること
ができないことから，無人化機械を使用した工事を
実施している。（図 -5）

　また，平成 27 年より妙寿砂防堰堤に可動式とし
ては国内で初めてのシャッターを設置している。コ
ンクリートスリット砂防堰堤は，洪水時には水位せ
き上げ効果により土砂を捕捉し，洪水後は，無害な
土砂を流下させることを期待した砂防施設であると
共に，山地渓流の連続性を確保し，水生生物などの
生態系や環境面に配慮した施設でもある。しかし大
雨が降って増水した際，出水時の後半に貯まった土
砂が急激に流出することで，下流の河床が上昇し洪
水が氾濫しやすくなる等の現象が発生する場合があ
るため，立山砂防事務所では「シャッター付き砂防
堰堤」を試験的に設置し，通常時や小さな出水の時
はシャッターを開けて水・土砂を通過させ，洪水の
減水期にはシャッターを操作して，急激な土砂の流
出を防ぐ試みを行っている。（図 -6）

図 -4　体験学習会

図 -5　有峰二の谷の無人化施工
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3.5  砂防事業の効果
　未だに多量の不安定土砂を抱えている常願寺川で
あるが，立山砂防事業によって荒廃した山腹斜面に
緑が戻っている箇所が多く見られる。その代表的な
ものが国の登録有形文化財に登録されている泥谷砂

防堰堤群である。荒廃した渓流から頻繁に下流へ土
砂を流していた泥谷は，昭和 13 年に砂防堰堤群が
完成した。砂防堰堤群の山脚固定の効果により，現
在では緑が復元し，堰堤が隠れて見えなくなってい
る状況である。この他，昭和 44 年の大規模な出水
により斜面が崩壊して谷地形が形成された六九谷に
ついても，六九谷砂防堰堤群を整備したことで，今
では緑が復元し元の自然の状態に還っている。水谷
出張所がある水谷平の斜面についても同様に砂防事
業の効果が見られており，立山砂防事業によって立
山カルデラの荒廃が抑えられ，緑が回復しつつある。

（図 -7）

 4   まとめ
　日本は，地震，津波，火山，風水害など様々な災
害を受けやすい国である。近年，山間部では全国的
に多くの土砂災害を引き起こしており，今後も，南
海トラフの巨大地震，首都直下地震や大規模土砂災
害等の危険性が指摘されているため，大規模地震へ
の対応を含む危機管理体制の整備が急務となってい
る。
　立山砂防も，安政 5 年の飛越地震以降，暴れ川と
なった常願寺川と流域に生活する住民との闘い，治
水砂防の先進の努力と工夫を学び，今後の危機管理
体制の整備に活かすことは大変重要であり意義があ
ることと考えている。

図 -6　妙寿砂防堰堤（シャッター）

図 -7　泥谷砂防堰堤群による緑の復元
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新幹線

 1   はじめに
　“山”と聞いて私が始めに思い浮かべるのは，エ
ベレストや富士山のような登山の山ではなく，今住
んでいる香川県の平野にある日本昔話に登場するよ
うなおにぎりのような山でもなく，子供の頃に父の
里として訪れていた愛媛県西条市の山地です。私が
小学生の頃は棚田で稲作をしており，週末毎に農作
業のために訪れていました。子供の私は農作業を手
伝う訳でもなく，兄弟や従兄弟達と文字通り野山を
駆けて遊んでいました。のこぎりや鎌・鉈といった
刃物を持ちだし，竹を切ってそれを材料に秘密基地
と称して小屋を作ってみたり，野いちごを集めなが
ら子供だけで山道を登っていったり，今考えると貴
重な体験をしていたのだなあと思います。結果とし
て，現在自然を相手とした地質調査の仕事をしてい
るのは，このような体験があったからこそかもしれ
ません。
　地質調査の仕事をしていると，斜面崩壊や地すべ
りといった自然災害に関連すること，あるいは道路
やダムといった土木構造物を建設する上での知識は
身についていくのですが，山地に住む人々の生活や
文化については意外と知る機会が少ないものです。
防災にしろ土木構造物にしろ，人々が安全・安心に
生活し，便利に暮らしていくためのものですから，
そこに暮らす人々がどのような生活をしているのか
知っておくことは，地質調査をしていく上で大切な
ことだと思います。
　ここでは，私の里である西条市加茂地区の山地に
おける地形・地質，産業，文化について紹介し，こ
れからの山と人との関わりについて考えてみたいと
思います。

 2   西条市加茂地区の概要
　加茂地区は，愛媛県西条市の南東に位置しま
す。二級河川加茂川の支流，谷川流域であり，日本
七霊山の 1 つで西日本最高峰である石鎚山（標高
1982m）の麓にあたる地域です。加茂地区には弥生
式土器が出土することから，その頃からすでに人が
住んでいたと思われ，戦国時代には豊臣秀吉の四国
遠征の際，伊藤近江守が高知よりやってきて，地す
べり地で有名な千町地区に住み着き，見事な棚田を
作り上げました。その後，千町山村・荒川山村・藤
之石山村として栄え，明治時代には 3 村が合併して
加茂村となり，昭和には西条市に編入され，現在に
至っています。

 3   加茂地区の地形・地質・地すべり
　図 2は加茂地区の北部，荒川・千町地区付近の
地形図です。加茂地区には加茂川の支流である谷川
が南東から北西に向かって深い谷を刻んで流れてお
り，東宮にて加茂川と合流しています。急峻な山地
地形となっており，人が住めるような場所は川沿い

荒獅子の舞うふるさとの山
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図 1　加茂地区の位置図 1）
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にわずかしかなく，河
こ う が な る

ヶ平という河岸段丘がかろ
うじてある程度です。しかし，図中に破線で囲んだ
千
せんじょう

町や大
おおなる

平といった山腹斜面には，比較的傾斜の緩
やかな地形がみられ，集落が形成されています。こ
れらの緩斜面は地すべり地形であり，緩斜面の上部
斜面には馬蹄形の急斜面を確認することができます。

  図 3は加茂地区の北部，荒川・千町地区付近の地
質図です。この地域は三波川帯に属しており，主に
泥質片岩が主体で構成されています。三波川帯では
片理面に沿った地すべりが発生することが知られて
おり，加茂地区でも地すべりが発生しています。地
すべりとなっている千町や大平には，破砕物の分布
が示されています。

　図 4は千町における地すべりの平面図です。千町
集落全体が地すべり上の緩斜面に形成されており，
複数の地すべり対策工が施工されていることがわか
ります。地すべりの規模は，長さ約2.1km，幅約1.0km
で，愛媛県下でも有数の大規模な地すべり地となっ
ています。千町地すべりは片理面の流れ盤方向への
地すべりで，塩基性片岩を起源とするすべり面粘土
が形成されているということです。
　また，千町の対岸となる大平の緩傾斜斜面も，千

町と比較すると規模は小さくみえますが，比較的規
模の大きい地すべりにより形成された地形です。

 4   加茂地区の産業
　加茂地区はここまで紹介したとおり平野の無い山
地であり，人が生活するには厳しい環境です。
　まず農業としては，千町と大平の棚田による稲作
がありました。地すべり地の教科書にあるように，
湧水を利用した典型的な水田であり，特に千町の棚
田は写真 1に示すように素晴らしい景観の大規模な
棚田であったようです。しかし，山間部であり気温
が低く，なおかつ湧水を利用した冷たい灌漑用水の
元では，同じ作付面積あたりの収穫量は，平野部で
ある西条地区の約 60％しかなかったようです（昭
和 8 年の記録）4）。

図 2　加茂地区の地形 1）

図 3　加茂地区の地質図 2）

図 4　千町地すべりの平面図 3）

写真 1　昭和 37年頃の千町棚田の様子 5）

写真 2　現在の千町棚田の様子
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　苦労して築き上げられた棚田ですが，私がこの春
訪れた際には数枚の棚田で耕作が行われているもの
の，雑草が生い茂ったり山林となっているものが多
く見受けられました（写真 2）。それでも見事な棚
田は健在で，緻密にくみ上げられた石垣が美しい景
観を作り出していました（写真 3）。

　次に鉱山についてです。四国の鉱山といえは新居
浜市の別子銅山が有名ですが，地質的に類似してい
る加茂地区でもキースラガーの銅鉱床があり，いく
つかの鉱山があったようです。しかし鉱脈は枯渇し，
加茂地区の鉱山は閉山となっています。
　最後に林業です。加茂地区では古くから林業が盛
んで，加茂川林業と呼ばれ加茂地区の主要産業とし
て栄えたそうです。明治 38 年には，加茂川流域を
主体とする地域は丸材および角材の生産で愛媛県内
の 33％を占め，県下一の生産地であったそうです 2）。
　また，加茂地区の林業は江戸時代の初期から植林
が試みられていたようです。初期の木材搬出は周辺
の地形が非常に急峻であるため大変苦労したよう
で，大正・明治時代には河川までは人力や木馬と呼
ばれるそりのようなもので河川まで運搬し，その後
河川を利用した木流しで搬出されていたようです。
明治の後期になると索道が使用されるようになった
ようですが，現在のようなつるべ式の索道ではなく

「とばし」と呼ばれる木材の重量で主索上を滑車で
滑らせる単純なものだったということで，途中で止
まれば索の上を人がつたっていって外し，受け取り
側では大きな衝撃があったりと危険な方法であった
ようです。その後，鉱山の払い下げの軌道を使用す
るようになったりしつつ，次第に機械化され現在に
至るようですが，いずれにせよ，重機の無い時代に
加茂地区の人々は苦労して林業を営んでいたという
ことです。

　加茂地区の主要産業である林業について，その現
状を調べようと思い，この地区を施行エリアとして
いる「いしづち森林組合」の伊藤参事にお話しを伺
いました。
　林業の条件としては片岩帯の泥質片岩・緑色片岩
の風化土は杉の育成に適しており，その点は林業に
とって有利なようです。しかし，降雨量は必ずしも
多いとは言えず，降雨量の多い高知県等と比較する
と同じ年数の樹木でも 1.5 倍ぐらいの成長の差があ
るということでした。ただし，その分生育が緩やか
ということから，木材としては硬く密に締まったも
のとなり，品質は良好だということです。
　林業の経営状態としては，イメージ通りやはり厳
しい状況にあるということでした。木材については
昭和 39 年に輸入全面自由化となり，これ以降輸入
木材の供給量が急増したため用材の価格が下落し，
国内の林業は衰退したということでした。搬出条件
の悪い山地から切り出すと，搬出費の方が販売金額
よりも上回ってしまう状態にあり，補助金無しでは
採算がとれず，産業としては成り立っていないのが
現状ということでした。
　それでも，現在はハウスメーカーが国産材を指定
して使用するようになったりしているそうで，これ
から品質重視の市場になっていけばと期待されてい
るようです。

 5   山を引き継ぐ
　ここでは最近私が体験した山に関することを紹介
したいと思います。と言いますのも，今年の 2 月に
父が他界し，父が所有していた山林を相続すること
になったのです。これまで山があるとは聞いていま
したが，さして興味も無くどこにあるのか，どのよ
うな状態にあるのか全く知らない状況でした。ここ
では，自分が引き継ぐべき山の土地を探しに行った
経験から，山について感じたことを書きたいと思い
ます。
　父が他界し，49 日も終わった 4 月。山の境を確
認するため，私は叔父（父の兄）とともに山を訪れ
ました。叔父は過去に父の山の境界を見たことがあ
るということでしたが，数十年前のことであり，わ
かるかどうか・・・・ということでした。それでも，
何も見たことの無い私が，地番と 1/25000 地形図だ
けから見つけるのは不可能ですので，一緒に行って
もらえて良かったと思いました。
　まず，祖母が他界してから無人となっている山の
家に向かいました。叔父が訪れて維持しているため
比較的きれいな状態ですが，家の中は床が抜けて入

写真 3　片理面に沿って割られた「へぎ石」で築かれた石垣
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れる状態ではありません。そして，写真 4にあるよ
うに，土間コンクリートに大きなひびが入り，ずれ
ている状態が確認できました。おそらく地すべりの
変動が継続しており，ずれたものと思われます。写
真 5には家のすぐ下に分化した地すべりのものと思
われる明瞭な滑落崖が形成されており，地すべり地
に住んでいたということが実感されます。

　山の家を出て，国道ができる前は高知までその道
しか無かったという当時の街道を 40 分ほど歩きま
す。かつての街道ということで，幅はありませんが
石が敷き詰められしっかりとした状態で，かつて集
落があったであろう場所では見事な石垣がみられ
ました（写真 6，7）。また，道中ではかつての林業
を支えた索道の跡も数カ所みられました（写真 8）。
順調に進んでいたのですが，途中で表層崩壊が発生
しており，道が無くなってしまいました（写真 9）。
周辺を這いずり回り，目印となるお地蔵さん（写真
10）があったため，ようやく続きの道を見つけるこ
とができましたが，かつての街道でさえ地形改変で

途絶えてしまう山地では，良く通っていなければ自
分の土地でも見つけることは困難になると感じました。
　このようにして二日間叔父につきあってもらい，
なんとか場所はわかったのですが，やはり数 10 年
ぶりに現地を見たのでは，はっきりとした境界は確
定できない状態でした。

写真 4　家屋の土間コンクリートに現れたズレ

写真 5　家屋のすぐ下に発達する滑落崖

写真 6　石がしきつめられた街道の様子

写真 7　かつての集落に見られる石垣

写真 8　索道跡の状況
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 6   荒獅子の文化
　加茂地区には荒川の獅子舞，千町の獅子舞，八の
川の獅子舞と複数の獅子舞文化があり，ここでは私
の里である荒川の獅子舞について紹介します。
　荒川の獅子舞は神輿のお供をして，御旅所で悪魔
払いをつとめて舞う獅子舞です。歴史としては明
治 34 年に神輿を新造するとともに獅子頭を購入し，
舞い方は隣村の黒瀬から伝授されたということで，
110 年以上受け継がれてきています。舞いは，「締
め太鼓」と「かね」で拍子をとり，「なぶりこ」と
呼ばれる子供が太鼓をたたきます。「なぶりこ」は
太鼓をたたきつつ，襲いかかる獅子をバチでうけ
とめたり，いなしたり，払ったりして獅子を疲れさ
せ，ついには降参させてしまうというストーリーに
なっています。獅子は非常に激しい動きで，時に地
面ぎりぎりで頭を振り，突然大きく起き上がって小
さな「なぶりこ」を上から襲ったりします。拍子も
獅子の動きも速く，1 回の舞は 3 分半程度で短いも
のですが，獅子の使い手は 3 回も舞えばへとへとに

なってしまいます。「なぶりこ」になるのも，太鼓
のリズムが早くたたき方も複雑で，跳んだりはねた
り回ったりと難しいため，昔は誰でもがなれるわけ
ではなく「なぶりこ」になれるのはとても名誉なこ
とだったようです。
　荒川の獅子舞は現在も「荒川獅子舞保存会」の皆
さんにより活発に続けられており，毎年 11 月 3 日
に「荒川八幡神社の秋の大祭」として実施される他，
正月にはだんじりの西条祭りで有名な伊曽乃神社で
も獅子舞奉納が行われています。興味のある方はぜ
ひ生でみていただきたいと思います。

写真 9　街道を途絶えさせる表層崩壊

写真 10　目印となる街道沿いのお地蔵さんと崩壊

写真 11　御旅所を廻って奉納される獅子（約 50年前）

写真 12　小学校跡で奉納される獅子（約 25年前）

写真 13　荒々しい獅子の様子（約 10年前） 
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　山の暮らしは不便が多く，決して快適なものでは
なかったと思います。林業は肉体労働で，枝打ちの
ために高い木に登り，切り出した木材の搬出では重
い木材を運ぶ必要がありました。初期の木材運搬に
おける川流しや，「とばし」と呼ばれた索道では危
険も多かったようです。農業にしても，機械の入ら
ない狭い棚田ですから全て人力でおこない，平野と
比べて少ない収穫しか得られませんでした。それで
も山に暮らした私の先祖は，日々知恵を絞り，一生
懸命生きていたのだと思います。そして，その日々
の苦労とその成果である秋の実りの喜びは，秋祭り
である獅子舞に集約されて文化となったのだと思い
ます。荒々しい獅子は自然の脅威や厳しさであり，
それをいなす「なぶりこ」の動きは自分たちの知恵
や工夫であり，厳しい環境の中暮らしていても，か
ねや太鼓のリズムのように軽やかに楽しく暮らして
いるという自分たちの誇りを表しているかのように
思えます。

 7   これからの人と山との関わり合い
　私の先祖は山で暮らしていた人々でした。祖父は
もちろん，祖母や母方の祖母も同様です。父は山で
育ち，成人して西条市の平野部で暮らすようにな
りました。 山の産業は林業が中心でした。しかし，
木材の輸入自由化と木材の需要そのものの低下によ
り林業では生活できず，他の職に生活の糧を求めた
のでした。
　このような状況は私の父だけではなく，加茂地区
のような山地では同じような状況であったようで
す。加茂地区では，大正時代のピークには 3000 人
を超える人口がありましたが，昭和の終わりには
500 人を割り込み，現在は 200 人以下となってしまっ
ています。
　父から山を引き継ぐこととなり，これから山とど
う関わるべきか，私なりに考えるきっかけとなりま
した。日本の国土の 2/3 は森林であり，平野に住む
多くの人々にも大きく影響を与えています。水源は
山地に降った降雨が涵養源であり，山地が荒廃すれ
ばその機能は低下します。異常気象が叫ばれる現在，
大雨や台風による土砂災害の危険は高まる一方で，
やはり山地の健全な維持が求められています。
　しかし，上記のような理由だけで広大な森林の管
理ができるでしょうか？人口減少・少子高齢化に直
面している現在，公共投資として山地を維持管理す
る事業費は減少しています。このため，費用をかけ
るという視点では今後の管理は難しく，逆に森林が
利益を生むという状態にしなければ，最低限の維持

管理すら難しいと考えられます。
　私も植林された山を引き継ぎましたが，森林組合
でお話しを伺うと，とても利益が出るような状態で
はないということがわかりました。外材の輸入に
より用材の価格が下がり，一般消費者にとってはメ
リットがあったのでしょうが，価格の低下は輸入材
が減少した現在でも続いており，一度低下した価
格がまた上昇するのは難しいことなのだと痛感しま
す。そして，利益の出ない森林に対して民間が管理
したり投資したりすることはなく，山林の荒廃をま
ねいている状態といえます。私はたまたま叔父が場
所を知っていましたが，今後は自分の土地がどこに
あるかもわからない地権者が増え，維持管理どころ
か持ち主不明で何もできない状態の山林が増えるか
もしれません。
　農作物で提唱されているような，地産地消の考え
方が，木材についても定着し，多少価格が高くても
品質が良くて地元の山地を維持して環境を守ってい
る木材を使用しよう，というような考え方が広まり，
山林がきちんと経済的に利用されることが今後必要
ではないかと感じています。
　堅苦しい内容となりましたが，山と人の関わり合
いではもっと直接的かつ感覚的にわかることもあり
ます。つくし，タラの芽，フキ，わらび，タケノコ
等の山菜，レジャーとしてのハイキングや本格的な
山登りもあるでしょう。もちろん，荒獅子に興味を
持っていただき，見物に来て楽しんでもらえればう
れしい限りです。「山の日」をきっかけに，多くの
人が山に出かけ，関心を持って，愛着をもっていた
だければ，山の事情も変わってゆくと期待します。
　最後に，本稿を執筆するにあたり，データ等の引
用を快諾していただいた，「加茂の荒獅子」ホーム
ページの管理者様，取材に応じていただいた「いし
づち森林組合」の伊藤様に感謝いたします。

追記：山の素晴らしさを教えてくれた亡き父に感謝します。

〈参考〉
1）国土地理院ウエラサイト「地理院地図」に一部加筆
2）5万分の 1土地分類基本調査表層地質図「西条」1967
3）愛媛県土木部
������http://www.jasdim.or.jp/gijutsu/kobetsu/chiiki/ehime/
������senjyo/model.html（2016 年 6月 1日現在）
4）愛媛県：「愛媛県史」1983 年 3月
5）加茂の荒獅子ホームページ
�������http://9.pro.tok2.com/~arajishi/index.html
�����（2016 年 6月 1日現在）
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　平成 27 年度定時総会を 5 月 25 日に東京（如水会館）で開催しました。
　総会審議事項に関する資料を全地連のホームページで公開しております。

　▶▶▶ https://www.zenchiren.or.jp/meeting/

　　　　◦平成 27 年度　事業報告
　　　　◦平成 27 年度　決算及び監査報告
　　　　◦平成 28 年度　事業計画及び予算

　総会終了後は，同会場
にて全地連「技術者等表
彰制度」に基づく表彰式
を 開 催 し，13 名 の 方 が
受賞されました。

　第 27 回“全地連「技術フォーラム」”を熊本県熊本市で開催いたします。メインテーマを「新マーケッ
ト創出に向けて」として，九州地質調査業協会と連携して開催いたします。
　現在，当日の聴講者・参加者を募集中です。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

会　告

　全地連「平成 27 年度定時総会」について

　全地連「技術フォーラム 2016」熊本　開催のご案内

受賞者の皆さま（成田会長，五十嵐副会長を囲んで）

【開催要領】
　■主　　催：一般社団法人全国地質調査業協会連合会
　■協　　力：九州地質調査業協会
　■後　　援：国土交通省九州地方整備局，農林水産省九州農政局，熊本県，熊本市
　■協　　賛：国立研究開発法人土木研究所，日本情報地質学会，NPO 地質情報整備活用機構，
　　　　　　　地質リスク学会
　■開催日程：平成 28 年 9 月 8 日（木）～ 9 月 9 日（金）　2 日間
　■開催場所：KKR ホテル熊本 （熊本県熊本市中央区千葉城町 3-31）
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告　■プログラム：※講演内容，講師など詳細は，ホームページをご覧ください。

　　　第１日目　9 月 8 日（木）　受付開始　9：00 ～　開場　9：30 ～

　　　　○開　会　式　　　10：00 ～ 10：30 （エリア 1：無料）
　　　　　　　　　　　　　◦開会挨拶　◦来賓挨拶
　　　　○特別講演会　　　10：30 ～ 12：00 （エリア１：無料）
　　　　　　　　　　　　　◦「ジオパーク活動とまちづくり」　
　　　　　　　　　　　　　　　講演：米田　徹氏（日本ジオパークネットワーク会長 / 糸魚川市市長）
　　　　○技術発表会　　　13：00 ～ 17：30　（エリア 2：有料）
　　　　　　　　　　　　　（液状化，トンネル調査，河川堤防 / ため池，地下水調査，地盤変状，斜面調査，
　　　　　　　　　　　　　 健全度など）
　　　　○特別セッション　14：45 ～ 17：00　（エリア 2：有料）
　　　　　　　　　　　　　◦テーマ発表　「横浜市がけ地総合対策について」
　　　　　　　　　　　　　　　講師：横浜市建築局企画部建築防災課
　　　　　　　　　　　　　◦技術発表　４編
　　　　○技術者交流懇親会　18：00 ～ 19：30 　※受付開始 17：30 （エリア 2：有料）

　　　第 2 日目　９月９日（金）　受付開始　8：30 ～

　　　○技術発表会　　　8：45 ～ 16：00　（エリア 2：有料）
　　　　　　　　　　　　（オペレーターセッション，現場技術，物理探査・検層，斜面調査，環境調査，
　　　　　　　　　　　　  地域地盤特性など）

　■同時開催：展示会　（調査機器メーカ等の企業展示，特別展示ほか）　
　　　　　　　　第１日目　9 月 8 日（木）　12：00 ～ 16：30　
　　　　　　　　第２日目　9 月 9 日（金）　 9：00 ～ 15：00
　■参　加　費：エリア１　入場無料
　　　　　　　エリア２　有料
　　　　　　　□技術発表会，特別セッション
　　　　　　　　会員   4,000 円（全地連会員企業所属職員，NPO 地質情報整備活用機構会員）
　　　　　　　　一般参加者  6,000 円
　　　　　　　　技術発表会発表者 2,000 円
　　　　　　　□技術者交流懇親会 6,000 円
　■申込方法： 〈エリア１〉入場無料の当エリアは，事前のお申込みは不要です。直接会場にお越し下さい。
　　　　　　　〈エリア２〉全地連のホームページからお申込みください。
　　　　　　　※申込期限 8 月 25 日
　　　　　　　※全地連ＨＰ　https://www.zenchiren.or.jp/event/detail/111
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　全地連で実施する平成 28 年度資格検定試験（地質調査技士，地質情報管理士，応用地形判読士）は，
7 月 9 日（土）に全国 10 会場で実施いたしました。
　合格発表日は，9 月 10 日です。当日，受験者には合否通知を送付するほか，全地連ホームページには
合格者リストを掲載する予定です。

　標記事例研究発表会の発表を募集しております。詳しくは，地質リスク学会ホームページをご覧下さい。
　地質リスク学会ホームページ URL ▶▶▶ http://www.georisk.jp/2016/georisk_bosyu.pdf

　平成 28 年度　資格検定試験の実施
　【地質調査技士・地質情報管理士・応用地形判読士】

　 「地質リスク学会」第７回地質リスクマネジメント事例
 　研究発表会　事例研究発表募集について

　■平成 28 年度 資格検定試験  実施概要
　　◦試　験　日：平成 28 年 7 月 9 日 ( 土 )
　　◦試験会場：全国 10 会場
　　　　　　　　札幌､ 仙台､ 新潟､ 東京､ 名古屋､ 大阪､ 広島､ 高松､ 福岡､ 沖縄
　　◦受験申込者数：
　　 　 ◆地質調査技士資格検定試験　　1,054 名
　　　　　　　（現場調査部門　　　　　　319 名）
　　　　　　　（現場技術・管理部門　 　  693 名）
　　　　　　　（土壌・地下水汚染部門　　  42 名）
　　 　 ◆地質情報管理士資格検定試験　　158 名
　　 　 ◆応用地形判読士資格検定試験　　122 名

　■主　催：地質リスク学会　
　■協　力：NPO 地質情報整備活用機構／（社）全国地質調査業協会連合会
　〈協力依頼先予定〉
　■後　援：国土交通省国土技術政策総合研究所
　■協　賛：国立研究開発法人土木研究所　

〈開催趣旨〉
　第 7 回地質リスクマネジメント事例研究発表会を開催します。建設工事における地質リスクのマネジメ
ントの実例を紹介し，様々な課題を議論し共有することで，今後の地質リスクマネジメントに役立てます。
このような分析は公共工事におけるコスト縮減へも大きく貢献することが期待されます。さらにこの事例
研究発表・討論会を通じて，地質リスクマネジメント事例収集への具体的な道筋を検討することを目的と
しています。

〈開催概要〉
　■開催日：平成 28 年 11 月 18 日（金）
　■開催場所：飯田橋レインボーホール
　　　　　　　〒 162-0826 東京都新宿区市谷船河原町 11 番地 飯田橋レインボービル　TEL 03-3260-4791
　　　　　　　会場アクセス ▶▶▶ http://www.ienohikariss.co.jp/bld/access/
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　平成 28 年度 「道路防災点検技術講習会」を下記のとおり開催いたします。
　本講習会は，最近の災害事例を紹介するとともに，①『点検要領（平成 18 年 9 月 29 日付け事務連絡資料）』
の改訂点，②点検箇所の抽出方法，③具体的な着目点などをわかりやすく解説することを目的としており
ます。
　講習会の詳細や参加申込みは，全地連のホームページをご覧ください。　　
　　　　　　　　▶▶▶ https://www.zenchiren.or.jp/event/detail/105（全地連ホームページ）

【道路防災点検技術講習会　開催概要】
■開催日／開催場所：　※東京１の会場は，盛況にて終了いたしました

■主　催： 一般社団法人 全国地質調査業協会連合会
■後　援： 国立研究開発法人土木研究所
■参加費（テキスト代，税込み）：
　　　　　会員　7,200 円 　※会員対象：全地連会員企業の職員，地質調査技士，地質情報管理士，
　　　　　　　　　　　　　　応用地形判読士 ･ 判読士補 ･ マスター，官公庁の職員
　　　　　一般　8,200 円

　　　　　◆テキスト
　　　　　　 講習会テキストには，「道路防災点検の手引き（豪雨・豪雪等）」（平成 26 年 10 月）を使用

します。このテキストは，（財）道路保全技術センターが平成 21 年 5 月に作成した同名の手
引き に準拠し ，“巻末資料”について 平成 23 年 10 月と平成 26 年 10 月に全地連 道路防災
点検技術委員会 が更新したものです。

　　　　　◆主な受講対象者
　　　　　　◦『点検要領（平成 18 年 9 月）』の改訂内容を習得されたい方
　　　　　　◦ 新たに道路の維持管理を担当される官公庁の職員の方
　　　　　　◦ 新たに道路防災点検業務に携わる技術者の方
　　　　　　◦ 災害事例などについて新たな知見を広めたい方　など

　平成 28 年度 道路防災点検技術講習会 開催案内

東京１：平成 28 年  7 月  8 日（金）　
高　知：平成 28 年  9 月 16 日（金）
大　阪：平成 28 年 10 月  7 日（金）　
東京２：平成 28 年 11 月 11 日（金）

＊ 本講習会は，ジオ ･ スクーリングネットを運営する“土質 ･ 地質技術者生涯学習協議会”が開催を確認
しており，CPD の加点対象となっております（加点ポイント：6）。

  9:30 ～  9:35 開会挨拶
  9:35 ～ 11:05 点検の有効性と災害の低減に向けて
11:05 ～ 11:50 道路防災点検要領（H18）の概要
12:50 ～ 14:50 安定度調査における点検の着目点
15:00 ～ 16:30 安定度調査表作成演習（事例研究）
16:30 ～ 16:50 防災点検結果入力プログラム
16:50 ～ 閉会

◎プログラム（予定）
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　新しい国民の祝日「山の日」の施行に合わせて，特
定テーマを「山の日」としました。しかし，今回の「地
質と調査」は，今までにない構成となっています。地
質や調査といった技術情報に限定せず，皆様が気楽に
読んでいただけるよう，「山」に関連した幅広い内容で
誌面を作成しました。今まで殆ど係わりの無かった分
野でご活躍の方々や機関の方々にもご執筆をいただき
ました。特に，山岳関係の学協会の皆様方からご協力

をいただいています。
　バラエティに富んだ誌面となっており，多くの方々
が楽しく読んでいただけるとものと思います。ご家族，
ご知人の方々にも一読をお勧めください。「山の日」の
制定の趣旨，「山に親しむ機会を得て，山の恵みに感謝
する」を感じていただければ幸いです。

（三木 茂）
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巻頭言

「山の日」を契機に
考えなければならないこと

磯野 剛太 一般財団法人全国山の日協議会代表理事 理事長 

特定テーマ   山の日

命をつなぐ森と水

多摩川の源流部で山の幸を満喫
…………………………………… 亀井 雄次

………………………………… 谷野宮 竜浩

高尾山を楽しむ ……………  廣川 健太郎

北アルプスの成り立ち…………  原山 智

山を安全に楽しむ ……………  武川 俊二

……………  相馬 光春

山の信仰と現代 ………………  鈴木 正崇

立山の砂防事業 …………………  大坂 剛

荒獅子の舞うふるさとの山

山岳地域の自然環境保全 …  鍛治 哲郎




